
年間授業計画

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

○ 〇

【知識及び技能】
　論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするため
に必要な語句の量を増やし、文章の中で使うことを通

して語感を磨き語彙を豊かにしている。

【思考力、判断力、表現力等】
　文章の種類を踏まえて、資料との関係を把握し、内

容や構成を的確に捉えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　関連する資料を調べ、整理して、様々な観点から自
分の意見や考えを論述することができる。

○ ○ ○ 16

定期考査 得点
○ ○ 1

定期考査 得点 ○ ○

関連する文章や資料を基に、相手の立場や目的を考
え、自分の主張が的確に伝わるように工夫する。

三省堂「新　論理国語」

国語

学習を通して、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりする。

言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、ものの見方、感じ方、考え方を深める。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

14

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

〇 〇

態

○

知

【知識及び技能】
　文章の種類に基づく効果的な段落構造や論の形式な
ど、分掌の構成や展開の仕方について理解を深められ

ている。

【思考力、判断力、表現力等】
　文章の種類を踏まえて、資料との関係を把握し、内

容や構成を的確に捉えられている。

【学びに向かう力、人間性等】
設定した題材に関連する複数の文章や資料を基に、必
要な情報を関連づけて自分の考えを広げたり深めたり
することができている。

○ ○ ○

A 具体と抽象の関係を理解するため
に
【知識及び技能】
　文章の種類に基づく効果的な段落構造
や論の形式など、分掌の構成や展開の仕方

について理解を深める。

【思考力、判断力、表現力等】
　文章の種類を踏まえて、資料との関係

を把握し、内容や構成を的確に捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
　設定した題材に関連する複数の文章や
資料を基に、必要な情報を関連づけて自分

の考えを広げたり深めたりする。

【指導事項】
　・文章の信頼性と妥当性を吟味し内容
を解釈する。

　・必要な情報を関連づける。

【教材】
「人類による環境への影響」
「プラスチックごみについて考える」

「説得力のある文章を書く」

【内容】
本文読解及びグループワーク

○

定期考査

B 批評するために
【知識及び技能】
　文や文章の効果的な組み立て方や接続

の仕方について理解を深める。

【思考力、判断力、表現力等】
　文章の構成や論理の展開、表現の仕方
について、書き手の意図との菅家において

多面的・多角的な視点から捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
　設定した題材について、分析した内容
や、仮説を文章にまとめるための工夫をす

る。

【指導事項】
　・批評し、批判的に検討する。

　・書き手の立場や目的を考える。

【教材】
「〈自動車〉と〈映像〉の二十世紀」
「日本漫画のブルーオーシャン戦略」

「報告分を書く」

【内容】
本文読解及びグループワーク

評価規準

論証したり学術的な学習の基礎を学んだりする
ために必要な語句量を増やし、語感を磨き語彙
を豊かにする。

３
学
期

○○

定期考査

２
学
期

C 譲歩を関連づけて自分の解釈を形
成するために
【知識及び技能】
　情報の重要度や抽象度などによって階

層化して整理する。

【思考力、判断力、表現力等】
　人間、社会、自然などについて、文章
の内容解釈を多様な論点や異なる価値観と

結び付け、考えを深める。

【学びに向かう力、人間性等】
　関心持った事柄について資料を調べ、
自分の主張が的確に伝わるように工夫す

る。

【指導事項】
　・必要な情報を関連づける。
　・内容の解釈を深める。

　・主張が的確に伝わるか吟味する。

【教材】
「学びとは何か」
「多様な知識の組合せを」

「自己推薦文を書く」

【内容】
　本文読解及びグループワーク

○ ○ ○

D 解釈を広げたり深めたりするため
に
【知識及び技能】
　論証したり学術的な学習の基礎を学ん
だりするために必要な語句の量を増やし、
文章の中で使うことを通して語感を磨き語

彙を豊かにする。

【思考力、判断力、表現力等】
　文章の種類を踏まえて、資料との関係

を把握し、内容や構成を的確に捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
　関連する資料を調べ、整理して、様々

【指導事項】
　・考えを広げたり深めたりする。
　・自分の考えを捉え直し、新たな観点
から　　自分の考えを深める。

　・学習を活かして書く

【教材】
「未来ありか」
「リスク社会論」

「卒業論文を書く」

【内容】
　本文読解及びグループワーク、卒業論
文作成活動

〇

１
学
期

70

○ ○

保谷

【学びに向かう力、人間性等】

粘り強く学習に取り組み多様な論点や異なる価
値観と結び付け、新たな視点から物事を考え、
自らを深める。

論理国語

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができる。

国語 論理国語 2

論理国語国語

領域

○ ○

【知識及び技能】
　情報の重要度や抽象度などによって階層化して整理

することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
　人間、社会、自然などについて、文章の内容解釈を
多様な論点や異なる価値観と結び付け、考えを深める

ことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　関心持った事柄について資料を調べ、自分の主張が
的確に伝わるように工夫している。

○ ○

5

15

合計

○ 16

1

○得点

まとめ 【指導事項】
　・大学入試問題を解けるようにする。

　・学習を活かして書く。

【教材】
「卒業論文を書く」

【内容】
・大学入試問題に取り組む。
・卒業論文作成活動。

1
得点

1

〇 〇

【知識及び技能】
　論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするため
に必要な語句の量を増やし、文章の中で使うことを通

して語感を磨き語彙を豊かにしている。

【学びに向かう力、人間性等】
　関連する資料を調べ、整理して、様々な観点から自
分の意見や考えを論述することができる。

〇〇〇

○ ○

【知識及び技能】
　文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方につい

て理解を深められている。

【思考力、判断力、表現力等】
　文章の構成や論理の展開、表現の仕方について、書
き手の意図との菅家において多面的・多角的な視点か

ら捉えられている。

【学びに向かう力、人間性等】
　設定した題材について、分析した内容や、仮説を文
章にまとめるための工夫をしようと努力している。



年間授業計画

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○

定期考査 2

A 演習（物語・評論・日記・説話）
【知識及び技能】
文法の基礎知識を踏まえて、入試に
対応できる読解力を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
登場人物の発言の真意を話し合う。
【学びに向かう力、人間性等】
グループになって振り返りをする。

「増鏡」「俊頼髄脳」「堤中納言物
語」「歎異抄」「土佐日記」　尊敬
語、謙譲語、和歌の修辞などの文法
力、語彙力を高め、入試に対応でき
る読解力を身につける。登場人物の
状況を説明し、ロイロノートに提出
する。他の生徒と意見交換をする。

【知識及び技能】
文法の基礎知識を踏まえて、入試に対応できる
読解力を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
登場人物の発言の真意を話し合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
グループになって振り返りをしている。 ○ ○ ○ 7

B 漢詩
【知識及び技能】
漢詩の基礎知識を踏まえる。
【思考力、判断力、表現力等】
心情表現の理解、和歌の読解力を深
める。
【学びに向かう力、人間性等】
特殊な日記の形態を理解する。

「長恨歌」
漢詩の基礎知識を踏まえて、的確に
心情表現や和歌の読解の力を身につ
ける。ロイロノートに提出する。他
の生徒と意見交換をする。

【知識及び技能】
漢詩の基礎知識を踏まえている。
【思考力、判断力、表現力等】
心情表現の理解、和歌の読解力を深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
特殊な日記の形態を理解している。

○ ○ ○ 6

○ ○

8

保谷

３
学
期

大学入試問題演習
自己採点する際に注意することを確
認する。

共通テスト、私大過去問題、模擬テ
ストなどを利用して演習を行う。古
文単語テキスト、古典文法演習ノー
トを参照して、知識を再確認する。

自己採点する際に注意することを確認してい
る。

「菅笠物語」「宇治拾遺物語」「枕
草子」「平家物語」「大鏡」助動
詞、助詞を中心とした文法、語彙力
を高め、入試に対応できる読解力を
身につける。登場人物の状況を説明
し、ロイロノートに提出する。他の
生徒と意見交換をする。

【知識及び技能】
文法の基礎知識を踏まえて、入試に対応できる
読解力を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
作者の考えの真意を話し合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
グループになって振り返りをしている。

○ ○

定期考査 ○ ○

「鴻門之会」
漢文の句形「可能・不可能」「受
身」「仮定」や、古文の「助動詞」
知識を踏まえて、的確に人物関係や
内容を把握する力を身につける。ロ
イロノートで生徒同士で意見を交流
する。

２
学
期

定期考査 ○ ○

○

○ ○ ○ 6

8

10

2

D 史伝
【知識及び技能】
漢文の基本的な句形、古文の文法の
基礎知識を踏まえる。
【思考力、判断力、表現力等】
的確に人物関係や内容を把握する力
を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
登場人物の行動理由を理解する。

「鴻門之会」
漢文の句形「反語」「使役」「抑
揚」「否定」「強調」などの知識を
踏まえて、的確に人物関係や内容を
把握する力を身につける。ロイロ
ノートで生徒同士で意見を交流す
る。

【知識及び技能】
漢文の基本的な句形、古文の文法の基礎知識を
踏まえている。
【思考力、判断力、表現力等】
的確に人物関係や内容を把握する力を身につけ
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
登場人物の行動理由を理解している。

○ ○ ○

2

C 演習（物語・評論・和歌）
【知識及び技能】
文法の基礎知識を踏まえて、入試に
対応できる読解力を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
登場人物の発言の真意を話し合う。
【学びに向かう力、人間性等】
中国の思想を読み、人間の生き方
や、日本への影響を考える。

「源氏物語」「古事記」「無名草
子」「去来抄」
敬語表現の応用、和歌の修辞などの
文法力、語彙力を高め、入試に対応
できる読解力を身につける。登場人
物の状況を説明し、ロイロノートに
提出する。他の生徒と意見交換をす
る。

【知識及び技能】
文法の基礎知識を踏まえて、入試に対応できる
読解力を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
登場人物の発言の真意を話し合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
中国の思想を読み、人間の生き方や、日本への
影響を考えている。

○ ○ ○ 8

D 漢詩・故事
【知識及び技能】
漢詩の基礎知識や句形を踏まえる。
【思考力、判断力、表現力等】
心情表現の理解、和歌の読解力を深
める。
【学びに向かう力、人間性等】
特殊な詩の形態や句形を理解する。

「絶句」「律詩」「画竜点睛」「杞
憂」
漢詩の基礎知識を踏まえて、的確に
心情表現や和歌の読解の力を身につ
ける。ロイロノートに提出する。他
の生徒と意見交換をする。

【知識及び技能】
漢詩の基礎知識や句形を踏まえている。
【思考力、判断力、表現力等】
心情表現の理解、和歌の読解力を深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
特殊な詩の形態や句形を理解している。 ○ ○

合計

76

配当
時数

１
学
期

A 演習（物語・評論）
【知識及び技能】
文法の基礎知識を踏まえて、入試に
対応できる読解力を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
登場人物の発言の真意を話し合う。
【学びに向かう力、人間性等】
グループになって振り返りをする。

「今昔物語」「建礼門院右京大夫
集」「竹取物語」「無名抄」
動詞、形容詞、形容動詞、副詞など
の文法力、語彙力を高め、入試に対
応できる読解力を身につける。登場
人物の状況を説明し、ロイロノート
に提出する。他の生徒と意見交換を
する。

【知識及び技能】
文法の基礎知識を踏まえて、入試に対応できる
読解力を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
登場人物の発言の真意を話し合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
グループになって振り返りをしている。

○ ○ ○ 7

B 史伝
【知識及び技能】
漢文の基本的な句形、古文の文法の
基礎知識を踏まえる。
【思考力、判断力、表現力等】
的確に人物関係や内容を把握する力
を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
登場人物の行動理由を理解する。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

2

C 演習（物語・評論）
【知識及び技能】
文法の基礎知識を踏まえて、入試に
対応できる読解力を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
作者の考えの真意を話し合う。
【学びに向かう力、人間性等】
グループになって振り返りをする。

○

【知識及び技能】
漢文の基本的な句形、古文の文法の基礎知識を
踏まえている。
【思考力、判断力、表現力等】
的確に人物関係や内容を把握する力を身につけ
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
登場人物の行動理由を理解している。

○

8

定期考査

今まで学習した古典の基礎を踏まえ、より質の高い古文・漢文を読み、文学としてのおもしろさを味わう。

・その時代の生活や思想への認識を深めると同
時に、進学に対応できる学力を身につける。

【学びに向かう力、人間性等】

国語 古典探求
国語 古典探求 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・今まで学習した古典の基礎を踏まえ、より質
の高い古文・漢文を読み、文学としてのおもし
ろさを味わう。
・漢文の句形を基礎から学び、大学受験に対応
した応用レベルを身につける。

・古文・漢文の大学入試問題演習に取り組み、
受験を意識した総合力を養成する。

探求　古典探求　漢文編　桐原書店

国語

古文・漢文の大学入試問題演習に取り組み、受験を意識した総合力を養成する。

その時代の生活や思想への認識を深めると同時に、進学に対応できる学力を身につける。

古典探求

【 知　識　及　び　技　能 】



年間授業計画

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

○ 〇

知識：(1)アイウエ(2)アイ
読む能力：アイウエオカキ
主体性：読書に親しむ態度

○ ○ ○ 7

定期考査 得点 ○ ○ 1

定期考査 得点 ○ ○

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で
伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

筑摩書房「文学国語」

国語

学習を通して、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりする。

言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、ものの見方、感じ方、考え方を深める。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

7

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

〇 〇

態

○

知

知識：(1)アウエ
読む能力：アイエオカ
主体性：学習の見通しをもって言葉がもつ価
値への認識を深めようとする姿勢がある。

○ 〇 ○

A　物語との出会い
・小説を用いて、説明と描写の違い
を理解したり、作者の意図を描写か
ら理解したりする力を身に付けさせ
る。
・小説を読むことと、解釈すること
の違いを理解させる。

【指導項目】
・ガイダンス～小説のポイント～

・小説

【教材】
「神様」と「神様2011」

【内容】
①語り手と「くま」が、互いに相手をど
のように感じ、行動しているかを、情景
とともに想像しながら読み味わわせる。
②「眠る前に少し日記を書いた」とある
が、どのような日記か。「わたし」に
なったつもりで200字以内で書かせる。
③参考「神様2011」を読み、元の「神
様」との相違点を抜き出して、物語の印
象がどのように変わったか、話し合う。

〇

定期考査

B　過去との対話
・生の軌跡をひもとき、現在の在り
方を考える。
・主張を読み取る。

【指導項目】
・随想、評論

【教材】
「死者の声を運ぶ小舟」

【内容】
①「文学の力」について、筆者の主張を
読み取らせる。
②本文中に例として挙がっている文学作
品の中から一冊を選んで読み、感想を
800字程度でまとめさせる。
③本文は英語で発表されたが、本文を英
語で語る意義について話し合わせる。

評価規準

生涯にわたる社会生活に必要な国語について、
その特質を理解し適切に使うことができるよう
にする。

３
学
期

○

定期考査

２
学
期

C 調べとリズム
・選び抜かれた言葉の、洗練された
リズムを味わう。
・詩の表現上の技法や、その内容に
ついて読解する。

【指導事項】
　詞歌

【教材】
「小景異情」「サーカス」「永訣の朝」
「短歌」「死にたまふ母」

【内容】
　①それぞれの詩の作者について、経歴
や作風などを調べさせる。
②それぞれの詩の表現や内容について読
み解かせる。
③それぞれの詩を、構成・リズムに注意
して朗読させる。
④三編の詩から自分がもっとも気に入っ
た詩を選び、400字程度の鑑賞文を書か
せる。
⑤明治・大正期に活躍した他の詩人につ
いて調べ、自分の気に入った詩と、その
理由を発表させる。

○ ○

D 日常の裂け目
・現実と非現実とをつなぐ小説の深
みを理解する。
・詞には想像や心情を豊かにする働
きがあることを理解し、語感や語彙
を豊かにする。

【指導事項】
　小説

【教材】
「捨てない女」「鞄」

【内容】
　①比喩と想像力が生み出すことばの広
がりを読み味わわせる。
②本文から印象的な表現を選び、どのよ
うな点が印象的なのか考え、その表現を
参考に短文を書かせる。
③「鞄」が意味するものを考える。
④これらの小説の主題は何か、話し合わ
せる。

〇

１
学
期

35

○ ○

保谷

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、言
語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手とし
ての自覚をもち、生涯にわたり国語を尊重して
その能力の向上を図る態度を養う。

文学基礎

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができる。

国語 文学基礎 1

文学基礎国語

領域

○ ○

知識：(1)アイウエ(2)アイ
書く能力：アイウエ
主体性：発表の態度は積極的で、ほかの人の発
表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え
方を深めようとする姿勢。

○ ○

2

7

合計

○ 8

1

○得点

共通テスト（文学的文章）対策 【指導事項】
　大学入試問題演習

【教材】
尚文出版「共通テスト対策国語マー
ク完答M 現代文」

1得点

1

〇 〇

知識：(1)アイウエ(2)アイ
読む能力：アイウエオカキ
主体性：読書に親しむ態度

〇〇

○

知識：(1)アイウエ(2)アイ
読む能力：アイエオカ
主体性：ものの見方、感じ方、考え方を深め、
自らの学習を調整しようとする姿勢



年間授業計画

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

16

今まで学習した現代文の基礎を踏まえ、より質の高い文章を読み、国語のおもしろさを味わう。

・作者の思想への認識を深めると同時に、進学
に対応できる学力を身につける。

【学びに向かう力、人間性等】

国語 現代文演習
国語 現代文演習 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・今まで学習した現代文の基礎を踏まえ、より
質の高い文章を読み、国語のおもしろさを味わ
う。
・接続詞や文章構造など、大学受験に対応した
応用レベルを身につける。

・現代文の大学入試問題演習に取り組み、受験
を意識した総合力を養成する。

ロジック現代文　桐原書店

国語

現代文の大学入試問題演習に取り組み、受験を意識した総合力を養成する。

さまざまな文章に対応し、作者の認識を深めると同時に、進学に対応できる学力を身につける。

現代文演習

【 知　識　及　び　技　能 】

思 態

2

C 演習（小説）
【知識及び技能】
難語句や外来語に関する知識をつ
け、他の言葉に言い換える。
【思考力、判断力、表現力等】
小説の情景描写の表現をもとに、登
場人物の感情を予想する。。
【学びに向かう力、人間性等】
グループになって振り返りをする。

・小説の抽象的な表現と、評論文
の具体的な表現の読み比べを体感
する。どの表現が対応しているの
かを言葉の意味を考えながら気づ
かせていく。辞書を何度も使用さ
せていくことで、語彙力の向上に
つなげさせる。
・歴史についても恋愛について
も、身近にあるものなので理解し
やすい題材だが、それらが作品の
中で抽象的に書かれるところで、
「言い換え」表現を見つけられる
かどうかがポイントで、グループ
での話し合いにも話題とする。

【知識及び技能】
難語句や外来語に関する知識をつけ、他の言
葉に言い換えている。
【思考力、判断力、表現力等】
小説の情景描写の表現をもとに、登場人物の
感情を予想している。。
【学びに向かう力、人間性等】
グループになって振り返りをしている。

【知識及び技能】
難語句や外来語に関する知識をつけ、他の言
葉に言い換えている。
【思考力、判断力、表現力等】
漢字の読み書きができている。
問題に対して正対し、文末表現に気をつけな
がら解答している。
【学びに向かう力、人間性等】
グループになって振り返りをしている。
意欲的に語彙の意味を辞書で調べようとして
いる。

○

○ ○ ○

○ ○ 16

合計

76

10

2

○定期考査 ○

2

2

【知識及び技能】
文法の基礎知識を踏まえて、入試に対応でき
る読解力を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
読み比べの文章に対し、それぞれの要旨をま
とめることができ、それぞれの共通点や相違
点を理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
グループ活動において、文章理解を深めてい
る。

B 演習（評論）【記述式】
【知識及び技能】
文法の基礎知識を踏まえて、入試に
対応できる読解力を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
読み比べの文章に対し、それぞれの
要旨をまとめることができ、それぞ
れの共通点や相違点を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
グループ活動において、文章理解を
深める。

・主張の「反対」を仮定した文章
構造の文章を読み解かせる。普段
とはちがう書かれ方に直面した時
に、筆者の主張を整理する術を身
に付けさせる。また、形式段落に
見出しを書く習慣を身に付けさせ
る。
・文章中から「民族」を３つのカ
テゴリーに分けさせ、それぞれの
特徴についてメモを取りながら分
ける習慣を修得させる。分けた根
拠をロイロノートに提出する。他
の生徒と意見交換をする。
・制限時数に合わせた解答を考え
させる。また、できるだけ本文の
言葉を使うように心がけながら解
答を作らせる。

○ ○ ○ 13

○ ○ ○

6

A 演習（評論）
【知識及び技能】
文法の基礎知識を踏まえて、入試に
対応できる読解力を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
作者の考えの真意を話し合う。
【学びに向かう力、人間性等】
意欲的に語彙の意味を辞書で調べよ
うとする。

保谷

・随筆の文章構造を理解させる。
「体験＋感想＋思考」の構造か
ら、筆者の個人的な経験から何を
感じたのかを考えさせ、ロイロ
ノートで生徒同士で意見を交流す
る。

配当
時数

１
学
期

A 演習（評論）
【知識及び技能】
難語句や外来語に関する知識をつ
け、他の言葉に言い換える。
【思考力、判断力、表現力等】
漢字の読み書きができる。
【学びに向かう力、人間性等】
グループになって振り返りをする。

・評論文の文章構造を理解させ
る。それから問題は何なのかを見
つけ出させ、その答えとなる部分
を探しあてる。現代と過去の共通
点から筆者の言いたいことを考え
させ、ロイロノートに提出する。
他の生徒と意見交換をする。 ○ ○ ○ 7

B 演習（随筆）
【知識及び技能】
難語句や外来語に関する知識をつ
け、他の言葉に言い換える。
【思考力、判断力、表現力等】
問題に対して正対し、文末表現に気
をつけながら解答する。
【学びに向かう力、人間性等】
意欲的に語彙の意味を辞書で調べよ
うとする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

３
学
期

大学入試問題演習
自己採点する際に注意することを確
認する。

共通テスト、私大過去問題、模擬
テストなどを利用して演習を行
う。現代文単語テキストを参照し
て、知識を再確認する。

大学入試に対して、自己採点する際に注意す
ることを確認している。

定期考査 ○ ○

２
学
期

定期考査 ○ ○

定期考査 ○ ○

・カタカナ語（外来語）が数多く
見受けられる作品。それらの語を
理解すると同時に、受験でも本文
に採用されている言葉を紹介し、
語彙力や表現力を高めさせる。
・接続語の役割に着目して、文と
文の関係性を学習させる。ならび
に小論文の書き方を復習する。落
語が題材となっており、随筆のよ
うではあるが、経済学なので、学
術的な書かれ方になっており、評
論文であることに気付かせる。そ
れらをロイロノートに提出する。
他の生徒と意見交換をする。

【知識及び技能】
文法の基礎知識を踏まえて、入試に対応でき
る読解力を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
作者の考えの真意を話し合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
意欲的に語彙の意味を辞書で調べようとして
いる。



年間授業計画

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

○

8

大学入試問題演習　　自己採点する
際に注意することを確認する。

共通テスト、私大過去問題、模擬テ
ストなどを利用して演習を行う。古
文単語テキスト、古典文法演習ノー
トを参照して、知識を再確認する。

2

D 歴史物語・物語
【知識及び技能】藤原氏時代の特色
を調べる。
【思考力、判断力、表現力等】
系図を作成し、プリントにして提出
する。
【学びに向かう力、人間性等】
伊周の描かれ方の違いに注目する。

大鏡　　道長と伊周の競射　　枕草
子と同時代であることに注意し、伊
周の描かれ方の違いを生徒同士で意
見交換する。　　　　　　　源氏物
語　桐壺

16

〇 1 15

2

○

○

○

〇

〇

〇

〇

○

○ ○

35

8

合計

105

○ ○

保谷

【学びに向かう力、人間性等】

その時代の生活や思想への認識を深めると同時
に、進学に対応できる学力を身につける。

古文演習

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】今まで学習した古典の基礎を踏まえ、より質の高い古文を読み、文学としてのおもしろさを味わう。

国語 古文演習 3

古文演習国語

領域
評価規準

今まで学習した古典の基礎を踏まえ、より質の
高い古文を読み、文学としてのおもしろさを味
わう。

３
学
期

○○

定期考査・答案返却

２
学
期

物語　【知識及び技能】重要古語の
再確認をする。
　
【思考力、判断力、表現力等】
後宮の仕組みなどを踏まえたうえで
更衣の立場を捉える。
【学びに向かう力、人間性等】平安
時代の物語の集大成であることを意
識して読解する。

源氏物語　桐壺、若紫
光源氏の生涯、「源氏物語」の全容
を理解する。

〇

１
学
期

A随筆　【知識及び技能】敬語表
現、助動詞などの文法力、語彙力を
高め、入試に対応できる読解力を身
につける。
【思考力、判断力、表現力等】登場
人物の発言の真意を話し合う。
【学びに向かう力、人間性等】
二人一組になって音読し、口語訳を
する。

枕草子　敬語表現、助動詞などの文
法力、語彙力を高め、入試に対応で
きる読解力を身につける。登場人物
の状況を説明し、ロイロノートに提
出する。他の生徒と意見交換をす
る。

和泉式部日記　　文法の基礎知識を
踏まえて、的確に人物関係や内容を
把握する力を身につける。敬語の有
無・種類によって、主体・客体を捉
える。

○

○

〇

定期考査・答案返却

評論　【知識及び技能】和歌の修
辞・俳句の決まり
和歌の歴史
【思考力、判断力、表現力等】
和歌、俳句に込められた心情を理解
する。
【学びに向かう力、人間性等】
和歌・俳句を鑑賞した文章を読解す
ることで、作者の意図と読者の受け
取り方の違いを理解する。

歌論・俳諧　　　　　　　　　　無
明抄　　　　　　　　　　　　俊頼
髄脳　　　　　　　　　　　去来抄
和歌の修辞・歌論と俳句の決まりを
理解する。

C 単元　歴史物語
【知識及び技能】
　敬語表現を手掛かりに動作の主体
を判断する。
【思考力、判断力、表現力等】
敬語表現を手掛かりに動作の主体を
判断する。
【学びに向かう力、人間性等】複雑
な構成であることを理解し読解す

大鏡　　雨林院の菩提講　　　　歴
史物語の特色を理解する。他の歴史
物語との違いを理解する。

定期考査・答案返却

指導項目・内容 思

○ 8

〇

〇 〇

態

○ ○

○

○

知

○ ○ ○

定期考査・答案返却
2

2

主に古文の大学入試問題演習に取り組み、受験を意
識した総合力を養成する。

探求　古典探求　古文編　桐原書店

国語

主に古文の大学入試問題演習に取り組み、受験を意識した総合力を養成する。

その時代の生活や思想への認識を深めると同時に、進学に対応できる学力を身につける。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○○

7

B 日記
【知識及び技能】
　文法の基礎知識を踏まえる。
【思考力、判断力、表現力等】
的確に人物関係や内容を把握する力
を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
特殊な日記の形態を理解する。

単元の具体的な指導目標



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（３学年用） 教科  科目情報Ⅰ演習
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

情報
情報 情報Ⅰ演習 2

○

定期考査 〇 1

思 態

第３節　情報社会が築く新しい社
会について理解することと、タッ
チメソッドを目指す。
【知識及び技能】用語について理
解があるか。
【思考力、判断力、表現力等】注
意点を考え、適切に判断し、活用
出来ているか。【学びに向かう
力、人間性等】自らの行動につい
て振り返り，改善しようとしてい
るか。 ○

○

・情報と情報技術を適切に活用するための知識と技能・情報と情報技術を活用して問題を発見・解決するための方法についての理解
・情報社会の進展とそれが社会に果たす役割と及ぼす影響についての理解・情報に関する法・制度やマナーの意義と情報社会において個人が果たす役

情報と情報技術を適切に活用するとともに，情
報社会に主体的に参画する態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
効果的なコミュニケーションの実現，コンピュータやデータの活用
について理解 を深め技能を習得するとともに，情報社会と人との
関わりについて理解を深める ようにする。

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，
問題の発見・解決に向けて情報と 情報技術を適
切かつ効果的に活用する力を養う。

最新情報Ⅰ　実教出版

情報

・様々な事象を情報とその結び付きの視点から捉える力・問題の発見・解決に向けて情報技術を適切かつ効果的に活用する力　　－必要な情報の収
集・判断・表現・処理・創造に情報技術を活用する力－プログラミングやシミュレーションを効果的に実行する力－情報技術を用いたコミュニケー
・情報を多面的・多画的に吟味しその価値を見極めていこうとする態度・自らの情報活用を振り返り，評価し改善しようとする態度
・情報モラルや情報に対する責任について考え行動しようとする態度・情報社会に主体的に参画し，その発展に寄与しようとする態度

情報Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

１

学

期

第一章　情報社会と私たち
１節情報社会の現状について理解
することと、タッチメソッドを目
指す。
【知識及び技能】用語について理
解があるか。
【思考力、判断力、表現力等】注
意点を踏まえ、適切に判断出来て
いるか。
【学びに向かう力、人間性等】自
らの行動について振り返り，改善
しようとしているか。

・指導事項
・教材 教科書・タイピングソフト
・オリエンテーションを踏まえ、
一人１台端末の活用　情報モラル
等

【知識・技能】・データ，情報，知識の意味
と相互の関係について理解している。・ビッ
グデータの意味とその活用についいて理解し
ている。
【思考・判断・表現】・加害者や被害者なら
ないための注意点を考え，適切に判断するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】・SNSの活
用など，不特定多数を対象としたコミュニ
ケーションの注意点について考え，自らの行
動について振り返り，改善しようとしてい
る。

○ ○ ○ 4

第２節　情報社会の法則と権利を
理解することとタッチメソッドを
目指す。
【知識及び技能】用語について理
解があるか。
【思考力、判断力、表現力等】注
意点を考え、適切に判断し、活用
出来ているか。　【学びに向かう
力、人間性等】自らの行動につい
て振り返り，改善しようとしてい
るか。

・指導事項
・教材　教科書・タイピングソフ
ト
・一人１台端末の活用　　情報モ
ラル等

【知識・技能】・IoTや人工知能などの情報
技術が社会の問題解決に役立つことを理解し
ている。
【思考・判断・表現】・クラウドコンピュー
ティング，拡張現実，仮想現実などの新しい
技術が，身近にどのように活用されているか
例示することができる。【主体的に学習に取
り組む態度】・社会の中の情報システムにつ
いて，興味や関心をもって自ら調べたり，自
ら活用しようとする態度が見られる。

○ ○

定期考査 ○ ○

・指導事項
・教材　教科書・タイピングソフ
ト
・一人１台端末の活用　情報モラ
ル等

○

○

1

合計

35

第２節　情報のデジタル化を理解
することとタッチソッドを目指
す。
【知識及び技能】用語について理
解があるか。
　
【思考力、判断力、表現力等】注
意点を考え、適切に判断し、活用
出来ているか。【学びに向かう
力、人間性等】自らの行動につい
て振り返り，改善しようとしてい
るか。

【知識・技能】・アナログとデジタルの概念
とその違いを理解している。
【思考・判断・表現】・アナログとデジタル
を比較して，その特徴を適切に説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】・情報のデ
ジタル化について，より深く理解しようとし
ている。
・コンピュータによる演算や数値計算の仕組
みについて関心を示し，理解に努めている。 ○ ○ 4

・指導事項
・教材　教科書・タイピングソフ
ト
・一人２台端末の活用　情報モラ
ル等

○ 4

ＷＯＲＤ、Excel、Powaerpointを
理解することとタッチメソッドを
目指す。
【知識及び技能】用語について理
解があるか。
【思考力、判断力、表現力等】注
意点を考え、適切に判断し、活用
出来ているか。【学びに向かう
力、人間性等】自らの行動につい
て振り返り，改善しようとしてい
るか。

・指導事項
・教材　教科書・タイピングソフ
ト
・一人３台端末の活用　情報モラ
ル等

【知識・技能】３つのソフトを理解する。
　
【思考・判断・表現】３つのソフトを活用で
きる。

【主体的に学習に取り組む態度】様々な場面
で考え活用できる。

○

○ ○ 2

３

学

期

第３章　システムとデジタル化
第１節情報システムの構成を理解
することと、タッチメソッドを目
指す。
【知識及び技能】用語について理
解があるか。
【思考力、判断力、表現力等】注
意点を考え、適切に判断し、活用
出来ているか。【学びに向かう
力、人間性等】自らの行動につい
て振り返り，改善しようとしてい
るか。

・指導事項
・教材　教科書・タイピングソフ
ト
・一人４台端末の活用　情報モラ
ル等

【知識・技能】アルゴリズムとプログラムの
意味を理解している。
　
【思考・判断・表現】簡単なアルゴリズムを
文章やフローチャートなどの図で表現でき
る。

【主体的に学習に取り組む態度】・アルゴリ
ズムやフローチャートなどの表記に，興味や
関心を示している。

○ ○

２

学

期

・指導事項
・教材　教科書・タイピングソフ
ト
・一人１台端末の活用　情報モラ
ル等

【知識・技能】・ソフトウェアの種類とその
働きを理解している。・ハードウェア，OS，
応用ソフトウェアの関係を理解している。
【思考・判断・表現】・コンピュータを構成
する各装置の機能と相互の関係を考え，適切
に接続して動作させることができる。【主体
的に学習に取り組む態度】・コンピュータが
計算する仕組みについて興味・関心をもち，
粘り強く理解しようとする。

○ ○

第３章　システムとデジタル化
第１節情報システムの構成を理解
することと、タッチメソッドを目
指す。
【知識及び技能】用語について理
解があるか。【思考力、判断力、
表現力等】注意点を考え、適切に
判断し、活用出来ているか。【学
びに向かう力、人間性等】自らの
行動について振り返り，改善しよ
うとしているか。

・指導事項
・教材
・一人６台端末の活用　等

【知識・技能】アルゴリズムとプログラムの
意味を理解している。
　
【思考・判断・表現】簡単なアルゴリズムを
文章やフローチャートなどの図で表現でき
る。

【主体的に学習に取り組む態度】・プログラ
ミング言語に興味を示し，実際に自ら活用し
ている（活用した経験がある）。

○ ○

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・解 決を行う学習活動を通して，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効 果的に活用し，情報社会に主体的に参画するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

第３章　システムとデジタル化
第１節情報システムの構成を理解
することと、タッチメソッドを目
指す。
【知識及び技能】用語について理
解があるか。
【思考力、判断力、表現力等】注
意点を考え、適切に判断し、活用
出来ているか。【学びに向かう
力、人間性等】自らの行動につい
て振り返り，改善しようとしてい
るか。

・指導事項
・教材　教科書・タイピングソフ
ト
・一人５台端末の活用　等

【知識・技能】アルゴリズムとプログラムの
意味を理解している。
　
【思考・判断・表現】簡単なアルゴリズムを
文章やフローチャートなどの図で表現でき
る。

【主体的に学習に取り組む態度】・問題解決
のためのアルゴリズムを考える学習に，主体
的に取り組んでいる

○ ○ ○ 3

【知識・技能】・ビッグデータの意味とその
活用についいて理解している。
【思考・判断・表現】・ネット依存など，情
報化が個人に及ぼす影響について考え，適切
に判断することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】・社会の中
の情報システムについて，興味や関心をもっ
て自ら調べたり，自ら活用しようとする態度
が見られる。

○ 5

1

第３章　システムとデジタル化
第１節情報システムの構成を理解
することと、タッチメソッドを目
指す。
【知識及び技能】用語について理
解があるか。
【思考力、判断力、表現力等】注
意点を考え、適切に判断し、活用
出来ているか。
【学びに向かう力、人間性等】自
らの行動について振り返り，改善
しようとしているか。

5

○ 5

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知



年間授業計画

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

78

18

中間考査
答案指導

これまでの学習成果をはかる。

○

〇 10

2

〇 18

○ ○

【指導事項】
第２部第２章　地球的課題と国際
協力　第１節から５節まで
【教材】
教科書、教科書を基にしたスライ
ドショーと作成した授業プリン
ト、地図帳

合計

知 思 態

2

○

○ 16

○

○ ○

〇 〇

配当
時数

〇

世界の人々の特色ある生活文化とそ
の地理的環境との関連性について学
び文化の多様性を理解する。
日本と世界の言語・宗教・食生活等
異なる多様な文化を持つ諸民族につ
いて学び、多角的・多面的理解を目
指す。　　　　　　　　　　歴史的
背景・冷戦時代の体制が世界の生活
に与えた影響について多角的・多面
的に学習し、現代社会への影響につ
いても考察する。

【指導事項】
第２部第１章３節　世界の言語・
宗教と人々の生活から第４節歴史
的背景と人々の生活まで
【教材】
教科書、教科書を基にしたスライ
ドショーと作成した授業プリン
ト、地図帳

【知識・技能】
定期考査
【思考・判断・表現】
定期考査
授業での質問に対する返答や発言
【主体的に学習に取り組む態度】
授業態度
プリントへの取り組みと提出

地球的環境問題、資源やエネルギー
問題、人口、食糧問題など世界各国
共通する傾向や相互関連について学
習し、理解をはかる。

【知識・技能】
定期考査
【思考・判断・表現】
定期考査
授業での質問に対する返答や発言
【主体的に学習に取り組む態度】
授業態度
プリントへの取り組みと提出

３
学
期

自然環境の特色と自然災害への備え
の重要性について学習し、理解を深
める。　　　　　　　　　　　生活
圏の地理的な課題につて持続可能な
地域づくりなどに着目して考察する
ことができる力をつけることを目指
す。

【指導事項】
第３部第１章および第２章
持続可能な地域づくりと私たち
【教材】
教科書、教科書を基にしたスライ
ドショーと作成した授業プリン
ト、地図帳

【知識・技能】
定期考査
【思考・判断・表現】
定期考査
授業での質問に対する返答や発言
【主体的に学習に取り組む態度】
授業態度
プリントへの取り組みと提出

２
学
期

自然的影響・産業の発展が人々の生
活に与えてきた影響を学習する。
産業の発展とグローバル化が人々や
そ人々がくらす各地域や国々に与え
た影響を学習する。

【指導事項】
第２部第１章５節　世界の産業と
人々の生活
【教材】
教科書、教科書を基にしたスライ
ドショーと作成した授業プリン
ト、地図帳

【知識・技能】
定期考査
【思考・判断・表現】
定期考査
授業での質問に対する返答や発言
【主体的に学習に取り組む態度】
授業態度
プリントへの取り組みと提出

これまでの学習成果をはかる

中間考査
答案指導

これまでの学習成果をはかる。

期末考査
答案指導

身近な地理的事象を読図の記述や数値の判断力を生かして考察できる力

地理に関わる諸事情において、国家や社会の形
成者として、よりよい社会の実現を目指し、
様々な課題を主体的に追求し解決しようとする
態度や姿勢をもつことができる。

【学びに向かう力、人間性等】

地理教養
地理教養 地理教養 2

『新地理総合』（帝国書院）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

【知識及び技能】

【指導事項】
第１部　地図でとらえる現代世界
および第２部第１章２節世界の気
候と人々の生活から
ケッペンの気候区分まで
【教材】
教科書、教科書を基にしたスライ
ドショーと作成した授業プリン
ト、地図帳

地球上の位置を表すために緯度・軽
度が定められ、地軸の傾きによる季
節変化と時差の存在を理解し、諸外
国の生活を想像できる。
様々な地図の図法の特徴を知識とし
て身につけ、球面を平面の地図に表
現する際の問題点考えることができ
る。　　　　　　　　　　　国家の
理解、交通・通信の発達によるグ
ローバル化を理解する。　　国境・
領土問題について考える。　　国家
間のヒト・モノ・カネ・情報の移動
や国家間の結びつき、国際機関の変
遷を学習する。　　　　　地球上の
多様な地形と人々の生活について気
候因子・気候要素の関係で考察し理
解する。

【知識・技能】
定期考査
【思考・判断・表現】
定期考査
授業での質問に対する返答や発言
【主体的に学習に取り組む態度】
授業態度
プリントへの取り組みと提出

【思考力、判断力、表現力等】

地理に関わる諸事情に関して世界文化の多様性
の理解に基づく多文化共生社会、防災や地球的
課題への取り組みを具体的な事例で理解し、地
形図などの地図や地理情報システムなどを用い
て、調査や諸資料から地理に関する様々な情報
を適切かつ効果的に調べてまとめることができ
る。

地理に関わる事象の意味や意義、特色や相互の
関連を、一夜分布、場所、人間と自然環境との
相互依存関係、空間的相互依存関係、地域など
に着目して、」多面的・多角的に考察できる。
そして、地理的な課題に向けて着想しその成果
を切飯議論できる察，構想したことを効果的に
説明したり，それらを基に議論することができ
る。

地理教養

様々な地理的事象を合理的に判断し、様々な形で表現できる力

グローバル化社会における多文化共生が可能な社会の実現へ向けて地理的探究力をもって努力する力

地理教養

【 知　識　及　び　技　能 】

１
学
期

期末考査
答案指導

これまでの学習成果をはかる。

〇 8〇 〇

地理教養

○ ○

○ ○

2

〇

○ ○

2



年間授業計画

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３

学

期

単元：激動する世界と日本
【知識及び技能】
・ドル＝ショックや石油危機による
世界経済の混乱に対応するため主要
先進国首脳会議が開かれる一方、日
本は石油危機を乗り越えて経済大国
となったことを理解する。
・冷戦終結後の国際関係、55年体制
が崩壊した政治状況、バブル経済か
ら平成不況へと進んだ経済状況など
について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・日本が石油危機を乗り越えて経済
大国となった要因について多面的・
多角的に考察し、その結果を表現す
る。
・国連平和維持活動への対応や経済
不況に対する国内改革など、冷戦終
結後の日本が抱える課題について多
面的・多角的に考察し、その結果を
表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・第二次世界大戦後の日本の国際社
会における様々な取り組みについ
て、課題を主体的に追究する。
・冷戦終結後の国際社会において日
本がどのような役割を果たしてきた
のか、自ら課題を見出して主体的に
追究する。

【指導事項】
　①経済大国への道
　②冷戦の終結と日本社会の変容

【教材として使用するもの】
・教科書
・図表・史料集
・一問一答集
・授業プリント

【そのほかの教材】
・文物の写真

【デジタル端末の活用】
・ロイロノート
　振り返り活動や、課題の提出、
　教材の明示などをする際に活用
す
　る
・そのほか調べ学習などで活用を
する

【知識・技能】
・ドル＝ショックや石油危機による世界経済
の混乱に対応するため主要先進国首脳会議が
開かれる一方、日本は石油危機を乗り越えて
経済大国となったことを理解している。
・冷戦終結後の国際関係、55年体制が崩壊し
た政治状況、バブル経済から平成不況へと進
んだ経済状況などについて理解している。
【思考・判断・表現】
・日本が石油危機を乗り越えて経済大国と
なった要因について多面的・多角的に考察
し、その結果を表現している。
・国連平和維持活動への対応や経済不況に対
する国内改革など、冷戦終結後の日本が抱え
る課題について多面的・多角的に考察し、そ
の結果を表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・第二次世界大戦後の日本の国際社会におけ
る様々な取り組みについて、課題を主体的に
追究しようとしている。
・冷戦終結後の国際社会において日本がどの
ような役割を果たしてきたのか、自ら課題を
見出して主体的に追究しようとしている。

○ ○ ○ 8

定期考査 【知識・技能】
第二次世界大戦後から現代までの基本的な知
識を理解している。諸資料を扱う技能を身に
つけている。
【思考・判断・表現】
諸資料から必要な情報を抜き出して考察を行
い、それを表現している。

○ ○

1

合計

140

単元：占領下の日本
【知識及び技能】
・第二次大戦前後の政治や社会の類
似と相違などに着目して、戦後の諸
改革の内容と日本国憲法の制定に関
わる諸資料を読み取り、占領政策と
諸改革について理解する。
・占領政策の転換による日本の政治
や経済の変化に関わる諸資料から情
報を読み取り、サンフランシスコ平
和条約の調印による日本の主権回復
の意義について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・戦後の諸改革が連合国の対日占領
政策にもとづくとともに、戦争に対
する日本国民の反省に支えられつつ
実施されたことについて、多面的・
多角的に考察し、表現する。
・地域社会の変容にも留意しなが
ら、占領の前後の社会や思想・文化
などを比較・考察し、その結果を根
拠を明確にして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・現代の日本との関係性を踏まえな
がら、占領期における諸改革が生み
出した成果と課題について、主体的
に追究する。
・連合国による日本占領機構の特色
やその目的を考察することを通じ
て、戦後改革がどのような社会の枠
組みを形成したのか、主体的に課題
を追究する。

【指導事項】
　①占領と改革
　②冷戦の開始と講和

【教材として使用するもの】
・教科書
・図表・史料集
・一問一答集
・授業プリント

【そのほかの教材】
・文物の写真

【デジタル端末の活用】
・ロイロノート
　振り返り活動や、課題の提出、
　教材の明示などをする際に活用
す
　る
・そのほか調べ学習などで活用を
する

【知識・技能】
・第二次大戦前後の政治や社会の類似と相違
などに着目して、戦後の諸改革の内容と日本
国憲法の制定に関わる諸資料を読み取り、占
領政策と諸改革について理解している。
・占領政策の転換による日本の政治や経済の
変化に関わる諸資料から情報を読み取り、サ
ンフランシスコ平和条約の調印による日本の
主権回復の意義について理解している。
【思考・判断・表現】
・戦後の諸改革が連合国の対日占領政策にも
とづくとともに、戦争に対する日本国民の反
省に支えられつつ実施されたことについて、
多面的・多角的に考察し、表現している。
・地域社会の変容にも留意しながら、占領の
前後の社会や思想・文化などを比較・考察
し、その結果を根拠を明確にして表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代の日本との関係性を踏まえながら、占
領期における諸改革が生み出した成果と課題
について、主体的に追究しようとしている。
・連合国による日本占領機構の特色やその目
的を考察することを通じて、戦後改革がどの
ような社会の枠組みを形成したのか、主体的
に課題を追究しようとしている。

○ ○ ○ 12

定期考査 【知識・技能】
昭和前期から第二次世界大戦期までの基本的
な知識を理解している。諸資料を扱う技能を
身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料から必要な情報を抜き出して考察を行
い、それを表現している。

○ ○ 1

【知識・技能】
明治時代～大正時代までの基本的な知識を理
解している。諸資料を扱う技能を身につけて
いる。
【思考・判断・表現】
諸資料から必要な情報を抜き出して考察を行
い、それを表現している。

○ ○ 1

単元：恐慌と第二次世界大戦
【知識及び技能】
・国際社会やアジア近隣諸国との関
係に着目して、日本で連続した恐慌
と政府の対応などに関わる諸資料か
ら情報を読み取り、恐慌と国際関係
について理解する。
・政治・経済体制の変化に着目し
て、満洲事変に際しての世論や軍部
の直接行動に関連する諸資料から情
報を読み取り、軍部の台頭と対外政
策について理解する。
・戦争の推移と国民生活への影響な
どに着目して、戦争の長期化と欧米
諸国との外交関係に関わる諸資料か
ら情報を読み取り、戦時体制の強化
と第二次世界大戦の展開について理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・ワシントン体制下の協調外交が、
中国における民族運動の進展や日本
の経済の動向によって次第に緊張が
高まったことについて考察し、根拠
を明確にして表現する。
・当時の社会が抱えた矛盾と満洲事
変などの対外政策、国内での軍部の
政治的進出などの諸事象を相互に関
連づけて多面的・多角的に考察し、
表現する。
・戦争がアメリカやイギリスなどと
の戦争に拡大した理由や、日本にお
ける全体主義的な国家体制の進展に
ついて多面的・多角的に考察し、根
拠を示して表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・当時の新聞などから世論の動向を
読み取ったり、様々な人々の議論に
ついて考察したりして、課題を主体
的に追究する。
・満洲事変や国内の国家改造運動の
展開を考察することを通じて、軍部
の政治的台頭がもたらした課題を主
体的に追究する。
・日中戦争から太平洋戦争に至る過
程や日本政府の対応を考察すること
を通じて、第二次世界大戦期の国際
関係について主体的に課題を追究す
る。

【指導事項】
　①恐慌の時代
　②軍部の台頭
　③第二次世界大戦

【教材として使用するもの】
・教科書
・図表・史料集
・一問一答集
・授業プリント

【そのほかの教材】
・文物の写真

【デジタル端末の活用】
・ロイロノート
　振り返り活動や、課題の提出、
　教材の明示などをする際に活用
す
　る
・そのほか調べ学習などで活用を
する

【知識・技能】
・国際社会やアジア近隣諸国との関係に着目
して、日本で連続した恐慌と政府の対応など
に関わる諸資料から情報を読み取り、恐慌と
国際関係について理解している。
・政治・経済体制の変化に着目して、満洲事
変に際しての世論や軍部の直接行動に関連す
る諸資料から情報を読み取り、軍部の台頭と
対外政策について理解している。
・戦争の推移と国民生活への影響などに着目
して、戦争の長期化と欧米諸国との外交関係
に関わる諸資料から情報を読み取り、戦時体
制の強化と第二次世界大戦の展開について理
解している。
【思考・判断・表現】
・ワシントン体制下の協調外交が、中国にお
ける民族運動の進展や日本の経済の動向に
よって次第に緊張が高まったことについて考
察し、根拠を明確にして表現している。
・当時の社会が抱えた矛盾と満洲事変などの
対外政策、国内での軍部の政治的進出などの
諸事象を相互に関連づけて多面的・多角的に
考察し、表現している。
・戦争がアメリカやイギリスなどとの戦争に
拡大した理由や、日本における全体主義的な
国家体制の進展について多面的・多角的に考
察し、根拠を示して表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
・当時の新聞などから世論の動向を読み取っ
たり、様々な人々の議論について考察したり
して、課題を主体的に追究しようとしてい
る。
・満洲事変や国内の国家改造運動の展開を考
察することを通じて、軍部の政治的台頭がも
たらした課題を主体的に追究しようとしてい
る。
・日中戦争から太平洋戦争に至る過程や日本
政府の対応を考察することを通じて、第二次
世界大戦期の国際関係について主体的に課題
を追究しようとしている。

○ ○ ○ 20

定期考査 【知識・技能】
享保の改革～明治新政府の発足までの基本的
な知識を理解している。諸資料を扱う技能を
身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料から必要な情報を抜き出して考察を行
い、それを表現している。

○ ○ 1

２

学

期

単元：近代国会の成立と展開
【知識及び技能】
・明治政府による中央集権化の諸政
策と士族反乱の終焉、欧米・アジア
諸地域との国際関係、文明開化の風
潮について、諸資料から情報を読み
取って理解する。
・諸資料から読み取れる地域社会の
変化に着目して、自由民権運動の展
開や大日本帝国憲法の制定と議会開
設に至る過程を理解する。
・日清・日露戦争の前後における条
約改正の完成、韓国併合や満洲への
勢力拡張などについて諸資料から情
報を読み取り、この時期の戦争の様
相や背景、日本の国際的地位の変化
を理解する。
・第一次世界大戦が日本に及ぼした
影響に着目して、大戦後の国際的な
協調体制における日本の立場や対外
政策の変化について諸資料から適切
に情報を読み取り、理解する。
・ヴェルサイユ体制からワシントン
体制に至る経過や中国・朝鮮におけ
る民族運動の高揚に着目し、国内で
様々な社会運動が起こった背景と政
党政治の成立について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・諸制度の改革が地域社会にもたら
した変化や諸外国と結んだ条約の相
互比較、欧米の思想・文化の影響な
どを多面的・多角的に考察し、表現
する。
・国内体制を欧米の水準に合わせる
ことが改革の前提にあったことを踏
まえ、社会構造の変化や地方自治の
展開について多面的・多角的に考察
し、表現する。
・議会が戦争を支持する一方で反戦
論が存在したこと、戦争が国民とし
ての自覚や意識の高まりをもたらし
たことなどについて多面的・多角的
に考察し、根拠を明らかにして表現
する。
【学びに向かう力、人間性等】
・明治維新や文明開化の風潮が展開
する中で生じた様々な課題や、歴史
の展開における画期についての課題
を見出し、主体的に追究する。
・自由民権運動の展開過程を考察し
たうえで、日本における立憲政治の
導入がもたらした課題を主体的に追
究する。
・対外戦争がもたらした国内的・国
際的な変化を踏まえて学習を振り返
るとともに、次の学習へのつながり
を見出す。
・東アジア・太平洋地域における国
際協調体制の特質を考察することを
通じて、当時の日本外交に与えた影
響やその課題を主体的に追究する。

【指導事項】
　①明治維新と富国強兵
　②立憲国家の成立
　③日清・日露戦争と国際関係
　④第一次世界大戦と日本
　⑤ワシントン体制

【教材として使用するもの】
・教科書
・図表・史料集
・一問一答集
・授業プリント

【そのほかの教材】
・文物の写真

【デジタル端末の活用】
・ロイロノート
　振り返り活動や、課題の提出、
　教材の明示などをする際に活用
す
　る
・そのほか調べ学習などで活用を
する

単元：近代国会の成立と展開
【知識・技能】
・明治政府による中央集権化の諸政策と士族
反乱の終焉、欧米・アジア諸地域との国際関
係、文明開化の風潮について、諸資料から情
報を読み取って理解している。
・諸資料から読み取れる地域社会の変化に着
目して、自由民権運動の展開や大日本帝国憲
法の制定と議会開設に至る過程を理解してい
る。
・日清・日露戦争の前後における条約改正の
完成、韓国併合や満洲への勢力拡張などにつ
いて諸資料から情報を読み取り、この時期の
戦争の様相や背景、日本の国際的地位の変化
を理解している。
・第一次世界大戦が日本に及ぼした影響に着
目して、大戦後の国際的な協調体制における
日本の立場や対外政策の変化について諸資料
から適切に情報を読み取り、理解している。
・ヴェルサイユ体制からワシントン体制に至
る経過や中国・朝鮮における民族運動の高揚
に着目し、国内で様々な社会運動が起こった
背景と政党政治の成立について理解してい
る。
【思考・判断・表現】
・諸制度の改革が地域社会にもたらした変化
や諸外国と結んだ条約の相互比較、欧米の思
想・文化の影響などを多面的・多角的に考察
し、表現している。
・国内体制を欧米の水準に合わせることが改
革の前提にあったことを踏まえ、社会構造の
変化や地方自治の展開について多面的・多角
的に考察し、表現している。
・議会が戦争を支持する一方で反戦論が存在
したこと、戦争が国民としての自覚や意識の
高まりをもたらしたことなどについて多面
的・多角的に考察し、根拠を明らかにして表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・明治維新や文明開化の風潮が展開する中で
生じた様々な課題や、歴史の展開における画
期についての課題を見出し、主体的に追究し
ようとしている。
・自由民権運動の展開過程を考察したうえ
で、日本における立憲政治の導入がもたらし
た課題を主体的に追究しようとしている。
・対外戦争がもたらした国内的・国際的な変
化を踏まえて学習を振り返るとともに、次の
学習へのつながりを見出そうとしている。
・東アジア・太平洋地域における国際協調体
制の特質を考察することを通じて、当時の日
本外交に与えた影響やその課題を主体的に追
究しようとしている。

○ ○ ○ 20

単元：近代の産業と生活
【知識及び技能】
・産業の発達の背景と影響などに着
目し、諸資料から産業革命の展開に
ついて適切に情報を読み取り、地域
社会における労働や生活の変化が社
会問題を生み出したことを理解す
る。
・国家主義的な思想の形成、実証的
な学問研究、欧米の科学技術の導
入、教育の普及・拡充について、諸
資料から情報を読み取る技能を身に
つける。
・学問・芸術・出版・マスメディア
の発展について諸資料から情報を読
み取り、欧米文化との関わりとその
浸透度、社会風潮との関連を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・地域社会の変化などを踏まえて産
業全般の変化がもたらされたこと
や、労働問題や公害問題の発生につ
いて多面的・多角的に考察し、表現
する。
・学校教育の必要性の説かれ方や、
学校教育の内容と地域社会の変容、
国民意識との関係について、近代文
化の形成を踏まえて考察し、表現す
る。
・都市の発達、鉄道・駅の設置やそ
の影響、工場の増加や生活の変化な
ど、地域社会の変容について多面
的・多角的に考察し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・産業の発展とそれによる社会問題
への対応について課題を見出し、自
ら主体的に追究する。
・明治期の文化に関わる政府と国民
の動向を考察することを通じて、明
治文化の特色を主体的に追究する。

【指導事項】
　①近代産業の発達
　②近代文化の発達
　③市民生活の変容と大衆文化

【教材として使用するもの】
・教科書
・図表・史料集
・一問一答集
・授業プリント

【そのほかの教材】
・文物の写真

【デジタル端末の活用】
・ロイロノート
　振り返り活動や、課題の提出、
　教材の明示などをする際に活用
す
　る
・そのほか調べ学習などで活用を
する

【知識・技能】
・産業の発達の背景と影響などに着目し、諸
資料から産業革命の展開について適切に情報
を読み取り、地域社会における労働や生活の
変化が社会問題を生み出したことを理解して
いる。
・国家主義的な思想の形成、実証的な学問研
究、欧米の科学技術の導入、教育の普及・拡
充について、諸資料から情報を読み取る技能
を身についている。
・学問・芸術・出版・マスメディアの発展に
ついて諸資料から情報を読み取り、欧米文化
との関わりとその浸透度、社会風潮との関連
を理解している。
【思考・判断・表現】
・地域社会の変化などを踏まえて産業全般の
変化がもたらされたことや、労働問題や公害
問題の発生について多面的・多角的に考察
し、表現している。
・学校教育の必要性の説かれ方や、学校教育
の内容と地域社会の変容、国民意識との関係
について、近代文化の形成を踏まえて考察
し、表現している。
・都市の発達、鉄道・駅の設置やその影響、
工場の増加や生活の変化など、地域社会の変
容について多面的・多角的に考察し、表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・産業の発展とそれによる社会問題への対応
について課題を見出し、自ら主体的に追究し
ようとしている。
・明治期の文化に関わる政府と国民の動向を
考察することを通じて、明治文化の特色を主
体的に追求しようとしている。

○ ○ ○ 11

定期考査

【知識・技能】
・幕府・諸藩の経済的窮乏、百姓一揆・打ち
こわしの頻発などに関する諸資料から情報を
読み取り、享保の改革や田沼時代の諸政策の
意義について理解している。
・幕藩体制下の社会の変容に着目し、宝暦・
天明期における新たな学問の確立、各地に設
立された教育機関の展開を理解している。
・列強の接近に伴う事件や幕政改革に関する
諸資料から情報を読み取り、幕府権力が衰退
する一方で、産業を中心に近代化が進み雄藩
が出現する過程を理解している。
【思考・判断・表現】
・商品作物の栽培や貨幣経済の浸透により、
米策を基盤とする幕藩体制が動揺する過程を
踏まえ、飢饉や一揆の発生が幕藩体制に与え
た影響を考察する。
・国際情勢の変化などに着目して、幕府政治
の動揺と諸藩の動向について多面的・多角的
に考察している。
・近世の前半と後半を比較し、文化への影響
力をもつ地域や担い手の変化をもたらした原
因について多面的・多角的に考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・幕藩体制下の社会・経済の仕組みの変化
や、幕府・諸藩の政策の変化について課題を
見出し、主体的に追究しようとしている。
・飢饉や一揆への対応、外交政策の転換など
について、幕府や諸藩の課題を見出し、主体
的に追究しようとしている。
・近世後期に形成された文化と近代以降の文
化との関係性について、学問・教育・出版文
化や庶民文化を事例としてつながりを見出そ
うとしている。

○ ○ ○ 22

単元：近世から近代へ
【知識及び技能】
・欧米諸国の進出によるアジア諸国
の変化について諸資料から適切に情
報を読み取り、江戸幕府が対外政策
を転換して開国に至る経緯などを理
解する。
・政治・経済の変化と思想への影響
などに着目して、諸資料から適切に
情報を読み取り、幕藩体制の崩壊と
新政権の成立について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・日本が直面していた国内外におけ
る諸課題を踏まえ、政治や経済など
の諸側面の変化などを多面的・多角
的に考察し、表現する。
・日本がどのような契機によって近
代的な社会の形成に向かっていくこ
とになるのか考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
・日本の開国に関わる諸事象を国際
的な視点から考察し、開国のもたら
す政治的・経済的・社会的影響につ
いて主体的に追究する。
・幕末の政治動乱の過程を多角的に
考察することを通じて、近代の学習
へのつながりを主体的に見出す。

【指導事項】
　①開国と幕末の動乱
　②幕府の滅亡と新政府の発足

【教材として使用するもの】
・教科書
・図表・史料集
・一問一答集
・授業プリント

【そのほかの教材】
・文物の写真

【デジタル端末の活用】
・ロイロノート
　振り返り活動や、課題の提出、
　教材の明示などをする際に活用
す
　る
・そのほか調べ学習などで活用を
する

単元：近世から近代へ
【知識・技能】
・欧米諸国の進出によるアジア諸国の変化に
ついて諸資料から適切に情報を読み取り、江
戸幕府が対外政策を転換して開国に至る経緯
などを理解している。
・政治・経済の変化と思想への影響などに着
目して、諸資料から適切に情報を読み取り、
幕藩体制の崩壊と新政権の成立について理解
している。
【思考・判断・表現】
・日本が直面していた国内外における諸課題
を踏まえ、政治や経済などの諸側面の変化な
どを多面的・多角的に考察し、表現してい
る。
・日本がどのような契機によって近代的な社
会の形成に向かっていくことになるのか考察
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・日本の開国に関わる諸事象を国際的な視点
から考察し、開国のもたらす政治的・経済
的・社会的影響について主体的に追究しよう
としている。
・幕末の政治動乱の過程を多角的に考察する
ことを通じて、近代の学習へのつながりを主
体的に見出そうとしている。

○ ○ ○ 12

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

１

学

期

単元：幕藩体制の成立と展開
【知識及び技能】
・江戸幕府の成立による幕藩体制の
確立過程を理解する。
・幕藩体制下の支配体制や封建的身
分秩序の形成に関する資料から情報
を読み取り、江戸時代の社会の構造
を理解する。
・諸資料から情報を読み取り、文治
政治への転換を理解する。
・諸産業、交通、金融制度の整備に
よる流通の発達等を諸資料から読み
取り、江戸時代の社会を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・織豊政権と幕府の支配の構造の相
違点や、江戸幕府による貿易統制の
意義について考察する。
・戦乱のない時代が創出されたこと
の意義を踏まえ、人々の生活や意識
がどのように変化したのかを考察す
る。
・陸上、水上交通における交通や流
通の発達と、諸産業との関連を考察
し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・幕藩体制が確立する過程における
様々な画期について考察し、主体的
に追究する。
・織豊政権下における社会の仕組み
と幕藩体制下とを比較し、その関連
を見出す。
幕藩体制が安定していく中での経済
の動向を踏まえ、17世紀の文化の特
色を追究する。

【知識・技能】
・江戸幕府の成立による幕藩体制の確立過程
を理解している。
・幕藩体制下の支配体制や封建的身分秩序の
形成に関する資料から情報を読み取り、江戸
時代の社会の構造を理解している。
・諸資料から情報を読み取り、文治政治への
転換を理解している。
・諸産業、交通、金融制度の整備による流通
の発達等を諸資料から読み取り、江戸時代の
社会を理解している。
【思考・判断・表現】
・織豊政権と幕府の支配の構造の相違点や、
江戸幕府による貿易統制の意義について考察
している。
・戦乱のない時代が創出されたことの意義を
踏まえ、人々の生活や意識がどのように変化
したのかを考察している。
・陸上、水上交通における交通や流通の発達
と、諸産業との関連を考察し、表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・幕藩体制が確立する過程における様々な画
期について考察し、主体的に追究しようして
いる。
・織豊政権下における社会の仕組みと幕藩体
制下とを比較し、その関連を見出している。
幕藩体制が安定していく中での経済の動向を
踏まえ、17世紀の文化の特色を追究しようと
している。

○ ○ ○ 18

定期考査 【知識・技能】
江戸幕府の成立から元禄文化までの基本的な
知識を理解している。また、諸資料を扱う技
能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料から必要な情報を抜き出して考察を行
い、それを表現している。

○ ○ 1

単元：幕藩体制の動揺
【知識及び技能】
・幕府・諸藩の経済的窮乏、百姓一
揆・打ちこわしの頻発などに関する
諸資料から情報を読み取り、享保の
改革や田沼時代の諸政策の意義につ
いて理解する。
・幕藩体制下の社会の変容に着目
し、宝暦・天明期における新たな学
問の確立、各地に設立された教育機
関の展開を理解する。
・列強の接近に伴う事件や幕政改革
に関する諸資料から情報を読み取
り、幕府権力が衰退する一方で、産
業を中心に近代化が進み雄藩が出現
する過程を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・商品作物の栽培や貨幣経済の浸透
により、米策を基盤とする幕藩体制
が動揺する過程を踏まえ、飢饉や一
揆の発生が幕藩体制に与えた影響を
考察する。
・国際情勢の変化などに着目して、
幕府政治の動揺と諸藩の動向につい
て多面的・多角的に考察する。
・近世の前半と後半を比較し、文化
への影響力をもつ地域や担い手の変
化をもたらした原因について多面
的・多角的に考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
・幕藩体制下の社会・経済の仕組み
の変化や、幕府・諸藩の政策の変化
について課題を見出し、主体的に追
究する。
・飢饉や一揆への対応、外交政策の
転換などについて、幕府や諸藩の課
題を見出し、主体的に追究する。
・近世後期に形成された文化と近代
以降の文化との関係性について、学
問・教育・出版文化や庶民文化を事
例としてつながりを見出す。

【指導事項】
　①幕政の改革
　②宝暦・天明期の文化
　③幕府の衰退と近代への道
　④化政文化

【教材として使用するもの】
・教科書
・図表・史料集
・一問一答集
・授業プリント

【そのほかの教材】
・文物の写真

【デジタル端末の活用】
・ロイロノート
　振り返り活動や、課題の提出、
　教材の明示などをする際に活用
す
　る
・そのほか調べ学習などで活用を
する

日本の歴史に関わる諸事象について、地理
的条件や世界の歴史と関連づけながら総合
的にとらえて理解しているとともに、諸資
料から日本の歴史に関する様々な情報を適
切かつ効果的に調べまとめる技能を身につ

日本の歴史に関わる事象の意味や意義、伝
統や文化の特色などを、時期や年代、推
移、比較、相互の関連や現在とのとつなが
りに着目しながら多面的・多角的に考察
し、自らの考えを他者に表現し、議論する

『詳説日本史』(山川出版社)

地理歴史

事象の意味や特色、相互の関連を、多面的、多角的に考察したり、課題解決を構想したりする力

持続可能な社会の実現に向けて、自ら主体的に授業や社会に関わろうとする力

日本史演習

【指導事項】
　①幕藩体制の成立
　②幕藩社会の構造
　③幕政の安定
　④経済の発展
　⑤元禄文化

【教材として使用するもの】
・教科書
・図表・史料集
・一問一答集
・授業プリント

【そのほかの教材】
・実物教材(寛永通宝など)
・遺構、文物の写真

【デジタル端末の活用】
・ロイロノート
　振り返り活動や、課題の提出、
　教材の明示などをする際に活用
す
　る
・そのほか調べ学習などで活用を
する

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

単元：高度成長の時代
【知識及び技能】
・保守合同による自由民主党の成立
から、経済成長を背景とする安定し
た保守政権の誕生に至る経緯につい
て諸資料から情報を読み取り、外
交・政治・経済を踏まえて理解す
る。
・冷戦やグローバル化の進展の影響
などに着目して、戦後の日本経済の
成長や高度成長期の国民生活や地域
社会の変化に関わる諸資料から情報
を読み取る。
【思考力、判断力、表現力等】
・日ソ共同宣言をはじめとする国交
交渉と国際連合への加盟、新安保条
約・ＬＴ貿易・日韓基本条約・沖縄
返還問題などの外交事案がもたらし
た課題を多面的・多角的に考察し、
表現する。
・日本の経済復興や高度成長を国際
関係から関連づけたり、様々な社会
問題の発生について多面的・多角的
に考察したりして、その結果を表現
する。
【学びに向かう力、人間性等】
・55年体制の歴史的意義や、1960年
代における保守政権の安定化を考察
することを通じて、独立後の国内政
治について主体的に課題を見出す。
・高度経済成長がもたらした国内
的・国際的な日本の変化を踏まえて
学習を振り返るとともに、次の学習
へのつながりを見出す。

【指導事項】
　①55年体制
　②経済復興から高度経済成長へ

【教材として使用するもの】
・教科書
・図表・史料集
・一問一答集
・授業プリント

【そのほかの教材】
・文物の写真

【デジタル端末の活用】
・ロイロノート
　振り返り活動や、課題の提出、
　教材の明示などをする際に活用
す
　る
・そのほか調べ学習などで活用を
する

【知識・技能】
・保守合同による自由民主党の成立から、経
済成長を背景とする安定した保守政権の誕生
に至る経緯について諸資料から情報を読み取
り、外交・政治・経済を踏まえて理解してい
る。
・冷戦やグローバル化の進展の影響などに着
目して、戦後の日本経済の成長や高度成長期
の国民生活や地域社会の変化に関わる諸資料
から情報を読み取ることができる。
【思考・判断・表現】
・日ソ共同宣言をはじめとする国交交渉と国
際連合への加盟、新安保条約・ＬＴ貿易・日
韓基本条約・沖縄返還問題などの外交事案が
もたらした課題を多面的・多角的に考察し、
表現している。
・日本の経済復興や高度成長を国際関係から
関連づけたり、様々な社会問題の発生につい
て多面的・多角的に考察したりして、その結
果を表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・55年体制の歴史的意義や、1960年代におけ
る保守政権の安定化を考察することを通じ
て、独立後の国内政治について主体的に課題
を見出そうとしている。
・高度経済成長がもたらした国内的・国際的
な日本の変化を踏まえて学習を振り返るとと
もに、次の学習へのつながりを見出そうとし
ている。

○ ○ ○ 12

保谷

日本や世界の地域的特色や歴史の展開について理解するとともに、地図や統計、史料を読み取る力

日本の歴史の展開に関わる諸事象につい
て、よりよい社会の実現を視野に課題を主
体的に探究しようとする態度を養うととも
に、自国に対する愛情や他国や他国の文化
を尊重することの大切さについての自覚な

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史 日本史演習
地理歴史 日本史演習 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】



年間授業計画

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

140

10

中間考査
答案指導

【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解してい
る。諸資料を扱う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

○

配当
時数

〇 14

【指導事項】
21世紀の地球的課題と世界史

世界史探究の総合問題演習

【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識・技能】
世界恐慌、第二次世界大戦と戦後の国際経済
体制の成立、冷戦、日本の占領などについ
て、基本的な知識を理解している。諸資料か
ら様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめ
る技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
上記のテーマについての諸資料を読みとくこ
とを通して、歴史事象の特徴について多面
的・多角的に考察・議論し、文章等で表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
上記のテーマについての歴史事象を材料とし
て、よりよい社会の実現をめざして課題を主
体的かつ対話的に学びを深め、追究しようと
している。

〇 〇 〇

2

〇 14

○ ○

地理歴史

事象の意味や特色、相互の関連を、多面的、多角的に考察したり、課題解決を考察・構想したりする力

よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度

世界史演習

【 知　識　及　び　技　能 】

合計

知 思 態

2

【知識及び技能】
アジア諸国が自国の危機をどのよう
に認識し、欧米列強と対峙しながら
いかに改革をすすめたのか、また、
欧米列強はなぜアジアやアフリカな
どに進出しようとしたのかについて
理解する。諸資料から様々な情報を
適切かつ効果的に調べまとめる技能
を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
上記のテーマについての諸資料を読
みとくことを通して、歴史事象の特
徴について多面的・多角的に考察・
議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
上記のテーマについての歴史事象を
材料として、よりよい社会の実現を
めざして課題を主体的かつ対話的に

○

○ 16

○

【指導事項】
第16章
１　列強の覇権争い
２　西アジア・中央アジアの変革
３　南アジア・東南アジアの民族
運動
４　清の体制転換と近代国家建設
の模
　　索
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識・技能】
アジア諸国が自国の危機をどのように認識
し、欧米列強と対峙しながらいかに改革をす
すめたのか、また、欧米列強はなぜアジアや
アフリカなどに進出しようとしたのかについ
て、基本的な知識を理解している。諸資料か
ら様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめ
る技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
上記のテーマについての諸資料を読みとくこ
とを通して、歴史事象の特徴について多面
的・多角的に考察・議論し、文章等で表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
上記のテーマについての歴史事象を材料とし
て、よりよい社会の実現をめざして課題を主
体的かつ対話的に学びを深め、追究しようと
している。

○ ○

〇 〇

【知識及び技能】
世界史探究の学習を基に、持続可能
な社会の実現を視野に入れ、主題を
設定し、諸資料を活用し探究する活
動を通して、地球世界の課題を理解
する。諸資料から様々な情報を適切
かつ効果的に調べまとめる技能を身
につける。
【思考力、判断力、表現力等】
上記のテーマについての諸資料を読
みとくことを通して、歴史事象の特
徴について多面的・多角的に考察・
議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
上記のテーマについての歴史事象を
材料として、よりよい社会の実現を
めざして課題を主体的かつ対話的に
学びを深め、追究する態度を養う。

【知識及び技能】
冷戦のもとで、世界の平和はどのよ
うに模索されたのか、また、冷戦は
世界に広がるなかで、それぞれの地
域でどのような意味をもったのかに
ついて理解する。諸資料から様々な
情報を適切かつ効果的に調べまとめ
る技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
上記のテーマについての諸資料を読
みとくことを通して、歴史事象の特
徴について多面的・多角的に考察・
議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
上記のテーマについての歴史事象を
材料として、よりよい社会の実現を
めざして課題を主体的かつ対話的に
学びを深め、追究する態度を養う。

【指導事項】
経済のグローバル化と格差などに
関する諸資料を活用し、地球世界
の課題を読み解く観点について理
解させる。
第20章
１　冷戦と政治・経済秩序
２　アジア・アフリカ諸国の独立
と第
三勢力
３　平和共存と社会主義圏の多極
化
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識・技能】
冷戦のもとで、世界の平和はどのように模索
されたのか、また、冷戦は世界に広がるなか
で、それぞれの地域でどのような意味をもっ
たのかについて理解している。諸資料から
様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる
技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
上記のテーマについての諸資料を読みとくこ
とを通して、歴史事象の特徴について多面
的・多角的に考察・議論し、文章等で表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
上記のテーマについての歴史事象を材料とし
て、よりよい社会の実現をめざして課題を主
体的かつ対話的に学びを深め、追究しようと
している。

〇 〇

中間考査
答案指導

【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解してい
る。諸資料を扱う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

○ ○

期末考査
答案指導

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸
事象について，地理的条件や日本の歴史と関
連づけながら理解するとともに，諸資料から
世界の歴史に関するさまざまな情報を適切か
つ効果的に調べまとめる技能を身につけるよ
うにする。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事
象の意味や意義，特色などを，時期や年代，
推移，比較，相互の関連や現代世界とのつな
がりなどに着目して，概念などを活用して多
面的・多角的に考察したり，歴史に見られる
課題を把握し解決を視野に入れて構想したり
する力や，考察，構想したことを効果的に説
明したり，それらを基に議論したりする力を
養う。

『世界史探究』（東京書籍）

３

学

期

【知識及び技能】
21世紀に入り、地球上ではどのよう
な問題が生じ、人類社会はどのよう
な課題に直面し、それを克服しよう
としているのかについて理解する。
諸資料から様々な情報を適切かつ効
果的に調べまとめる技能を身につけ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
上記のテーマについての諸資料を読
みとくことを通して、歴史事象の特
徴について多面的・多角的に考察・
議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
上記のテーマについての歴史事象を
材料として、よりよい社会の実現を
めざして課題を主体的かつ対話的に
学びを深め、追究する態度を養う。

【指導事項】
第22章
１　グローバル化にともなう世界
の変
　　容
２　地球的諸課題
３　新たな秩序変容

【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識・技能】
21世紀に入り、地球上ではどのような問題が
生じ、人類社会はどのような課題に直面し、
それを克服しようとしているのかについて理
解している。諸資料から様々な情報を適切か
つ効果的に調べまとめる技能を身につけてい
る。
【思考・判断・表現】
上記のテーマについての諸資料を読みとくこ
とを通して、歴史事象の特徴について多面
的・多角的に考察・議論し、文章等で表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
上記のテーマについての歴史事象を材料とし
て、よりよい社会の実現をめざして課題を主
体的かつ対話的に学びを深め、追究しようと
している。

２

学

期

【知識及び技能】
世界恐慌は、経済や政治をどのよう
に変化させたのか、また、そのなか
で台頭したファシズム国家によって
ひきおこされた第二次世界大戦の推
移は、戦後の国際秩序の再編にどの
ような影響を与えたのかについて理
解する。諸資料から様々な情報を適
切かつ効果的に調べまとめる技能を
身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
上記のテーマについての諸資料を読
みとくことを通して、歴史事象の特
徴について多面的・多角的に考察・
議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
上記のテーマについての歴史事象を
材料として、よりよい社会の実現を
めざして課題を主体的かつ対話的に

【指導事項】
第18章
１　世界恐慌と政治・経済の変容
２　国際協調体制の動揺
３　第二次世界大戦の開戦と展開
４　戦後秩序構想と冷戦の形成
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識・技能】
世界恐慌は、経済や政治をどのように変化さ
せたのか、また、そのなかで台頭したファシ
ズム国家によってひきおこされた第二次世界
大戦の推移は、戦後の国際秩序の再編にどの
ような影響を与えたのかについての理解して
いる。諸資料から様々な情報を適切かつ効果
的に調べまとめる技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
上記のテーマについての諸資料を読みとくこ
とを通して、歴史事象の特徴について多面
的・多角的に考察・議論し、文章等で表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
上記のテーマについての歴史事象を材料とし
て、よりよい社会の実現をめざして課題を主
体的かつ対話的に学びを深め、追究しようと
している。

１

学

期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

期末考査
答案指導

　 【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解してい
る。諸資料を扱う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

【知識・技能】
第二次世界大戦中のアジアの戦後構想と実際
のアジアの戦後は、どのような点が連続し、
あるいは異なっていたのかについて理解して
いる。諸資料から様々な情報を適切かつ効果
的に調べまとめる技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
上記のテーマについての諸資料を読みとくこ
とを通して、歴史事象の特徴について多面
的・多角的に考察・議論し、文章等で表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
上記のテーマについての歴史事象を材料とし
て、よりよい社会の実現をめざして課題を主
体的かつ対話的に学びを深め、追究しようと
している。

〇 〇 〇 12

地理歴史

【指導事項】
一体化していく世界への問いを、
諸地域の結合・変容を読み解く観
点について考察し、問いを表現さ
せる。
第14章
１　産業革命と工業化
２　アメリカ合衆国とラテンアメ
リカ諸国の独立
３　フランス革命とウィーン体制
４　自由主義の台頭と新しい革命
の波
５　19世紀後半のヨーロッパ諸国
６　南北アメリカの発展
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識及び技能】
欧米で産業革命や、国民が政治の主
体となる国家を建設しようとする動
きが広がったのはなぜか、また、こ
のような変革は、現代までどのよう
な影響を与えているのかについて理
解する。諸資料から様々な情報を適
切かつ効果的に調べまとめる技能を
身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
上記のテーマについての諸資料を読
みとくことを通して、歴史事象の特
徴について多面的・多角的に考察・
議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
上記のテーマについての歴史事象を
材料として、よりよい社会の実現を
めざして課題を主体的かつ対話的に
学びを深め、追究する態度を養う。

【知識及び技能】
欧米で産業革命や、国民が政治の主体となる
国家を建設しようとする動きが広がったのは
なぜか、また、このような変革は、現代まで
どのような影響を与えているのかについて理
解している。諸資料を扱う技能を身につけて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
上記のテーマについての諸資料を読みとくこ
とを通して、歴史事象の特徴について多面
的・多角的に考察・議論し、文章等で表現し
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
上記のテーマについての歴史事象を材料とし
て、よりよい社会の実現をめざして課題を主
体的かつ対話的に学びを深め、追究しようと
している。

○ ○

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について理解し、地図や統計、史料を読み取る力

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸
事象について，よりよい社会の実現を視野に
課題を主体的に探究しようとする態度を養う
とともに，多面的・多角的な考察や深い理解
を通して涵養される日本国民としての自覚，
我が国の歴史に対する愛情，他国や他国の文
化を尊重することの大切さについての自覚な
どを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

世界史演習
地理歴史 世界史演習 4

【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解してい
る。諸資料を扱う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

○ ○ 2

学年末考査
答案指導

【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解してい
る。諸資料を扱う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

○ ○ 2

〇 12

14

〇 〇

【知識及び技能】
冷戦の変容にともない、アメリカ合
衆国の経済覇権はどのように動揺し
たのか、また、その後に生じた経済
のグローバル化は何を契機におこ
り、世界経済をどのようにかえて
いったのかについて理解する。諸資
料から様々な情報を適切かつ効果的
に調べまとめる技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
上記のテーマについての諸資料を読
みとくことを通して、歴史事象の特
徴について多面的・多角的に考察・
議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
上記のテーマについての歴史事象を
材料として、よりよい社会の実現を
めざして課題を主体的かつ対話的に
学びを深め、追究する態度を養う。

【指導事項】
第21章
１　アメリカ合衆国の覇権の動揺
と冷
戦の変容
２　冷戦の変容と世界の諸地域
３　冷戦の終結とその後の世界
４　アメリカ合衆国の復調とグ
ローバ
ル化
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識・技能】
冷戦の変容にともない、アメリカ合衆国の経
済覇権はどのように動揺したのか、また、そ
の後に生じた経済のグローバル化は何を契機
におこり、世界経済をどのようにかえていっ
たのかについて理解している。諸資料から
様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる
技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
上記のテーマについての諸資料を読みとくこ
とを通して、歴史事象の特徴について多面
的・多角的に考察・議論し、文章等で表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
上記のテーマについての歴史事象を材料とし
て、よりよい社会の実現をめざして課題を主
体的かつ対話的に学びを深め、追究しようと
している。

〇 〇 〇 14

【知識及び技能】
産業革命で先行したイギリスが19世
紀半ばに自由貿易体制を推進したの
に対し、後発のヨーロッパ諸国はど
のように対応したのか、また、ヨー
ロッパ発の工業化の波はアジア諸国
に何をもたらしたのかについて理解
する。諸資料から様々な情報を適切
かつ効果的に調べまとめる技能を身
につける。
【思考力、判断力、表現力等】
上記のテーマについての諸資料を読
みとくことを通して、歴史事象の特
徴について多面的・多角的に考察・
議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
上記のテーマについての歴史事象を
材料として、よりよい社会の実現を
めざして課題を主体的かつ対話的に
学びを深め、追究する態度を養う。

【指導事項】
第15章
１　産業資本主義の世界への波及
と欧米社会
２　西アジアの危機と改革のはじ
まり
３　南アジア・東南アジアの植民
地化
４　清における開発の限界と二つ
のアヘン戦争
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識及び技能】
産業革命で先行したイギリスが19世紀半ばに
自由貿易体制を推進したのに対し、後発の
ヨーロッパ諸国はどのように対応したのか、
また、ヨーロッパ発の工業化の波はアジア諸
国に何をもたらしたのかについて理解してい
る。諸資料を扱う技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
上記のテーマについての諸資料を読みとくこ
とを通して、歴史事象の特徴について多面
的・多角的に考察・議論し、文章等で表現し
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
上記のテーマについての歴史事象を材料とし
て、よりよい社会の実現をめざして課題を主
体的かつ対話的に学びを深め、追究しようと
している。

○ ○ ○ 10

【知識及び技能】
第一次世界大戦は、なぜ「世界大
戦」とよばれ、それまでの戦争とど
のような点において異なるのか、そ
して、それぞれの地域において戦争
の経験はどのような意味をもったの
かなどについて理解する。諸資料か
ら様々な情報を適切かつ効果的に調
べまとめる技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
上記のテーマについての諸資料を読
みとくことを通して、歴史事象の特
徴について多面的・多角的に考察・
議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
上記のテーマについての歴史事象を
材料として、よりよい社会の実現を
めざして課題を主体的かつ対話的に
学びを深め、追究する態度を養う。

【指導事項】
第17章
１　第一次世界大戦
２　ヴェルサイユ体制と国際秩序
の再
編
３　大戦後のアメリカ合衆国と
ヨー
ロッパ
４　アジア・アフリカでの国家形
成の
動き
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識・技能】
第一次世界大戦は、なぜ「世界大戦」とよば
れ、それまでの戦争とどのような点において
異なるのか、そして、それぞれの地域におい
て戦争の経験はどのような意味をもったのか
などについて理解している。諸資料から様々
な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能
を身につけている。
【思考・判断・表現】
上記のテーマについての諸資料を読みとくこ
とを通して、歴史事象の特徴について多面
的・多角的に考察・議論し、文章等で表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
上記のテーマについての歴史事象を材料とし
て、よりよい社会の実現をめざして課題を主
体的かつ対話的に学びを深め、追究しようと
している。

○ ○ ○ 14

2

【知識及び技能】
第二次世界大戦中のアジアの戦後構
想と実際のアジアの戦後は、どのよ
うな点が連続し、あるいは異なって
いたのかについて理解する。諸資料
から様々な情報を適切かつ効果的に
調べまとめる技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
上記のテーマについての諸資料を読
みとくことを通して、歴史事象の特
徴について多面的・多角的に考察・
議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
上記のテーマについての歴史事象を
材料として、よりよい社会の実現を
めざして課題を主体的かつ対話的に
学びを深め、追究する態度を養う。

【指導事項】
第19章
１　アジア・太平洋戦争と日本の
敗戦
２　帝国の解体と分断国家の形成
３　アジア諸国の独立と脱植民地
化
４　朝鮮戦争と東アジアの「冷
戦」
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用



年間授業計画

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査 ○ ○ 1

２

学

期

A 単元　社会・世界と人間として
のあり方生き方
【知識及び技能】
・幸福，愛，徳などに着目して，
人間としての在り方生き方につい
て思索するための手掛かりとなる
様々な人生観について理解してい
る。その際，人生における宗教や
芸術のもつ意義についても理解さ
せる。
・善，正義，義務などに着目し
て，社会の在り方と人間としての
在り方生き方について思索するた
めの手掛かりとなる様々な倫理観
について理解させる。
・真理，存在などに着目して，世
界と人間の在り方について思索す
るための手掛かりとなる様々な世
界観について理解させる。
・古今東西の先哲の思想に関する
原典の日本語訳などの諸資料か
ら，人間としての在り方生き方に
関わる情報を読み取る技能を身に
付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・古今東西の先哲の考え方を手掛
かりとして，より広い視野から人
間としての在り方生き方について
多面的・多角的に考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・人間としての在り方生き方に関
わる事象や課題について主体的に
追究したり，他者と共によりよく
生きる自己を形成しようとしたり
する態度を養う。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・幸福，愛，徳などに着目して，人間として
の在り方生き方について思索するための手掛
かりとなる様々な人生観について理解してい
る。その際，人生における宗教や芸術のもつ
意義についても理解している。
・善，正義，義務などに着目して，社会の在
り方と人間としての在り方生き方について思
索するための手掛かりとなる様々な倫理観に
ついて理解している。
・真理，存在などに着目して，世界と人間の
在り方について思索するための手掛かりとな
る様々な世界観について理解している。
・古今東西の先哲の思想に関する原典の日本
語訳などの諸資料から，人間としての在り方
生き方に関わる情報を読み取る技能を身に付
けている。
【思考・判断・表現】
・古今東西の先哲の考え方を手掛かりとし
て，より広い視野から人間としての在り方生
き方について多面的・多角的に考察し，表現
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・人間としての在り方生き方に関わる事象や
課題について主体的に追究したり，他者と共
によりよく生きる自己を形成しようとしたり
している。

○ ○ ○ 12

B 単元　国際社会に生きる日本人
としての自覚
【知識及び技能】
・古来の日本人の心情と考え方や
日本の先哲の思想に着目して，我
が国の風土や伝統，外来思想の受
容などを基に，国際社会に生きる
日本人としての在り方生き方につ
いて思索するための手掛かりとな
る日本人に見られる人間観，自然
観，宗教観などの特質について，
自己との関わりにおいて理解させ
る。
・古来の日本人の心情と考え方や
日本の先哲の思想に関する原典や
原典の口語訳などの諸資料から，
日本人としての在り方生き方に関
わる情報を読み取る技能を身に付
けさせる。
【思考・判断・表現】
・古来の日本人の考え方や日本の
先哲の考え方を手掛かりとして，
国際社会に主体的に生きる日本人
としての在り方生き方について多
面的・多角的に考察させいる。
【学びに向かう力、人間性等】
・人間としての在り方生き方に関
わる事象や課題について主体的に
追究したり，他者と共によりよく
生きる自己を形成しようとしたり
する態度を養う。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・古来の日本人の心情と考え方や日本の先哲
の思想に着目して，我が国の風土や伝統，外
来思想の受容などを基に，国際社会に生きる
日本人としての在り方生き方について思索す
るための手掛かりとなる日本人に見られる人
間観，自然観，宗教観などの特質について，
自己との関わりにおいて理解している。
・古来の日本人の心情と考え方や日本の先哲
の思想に関する原典や原典の口語訳などの諸
資料から，日本人としての在り方生き方に関
わる情報を読み取る技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
・古来の日本人の考え方や日本の先哲の考え
方を手掛かりとして，国際社会に主体的に生
きる日本人としての在り方生き方について多
面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・人間としての在り方生き方に関わる事象や
課題について主体的に追究したり，他者と共
によりよく生きる自己を形成しようとしたり
している。

○ ○ ○ 12

【知識・技能】
・幸福，愛，徳などに着目して，人間として
の在り方生き方について思索するための手掛
かりとなる様々な人生観について理解してい
る。その際，人生における宗教や芸術のもつ
意義についても理解している。
・真理，存在などに着目して，世界と人間の
在り方について思索するための手掛かりとな
る様々な世界観について理解している。
・古今東西の先哲の思想に関する原典の日本
語訳などの諸資料から，人間としての在り方
生き方に関わる情報を読み取る技能を身に付
けている。
【思考・判断・表現】
・古今東西の先哲の考え方を手掛かりとし
て，より広い視野から人間としての在り方生
き方について多面的・多角的に考察し，表現
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・人間としての在り方生き方に関わる事象や
課題について主体的に追究したり，他者と共
によりよく生きる自己を形成しようとしたり
している。

○ ○ ○ 12

配当
時数

【知識・技能】
・個性，感情，認知，発達などに着目して，
豊かな自己形成に向けて，他者と共によりよ
く生きる自己の生き方についての思索を深め
るための手掛かりとなる様々な人間の心の在
り方について理解している。
【思考・判断・表現】
・自己の生き方を見つめ直し，自らの体験や
悩みを振り返り，他者，集団や社会，生命や
自然などとの関わりにも着目して自己の課題
を捉え，その課題を現代の倫理的課題と結び
付けて多面的・多角的に考察し，表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・人間としての在り方生き方に関わる事象や
課題について主体的に追究したり，他者と共
によりよく生きる自己を形成しようとしたり
している。

○ ○

保谷

３

学

期

A 単元　自然や科学技術にかかわ
る諸課題と倫理
【知識及び技能】
・インフォームド・コンセントや
SOL，安楽死・尊厳死など生命倫理
に関する用語や概念を理解させ
る。
・代理出産や臓器移植，ゲノム編
集などの生命倫理の問題の賛否の
考えをまとめさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・生命をめぐる倫理的課題のう
ち，特に関心のあるテーマを取り
上げ，どのような争点があるかを
整理して，多角的・多面的に考察
させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・生命倫理への理解を通して，人
間としてのあり方生き方に関わる
事象や課題について主体的に追究
したり，他者と共によりよく生き
る自己を形成しようとしたりする
態度を養う。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

１

学

期

A 単元　自己形成と自己の生き方
【知識及び技能】
・個性，感情，認知，発達などに
着目して，豊かな自己形成に向け
て，他者と共によりよく生きる自
己の生き方についての思索を深め
るための手掛かりとなる様々な人
間の心の在り方について理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・自己の生き方を見つめ直し，自
らの体験や悩みを振り返り，他
者，集団や社会，生命や自然など
との関わりにも着目して自己の課
題を捉え，その課題を現代の倫理
的課題と結び付けて多面的・多角
的に考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・人間としての在り方生き方に関
わる事象や課題について主体的に
追究したり，他者と共によりよく
生きる自己を形成しようとしたり
しする態度を養う。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手掛かりとなる概念や理論について理解する。

人間としての在り方生き方に関わる事象や課題に
ついて主体的に追究したり，他者と共によりよく
生きる自己を形成しようとしたりする態度を養う
とともに，多面的・多角的な考察やより深い思索
を通して涵養される，現代社会に生きる人間とし
ての在り方生き方についての自覚を深める。

【学びに向かう力、人間性等】

公民 倫理

定期考査 ○ ○

○ 4

1

B 単元　社会と文化にかかわる諸
課題と倫理
【知識及び技能】
・福祉，文化と宗教，平和などに
ついて倫理的課題を見いだし，そ
の解決に向けて倫理に関する概念
や理論などを手掛かりとして多面
的・多角的に考察させる。
【思考・判断・表現】
・福祉，文化と宗教，平和などに
ついて倫理的課題を見いだし，そ
の解決に向けて倫理に関する概念
や理論などを手掛かりとして多面
的・多角的に考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・人間としての在り方生き方に関
わる事象や課題について主体的に
追究したり，他者と共によりよく
生きる自己を形成しようとしたり
する態度を養う。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・福祉，文化と宗教，平和などについて倫理
的課題を見いだし，その解決に向けて倫理に
関する概念や理論などを手掛かりとして多面
的・多角的に考察し，公正に判断して構想
し，自分の考えを説明，論述している。
【思考・判断・表現】
・福祉，文化と宗教，平和などについて倫理
的課題を見いだし，その解決に向けて倫理に
関する概念や理論などを手掛かりとして多面
的・多角的に考察し，公正に判断して構想
し，自分の考えを説明，論述している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・人間としての在り方生き方に関わる事象や
課題について主体的に追究したり，他者と共
によりよく生きる自己を形成しようとしたり
している。

○ ○ ○

4

合計

58

【知識・技能】
・インフォームド・コンセントやSOL，安楽
死・尊厳死など生命倫理に関する用語や概念
を理解している。
・代理出産や臓器移植，ゲノム編集などの生
命倫理の問題の賛否の考えを適切にまとめて
いる。
【思考・判断・表現】
・生命をめぐる倫理的課題のうち，特に関心
のあるテーマを取り上げ，どのような争点が
あるかを整理して，多角的・多面的に考察
し，適切に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・生命倫理への理解を通して，人間としての
あり方生き方に関わる事象や課題について主
体的に追究したり，他者と共によりよく生き
る自己を形成しようとしたりしている。

○ ○

○ 12

B 単元　人間としてのあり方生き
方
【知識及び技能】
・幸福，愛，徳などに着目して，
人間としての在り方生き方につい
て思索するための手掛かりとなる
様々な人生観について理解してい
る。その際，人生における宗教や
芸術のもつ意義についても理解さ
せる。
・真理，存在などに着目して，世
界と人間の在り方について思索す
るための手掛かりとなる様々な世
界観について理解させる。
・古今東西の先哲の思想に関する
原典の日本語訳などの諸資料か
ら，人間としての在り方生き方に
関わる情報を読み取る技能を身に
付けさせる。
【思考・判断・表現】
・古今東西の先哲の考え方を手掛
かりとして，より広い視野から人
間としての在り方生き方について
多面的・多角的に考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・人間としての在り方生き方に関
わる事象や課題について主体的に
追究したり，他者と共によりよく
生きる自己を形成しようとしたり
する態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

公民 倫理 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

古今東西の幅広い知的蓄積を通して，現代の諸課
題を捉え，より深く思索するための手掛かりとな
る概念や理論について理解するとともに，諸資料
から，人間としての在り方生き方に関わる情報を
調べまとめる技能を身に付けるようにする。

自立した人間として他者と共によりよく生きる自
己の生き方についてより深く思索する力や，現代
の倫理的諸課題を解決するために倫理に関する概
念や理論などを活用して，論理的に思考し，思索
を深め，説明したり対話したりする力を養う。

倫理（東京書籍）

公民

現実社会の諸課題の解決に向けて，多面的・多角的に考察し公正に判断している。

国家及び社会の担い手として，現代の諸課題を主体的に解決しようとしている。

倫理

【 知　識　及　び　技　能 】



年間授業計画

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３

学

期

○ ○ 1

○ 10

B 単元　現代日本および国際社会
の諸課題の探究
【知識及び技能】
・現代における政治・経済の諸課
題について，必要な知識を習得さ
せる。
・現代における政治・経済の諸課
題について，必要な情報を収集
し，読み取り，まとめさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・少子高齢社会における社会保障
の充実・安定化，地域社会の自立
と政府，多様な働き方・生き方を
可能にする社会，産業構造の変化
と起業，歳入・歳出両面での財政
健全化，食料の安定供給の確保と
持続可能な農業構造の実現，防災
と安全・安心な社会の実現などに
ついて，取り上げた課題の解決に
向けて政治と経済とを関連させて
多面的・多角的に考察，構想し，
よりよい社会の在り方についての
自分の考えを説明，論述させる。
・グローバル化に伴う人々の生活
や社会の変容，地球環境と資源・
エネルギー問題，国際経済格差の
是正と国際協力，イノベーション
と成長市場，人種・民族問題や地
域紛争の解決に向けた国際社会の
取組，持続可能な国際社会づくり
などについて，取り上げた課題の
解決に向けて政治と経済とを関連
させて多面的・多角的に考察，構
想し，よりよい社会の在り方につ
いての自分の考えを説明，論述さ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
・現代における政治・経済の諸課
題について，よりよい社会の実現
のために現実社会の諸課題を解決
できないか考えさせる。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・現代における政治・経済の諸課題につい
て，必要な知識を習得している。
・現代における政治・経済の諸課題につい
て，必要な情報を収集し，読み取り，まとめ
ることができる。
【思考・判断・表現】
・少子高齢社会における社会保障の充実・安
定化，地域社会の自立と政府，多様な働き
方・生き方を可能にする社会，産業構造の変
化と起業，歳入・歳出両面での財政健全化，
食料の安定供給の確保と持続可能な農業構造
の実現，防災と安全・安心な社会の実現など
について，取り上げた課題の解決に向けて政
治と経済とを関連させて多面的・多角的に考
察，構想し，よりよい社会の在り方について
の自分の考えを説明，論述している。
・グローバル化に伴う人々の生活や社会の変
容，地球環境と資源・エネルギー問題，国際
経済格差の是正と国際協力，イノベーション
と成長市場，人種・民族問題や地域紛争の解
決に向けた国際社会の取組，持続可能な国際
社会づくりなどについて，取り上げた課題の
解決に向けて政治と経済とを関連させて多面
的・多角的に考察，構想し，よりよい社会の
在り方についての自分の考えを説明，論述し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代における政治・経済の諸課題につい
て，よりよい社会の実現のために現実社会の
諸課題を主体的に解決しようとしている。

○ ○ ○ 9

定期考査

２

学

期

A 単元　経済社会の変容
【知識及び技能】
・経済活動について，現実社会の
諸事象を通して理解させる。
・現代日本の経済に関する諸資料
から，課題の解決に向けて考察，
構想する際に必要な情報を適切か
つ効果的に収集し，読み取る技能
を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・経済活動について多面的・多角
的に考察し，表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体
的に追究して，経済社会の変容に
おける学習上の課題を解決させ
る。
・よりよい社会の実現のために，
経済社会の変容とその課題につい
て多面的・多角的に考察，構想し
たことを社会生活に生かせるか考
えさせる。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・経済活動について，現実社会の諸事象を通
して理解を深めている。
・現代日本の経済に関する諸資料から，課題
の解決に向けて考察，構想する際に必要な情
報を適切かつ効果的に収集し，読み取る技能
を身に付けている。
【思考・判断・表現】
・経済活動について多面的・多角的に考察
し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，経済社会の変容における学習上の課題を
意欲的に解決しようとしている。
・よりよい社会の実現のために，経済社会の
変容とその課題について多面的・多角的に考
察，構想したことを社会生活に生かそうとし
ている。

○ ○ ○

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・経済活動と市場，経済主体と経済循環，国
民経済の大きさと経済成長，物価と景気変
動，財政の働きと仕組み及び租税などの意
義，金融の働きと仕組みについて，現実社会
の諸事象を通して理解を深めている。
・現代日本の経済に関する諸資料から，課題
の解決に向けて考察，構想する際に必要な情
報を適切かつ効果的に収集し，読み取る技能
を身に付けている。
【思考・判断・表現】
・経済活動と福祉の向上との関連について多
面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，現代経済と福祉の向上における学習上の
課題を意欲的に解決しようとしている。
・よりよい社会の実現のために，現代経済と
福祉の向上とその課題について多面的・多角
的に考察，構想したことを社会生活に生かそ
うとしている。

○ ○ ○ 10

D 単元　現代の国際政治
【知識及び技能】
・国際社会の変遷，人権，国家主
権，領土（領海，領空を含む。）
などに関する国際法の意義，国際
連合をはじめとする国際機構の役
割，我が国の安全保障と防衛，国
際貢献について，現実社会の諸事
象を通して理解させる。
・現代の国際政治・経済に関する
諸資料から，課題の解決に向けて
考察，構想する際に必要な情報を
適切かつ効果的に収集し，読み取
る技能を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・国際社会の特質や国際紛争の諸
要因を基に，国際法の果たす役割
について多面的・多角的に考察さ
せる。
・国際平和と人類の福祉に寄与す
る日本の役割について多面的・多
角的に考察，構想させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体
的に追究して，現代の国際政治に
おける学習上の課題を解決させ
る。
・よりよい社会の実現のために，
現代の国際政治とその課題につい
て多面的・多角的に考察，構想し
たことを社会生活に生かせるか考
えさせる。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・国際社会の変遷，人権，国家主権，領土
（領海，領空を含む。）などに関する国際法
の意義，国際連合をはじめとする国際機構の
役割，我が国の安全保障と防衛，国際貢献に
ついて，現実社会の諸事象を通して理解を深
めている。
・現代の国際政治・経済に関する諸資料か
ら，課題の解決に向けて考察，構想する際に
必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み
取る技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
・国際社会の特質や国際紛争の諸要因を基
に，国際法の果たす役割について多面的・多
角的に考察し，表現している。
・国際平和と人類の福祉に寄与する日本の役
割について多面的・多角的に考察，構想し，
表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，現代の国際政治における学習上の課題を
意欲的に解決しようとしている。
・よりよい社会の実現のために，現代の国際
政治とその課題について多面的・多角的に考
察，構想したことを社会生活に生かそうとし
ている。

○ ○ ○ 10

C 単元　現代経済と福祉の向上
【知識及び技能】
・経済活動と市場，経済主体と経
済循環，国民経済の大きさと経済
成長，物価と景気変動，財政の働
きと仕組み及び租税などの意義，
金融の働きと仕組みについて，現
実社会の諸事象を通して理解させ
る。
・現代日本の経済に関する諸資料
から，課題の解決に向けて考察，
構想する際に必要な情報を適切か
つ効果的に収集し，読み取る技能
を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・経済活動と福祉の向上との関連
について多面的・多角的に考察さ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体
的に追究して，経済社会の変容に
おける学習上の課題を解決させ
る。
・よりよい社会の実現のために，
経済社会の変容とその課題につい
て多面的・多角的に考察，構想し
たことを社会生活に生かせるか考
えさせる。

10

B 単元　現代経済のしくみ
【知識及び技能】
・経済活動と市場，経済主体と経
済循環，国民経済の大きさと経済
成長，物価と景気変動，財政の働
きと仕組み及び租税などの意義，
金融の働きと仕組みについて，現
実社会の諸事象を通して理解させ
る。
・現代日本の経済に関する諸資料
から，課題の解決に向けて考察，
構想する際に必要な情報を適切か
つ効果的に収集し，読み取る技能
を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・市場経済の機能と限界，持続可
能な財政及び租税の在り方，金融
を通した経済活動の活性化につい
て多面的・多角的に考察，構想し
させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体
的に追究して，経済社会の変容に
おける学習上の課題を解決させ
る。
・よりよい社会の実現のために，
経済社会の変容とその課題につい
て多面的・多角的に考察，構想し
たことを社会生活に生かせるか考
えさせる。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・経済活動と市場，経済主体と経済循環，国
民経済の大きさと経済成長，物価と景気変
動，財政の働きと仕組み及び租税などの意
義，金融の働きと仕組みについて，現実社会
の諸事象を通して理解を深めている。
・現代日本の経済に関する諸資料から，課題
の解決に向けて考察，構想する際に必要な情
報を適切かつ効果的に収集し，読み取る技能
を身に付けている。
【思考・判断・表現】
・市場経済の機能と限界，持続可能な財政及
び租税の在り方，金融を通した経済活動の活
性化について多面的・多角的に考察，構想
し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，現代経済のしくみにおける学習上の課題
を意欲的に解決しようとしている。
・よりよい社会の実現のために，現代経済の
しくみとその課題について多面的・多角的に
考察，構想したことを社会生活に生かそうと
している。

○ ○ ○ 10

定期考査 ○ ○ 1

保谷

A 単元　現代の国際経済
【知識及び技能】
・貿易の現状と意義，為替相場の
変動，国民経済と国際収支，国際
協調の必要性や国際経済機関の役
割について，現実社会の諸事象を
通して理解させる。
・現代の国際経済に関する諸資料
から，課題の解決に向けて考察，
構想する際に必要な情報を適切か
つ効果的に収集し，読み取る技能
を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・相互依存関係が深まる国際経済
の特質について多面的・多角的に
考察させる。
・国際経済において果たすことが
求められる日本の役割について多
面的・多角的に考察，構想させ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体
的に追究して，現代の国際経済に
おける学習上の課題を解決させ
る。
・よりよい社会の実現のために，
現代の国際経済とその課題につい
て多面的・多角的に考察，構想し
たことを社会生活に生かせるか考
えさせる。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・貿易の現状と意義，為替相場の変動，国民
経済と国際収支，国際協調の必要性や国際経
済機関の役割について，現実社会の諸事象を
通して理解を深めている。
・現代の国際経済に関する諸資料から，課題
の解決に向けて考察，構想する際に必要な情
報を適切かつ効果的に収集し，読み取る技能
を身に付けている。
【思考・判断・表現】
・相互依存関係が深まる国際経済の特質につ
いて多面的・多角的に考察し，表現してい
る。
・国際経済において果たすことが求められる
日本の役割について多面的・多角的に考察，
構想し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，現代の国際経済における学習上の課題を
意欲的に解決しようとしている。
・よりよい社会の実現のために，現代の国際
経済とその課題について多面的・多角的に考
察，構想したことを社会生活に生かそうとし
ている。

○ ○

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・基本的人権の保障と法の支配，権利と義務
との関係，議会制民主主義，地方自治につい
て，現実社会の諸事象を通して理解を深めて
いる。
・現代日本の政治に関する諸資料から，課題
の解決に向けて考察，構想する際に必要な情
報を適切かつ効果的に収集し，読み取る技能
を身に付けている。
【思考・判断・表現】
・政党政治や選挙などの観点から，望ましい
政治の在り方及び主権者としての政治参加の
在り方について多面的・多角的に考察，構想
し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，日本の政治機構における学習上の課題を
意欲的に解決しようとしている。
・よりよい社会の実現のために，日本の政治
機構とその課題について多面的・多角的に考
察，構想したことを社会生活に生かそうとし
ている。

○ ○

定期考査 ○ ○

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・基本的人権の保障と法の支配，権利と義務
との関係，議会制民主主義，地方自治につい
て，現実社会の諸事象を通して理解を深めて
いる。
・現代日本の政治に関する諸資料から，課題
の解決に向けて考察，構想する際に必要な情
報を適切かつ効果的に収集し，読み取る技能
を身に付けている。
【思考・判断・表現】
・民主政治の本質を基に，日本国憲法と現代
政治の在り方との関連について多面的・多角
的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，日本国憲法の基本的性格における学習上
の課題を意欲的に解決しようとしている。
・よりよい社会の実現のために，日本国憲法
の基本的性格とその課題について多面的・多
角的に考察，構想したことを社会生活に生か
そうとしている。

1

D 単元　現代日本の政治
【知識及び技能】
・権利と義務との関係，議会制民
主主義，地方自治について，現実
社会の諸事象を通して理解させ
る。
・現代日本の政治に関する諸資料
から，課題の解決に向けて考察，
構想する際に必要な情報を適切か
つ効果的に収集し，読み取る技能
を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・政党政治や選挙などの観点か
ら，望ましい政治の在り方及び主
権者としての政治参加の在り方に
ついて多面的・多角的に考察させ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体
的に追究して，現代日本の政治に
おける学習上の課題を解決させ
る。
・よりよい社会の実現のために，
現代日本の政治とその課題につい
て多面的・多角的に考察，構想し
たことを社会生活に生かせるか考
えさせる。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・権利と義務との関係，議会制民主主義，地
方自治について，現実社会の諸事象を通して
理解を深めている。
・現代日本の政治に関する諸資料から，課題
の解決に向けて考察，構想する際に必要な情
報を適切かつ効果的に収集し，読み取る技能
を身に付けている。
【思考・判断・表現】
・政党政治や選挙などの観点から，望ましい
政治の在り方及び主権者としての政治参加の
在り方について多面的・多角的に考察，構想
し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，現代日本の政治における学習上の課題を
意欲的に解決しようとしている。
・よりよい社会の実現のために，現代日本の
政治とその課題について多面的・多角的に考
察，構想したことを社会生活に生かそうとし
ている。

○ ○ ○

○

10

定期考査 ○

定期考査

○ ○

1

合計

100

○ ○ ○ 10

10

配当
時数

１

学

期

A 単元　民主政治の基本原理
【知識及び技能】
・政治と法の意義と機能，基本的
人権の保障と法の支配，権利と義
務との関係，議会制民主主義につ
いて，現実社会の諸事象を通して
理解させる。
・現代日本の政治に関する諸資料
から，課題の解決に向けて考察，
構想する際に必要な情報を適切か
つ効果的に収集し，読み取る技能
を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・政党政治などの観点から，望ま
しい政治の在り方及び主権者とし
ての政治参加の在り方について多
面的・多角的に考察，構想させ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体
的に追究して，民主政治の基本原
理における学習上の課題について
解決させる。
・よりよい社会の実現のために，
民主政治の基本原理とその課題に
ついて多面的・多角的に考察，構
想したことを社会生活に生かせる
か考えさせる。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・政治と法の意義と機能，基本的人権の保障
と法の支配，権利と義務との関係，議会制民
主主義について，現実社会の諸事象を通して
理解を深めている。
・現代日本の政治に関する諸資料から，課題
の解決に向けて考察，構想する際に必要な情
報を適切かつ効果的に収集し，読み取る技能
を身に付けている。
【思考・判断・表現】
・政党政治などの観点から，望ましい政治の
在り方及び主権者としての政治参加の在り方
について多面的・多角的に考察，構想し，表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，民主政治の基本原理における学習上の課
題を意欲的に解決しようとしている。
・よりよい社会の実現のために，民主政治の
基本原理とその課題について多面的・多角的
に考察，構想したことを社会生活に生かそう
としている。

○ ○ ○ 6

B 単元　日本国憲法の基本的性格
【知識及び技能】
・基本的人権の保障と法の支配，
権利と義務との関係，議会制民主
主義，地方自治について，現実社
会の諸事象を通して理解させる。
・現代日本の政治に関する諸資料
から，課題の解決に向けて考察，
構想する際に必要な情報を適切か
つ効果的に収集し，読み取る技能
を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・民主政治の本質を基に，日本国
憲法と現代政治の在り方との関連
について多面的・多角的に考察さ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体
的に追究して，日本国憲法の基本
的性格における学習上の課題につ
いて解決させる。
・よりよい社会の実現のために，
日本国憲法の基本的性格とその課
題について多面的・多角的に考
察，構想したことを社会生活に生
かせるか考えさせる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

C 単元　日本の政治機構
【知識及び技能】
・基本的人権の保障と法の支配，
権利と義務との関係，議会制民主
主義，地方自治について，現実社
会の諸事象を通して理解させる。
・現代日本の政治に関する諸資料
から，課題の解決に向けて考察，
構想する際に必要な情報を適切か
つ効果的に収集し，読み取る技能
を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・政党政治や選挙などの観点か
ら，望ましい政治の在り方及び主
権者としての政治参加の在り方に
ついて多面的・多角的に考察させ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体
的に追究して，日本の政治機構に
おける学習上の課題を解決させ
る。
・よりよい社会の実現のために，
日本の政治機構とその課題につい
て多面的・多角的に考察，構想し
たことを社会生活に生かせるか考
えさせる。

○

現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手掛かりとなる概念や理論について理解する。

よりよい社会の実現のために現実社会の諸
課題を主体的に解決しようとする態度を養
うとともに，多面的・多角的な考察や深い
理解を通して涵養される，国民主権を担う
公民として，自国を愛し，その平和と繁栄
を図ることや，我が国及び国際社会におい
て国家及び社会の形成に，より積極的な役
割を果たそうとする自覚などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

公民 政治・経済
公民 政治・経済 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

社会の在り方に関わる現実社会の諸課題の
解決に向けて探究するための手掛かりとな
る概念や理論などについて理解するととも
に，諸資料から，社会の在り方に関わる情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を
身に付けるようにする。

国家及び社会の形成者として必要な選択・
判断の基準となる考え方や政治・経済に関
する概念や理論などを活用して，現実社会
に見られる複雑な課題を把握し，説明する
とともに，身に付けた判断基準を根拠に構
想する力や，構想したことの妥当性や効
果，実現可能性などを指標にして議論し公
正に判断して，合意形成や社会参画に向か
う力を養う。

詳述政治・経済（実教出版）

公民

現実社会の諸課題の解決に向けて，多面的・多角的に考察し公正に判断している。

国家及び社会の担い手として，現代の諸課題を主体的に解決しようとしている。

政治・経済

【 知　識　及　び　技　能 】



年間授業計画

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 4 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態
度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しよ
うとする態度，問題解決の過程を
振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようと
する態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学Ⅲ
数学 数学Ⅲ 6

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

極限，微分法及び積分法についての概念や原理・法則を
体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学
的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を
身に付けるようにする。

数列や関数の値の変化に着目し，極限について考察した
り，関数関係をより深く捉えて事象を的確に表現し，数
学的に考察したりする力，いろいろな関数の局所的な性
質や大域的な性質に着目し，事象を数学的に考察した
り，問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的
に考察したりする力を養う。

数研出版　高等学校　数学Ⅲ

数学

数学Ⅲ

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

１

学

期

第１章 関数
分数関数や無理関数の性質を理解し，そ
れを方程式や不等式の考察に活用できる
ようにする。また，関数の一般的な性質
として逆関数や合成関数などについて理
解し，事象の考察に活用できるようにす
る。

１．分数関数
２．無理関数
３．逆関数と合成関数

・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】
○分数関数の定義域や漸近線などについて理解し，
簡単な分数関数のグラフをかくことができる。
○関数 y=(ax+b)/(cx+d)  を適切に変形して，グラ
フをかくことができる。
○無理関数の定義域や値域などについて理解し，簡
単な分数関数のグラフをかくことができる
○逆関数の定義や，定義域，値域について理解し，
具体的な関数の逆関数を求めることができる。
○b=f(a) と a=f^(-1) (b) が同値であることを理
解している。
○y=f(x)  のグラフとその逆関数のグラフの関係を
理解し，逆関数のグラフをかくことができる。
○合成関数の意味を理解し，具体的に求めることが
できる。
【思考・判断・表現】
○方程式の実数解とグラフの共有点の関係を正しく
理解し，それを分数関数に適用して共有点の座標を
求めることができる。
○方程式や不等式の解と関数のグラフの関係を正し
く理解し，それを分数関数に適用して方程式，不等
式を解くことができる。
○逆関数の定義から，逆関数の定義域や値域，性質
を考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度で学習に取
り組んでいる。

○ ○ ○ 12

第２章 極限
数列の極限の概念を理解し，様々な数列
の極限が求められるようにする。無限級
数については，その極限と各項の極限と
の関係を理解し，正しく考察できるよう
にする。
数列の極限と関連させて関数の極限につ
いて理解し，関連して関数の連続性につ
いても理解するとともに，それらを様々
な関数の考察に活用できるようにする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

第３章 微分法
微分係数や導関数の定義を理解し，導関
数についての様々な性質や公式を導き，
それらを導関数の計算に活用できるよう
にする。
導関数の定義や公式を適用して，いろい
ろな関数の導関数を導き，それを用いて
関数が微分できるようにする。また，陰
関数や媒介変数で表された関数の微分も
できるようにし，それらを事象の考察に
活用できるようにする。

○

○ ○

○ ○ ○ 24

18

定期考査 ○

数学Ⅲまとめ・問題演習
第１章 関数
第２章 極限
第３章 微分法
第４章 微分法の応用
第５章 積分法とその応用

○ 40

数学Ⅲまとめ・問題演習
第１章 関数
第２章 極限
第３章 微分法
第４章 微分法の応用
第５章 積分法とその応用

・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】
極限，微分法及び積分法についての概念や原理・法
則を体系的に理解するとともに，事象を数学化した
り，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理する
ことができる。
【思考・判断・表現】
数列や関数の値の変化に着目し，極限について考察
したり，関数関係をより深く捉えて事象を的確に表
現し，数学的に考察したりする力，いろいろな関数
の局所的な性質や大域的な性質に着目し，事象を数
学的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り
返って統合的・発展的に考察したりする力が養われ
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度で学習に取
り組んでいる。

○ ○ ○ 40

・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】
極限，微分法及び積分法についての概念や原理・法
則を体系的に理解するとともに，事象を数学化した
り，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理する
ことができる。
【思考・判断・表現】
数列や関数の値の変化に着目し，極限について考察
したり，関数関係をより深く捉えて事象を的確に表
現し，数学的に考察したりする力，いろいろな関数
の局所的な性質や大域的な性質に着目し，事象を数
学的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り
返って統合的・発展的に考察したりする力が養われ
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度で学習に取
り組んでいる。

○ ○ ○

54

合計

210

定期考査

保谷

２

学

期

第５章 積分法とその応用
様々な関数の不定積分やその計算法則を
導関数をもとにして考え，それをもとに
不定積分を求められるようにする。
様々な関数の定積分を求められるように
する。また，定積分を面積として捉え，
様々な事象の考察に活用できるようにす
る。
定積分を活用して，面積，体積，曲線の
長さなどを求められるようにし，またそ
れらを通じて定積分の理解をさらに深め
る。

第１節　不定積分
１．不定積分とその基本性質
２．置換積分法と部分積分法
３．いろいろな関数の不定積分

第２節　定積分
４．定積分とその基本性質
５．置換積分法と部分積分法
６．定積分のいろいろな問題

第３節　積分法の応用
７．面積
８．体積
９．道のり
１０．曲線の長さ

・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】
○不定積分の意味について，積分定数も含めて理解
している。
○関数 x^α  の不定積分を求めることができる。
○三角関数や指数関数の不定積分を求めることがで
きる。
○f(ax+b)  の不定積分を求めることができる。
○合成関数の微分の逆演算として置換積分法を理解
し，正しく適用できる。
○積の微分の逆演算として部分積分法を理解し，不
定積分を求めることができる。
○部分積分法を用いて，対数関数の不定積分を求め
ることができる。
○不定積分の公式が適用できるように式変形を工夫
して，分数関数の不定積分を求めることができる。
○不定積分の公式が適用できるように三角関数を適
切に変形して，不定積分を求めることができる。
○定積分は関数のグラフと x 軸の間の面積を表す
ことを理解している。
○定積分の定義や性質を理解し，不定積分をもとに
定積分を求めることができる。
○定積分の置換積分法では，積分区間の変化に注意
して計算できる。
○三角関数で置換する置換積分法を用いて定積分を
計算できる。
○偶関数，奇関数の定義を理解している。
○定積分の部分積分法を理解し，それを利用して定
積分を計算できる。
○上端が x である定積分を，x で微分することが
できる。
○数列の和の極限を定積分を用いて求めることがで
きる。
○関数の大小と定積分の大小の関係を用いたり，定
積分を図形の面積とみたりすることで，不等式の証
明ができる。
○定積分を用いて図形の面積を求めることができ
る。
○曲線 x＝g(y) で囲まれた部分の面積を求めるこ
とができる。
○F(x，y)＝0 で表される曲線で囲まれた図形の面
積を求めることができる。
○定積分で体積が求められる仕組みを，区分求積法
で面積が求められることと関連付けて理解してい
る。
○x 軸，y 軸周りの回転体の体積を求めることがで
きる。
○数直線上で運動する点の座標や通過した道のり
を，定積分を用いて求めることができる。
○座標平面上で運動する点の通過する道のりを，定
積分を用いて求めることができる。
○媒介変数表示された曲線の長さを，座標平面上で
点が通過した道のりと関連させて理解している。
○媒介変数表示された曲線の長さを求めることがで
きる。
○曲線 y＝f(x)  の長さを求めることができる。
【思考・判断・表現】
○定数倍および和，差の不定積分の公式が適用でき
るように式を適切に変形できる。
○f(g(x)) g^' (x)  の関数の形に着目して式を見
たり変形したりすることで，不定積分の計算ができ
る。
○部分積分法を用いるとき，どの関数を f(x)，
g(x)  と考えるか，適切に判断できる。また，その
根拠を説明できる。
○部分分数に分解する方法を理解している。
○絶対値を含む関数の定積分を，積分区間を分けて
求めることができる。
○√(a^2-x^2 )  の定積分について，円の面積と関
連付けて考察できる。
○偶関数，奇関数の性質を用いて定積分の計算が効
率的にできる。
○上端，下端に x を含む定積分を，xの関数と捉え
て問題を解決できる。
○定積分は定数であることを利用して，定積分を含
む関数を求めることができる。
○区分求積法について理解し，長方形の作り方を変
えた場合などについても考察，説明ができる。
○媒介変数表示された曲線で囲まれた図形の面積
を，置換積分法を活用して求めることができる。
○立体の断面がどのような図形になるか考え，定積
分を用いて体積を求めることができる。
○F(x，y)＝0で表される曲線や媒介変数表示された
曲線で囲まれる図形を回転させてできる回転体の体
積を求めることができる。
○数直線上を運動する点が通過する道のりについ
て，v-t グラフで囲まれた部分の面積と関連付けて
考察できる。
○曲線 y=f(x)  は x=t，y=f(t)  と媒介変数表示
することで，曲線y=f(x)  の長さを求められること
を理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度で学習に取
り組んでいる。

○ ○

第１節　導関数
１．微分係数と導関数
２．導関数の計算
第２節　いろいろな関数の導関数
１．微分係数と導関数
２．導関数の計算
３．いろいろな関数の導関数
４．第 n 次導関数
５．曲線の方程式と導関数

・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】
○定義にしたがって微分係数を求めることができ
る。
○関数が微分可能であることと連続であることの関
係について理解し，関数が微分可能でないことを示
すことができる。
○導関数を，微分係数を与える関数として理解して
いる。
○定義にしたがって導関数を求めることができる。
○積の導関数の公式を適用して，関数を微分でき
る。
○商の導関数の公式を適用して，関数を微分でき
る。
○合成関数の導関数を求めることができる。
○逆関数の微分法を用いて，導関数を求めることが
できる。
○三角関数を含む関数の微分ができる。
○対数関数を含む関数の微分ができる。
○対数微分法を用いて複雑な関数を微分することが
できる。
○指数関数を含む関数の微分ができる。
○高次導関数の定義や表記を理解し，種々の関数の
高次導関数を求めることができる。
○方程式 F(x，y)＝0 を関数(陰関数)とみる考え方
を理解している。
○方程式 F(x，y)＝0 を関数(陰関数)とみて微分す
ることができる。
○媒介変数 t で表された関数の導関数を，t を用
いて表すことができる。
【思考・判断・表現】
○連続性が微分可能性の必要条件であるが十分条件
ではないことを具体的な関数を用いて考察できる。
○これまで学んだ公式を用いて，新たな公式を証明
することができる。
○log|x|  の導関数について，それを考える理由と
ともに理解し，導関数の計算ができる。
○第2次，第3次導関数などを求めることで，一般の
第 n 次導関数を求めることができる。
○陰関数表示 F(x，y)＝0 を，陽関数表示 y=f(x)
としなくても微分できることを理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度で学習に取
り組んでいる。

○ ○

定期考査 ○ ○

第１節　数列の極限
１．数列の極限
２．無限等比数列
３．無限級数

第２節　関数の極限
４．関数の極限（１）
５．関数の極限（２）
６．三角関数と極限
７．関数の連続性

・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

1

３

学

期

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表
現・処理したりする技能を身に付けるようにする。
数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力、数学的な表
現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解
決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善しようとする態度や創造性の基礎を培う。

定期考査 ○ ○ 1

【知識・技能】
○数列の極限についての用語や表記および∞の意味
について理解している。
○数列の収束，発散などの用語の意味を正確に理解
し，簡単な数列の極限を調べることができる。
○収束する数列の極限値の性質を理解し，正しく適
用できる。
○数列の極限について，不定形を解消するように式
変形して収束，発散を調べることができる。
○無限等比数列の極限を調べることができる。
○無限等比数列が収束する条件を理解している。
○r^n  を含む数列について，不定形を解消するよ
うに式変形を工夫し，極限を求めることができる
○無限等比級数の収束，発散を調べることができ
る。
○無限等比級数が収束する条件を理解している。
○収束する無限級数の性質を理解し，正しく適用で
きる。
○無限級数の収束，発散と一般項 a_nの収束，発散
との関係を正しく理解し，無限級数の収束，発散を
調べることができる。
○x→a のときの関数の極限の表記，および収束す
る場合に成り立つ極限の性質について理解し，簡単
な極限を求めることができる。
○x=a で定義されていない関数についても x→a の
ときの極限値が存在することがあることを理解して
いる。
○x→a のとき発散する関数があること，およびそ
の表記について理解し，簡単な極限を求めることが
できる。
○右側極限，左側極限が異なる関数について，それ
ぞれの極限を求めることができる。
○x→±∞ のときの関数の極限の表記について理解
し，簡単な極限を求めることができる。
○指数関数，対数関数について，x→±∞ のときの
極限を求めることができる。
○簡単な三角関数の極限を求めることができる。
○関数が x＝a で連続であることの定義を正しく理
解している。
○定義に基づいて，関数が連続であるか連続でない
かを調べることができる。
○連続関数の定義を理解している
○閉区間で連続な関数が最大値，最小値をもつこと
を理解している。
【思考・判断・表現】
○工夫して式変形し，数列の極限を求めることがで
きる。
○数列の極限が簡単に求められない場合，はさみう
ちの原理を用いて極限を求めることができる。
○r^n  を含む数列について，既習事項を適用でき
るように，r の値によって適切に式変形して，極限
を考察できる。
○漸化式で定められる数列について，一般項を求め
ることで既習内容に帰着し，極限を求めることがで
きる。
○無限級数の収束，発散について，部分和の極限
を，既習の数列の極限として捉え，調べることがで
きる。
○無限級数の収束，発散について，部分和の極限
を，既習の数列の極限として捉え，調べることがで
きる。
○繰り返しを含む点の移動の問題に，無限等比級数
を活用することができる。
○循環小数を無限等比級数と捉え，循環小数を分数
で表すことができる。
○繰り返しを含む点の移動の問題に，無限等比級数
を活用することができる。
○循環小数を無限等比級数と捉え，循環小数を分数
で表すことができる。
○不定形を解消するように工夫して式変形し，関数
の極限を求めることができる。
○関数の極限についての等式から定数を求めること
ができる。
○右側極限と左側極限が異なる関数について，グラ
フを用いて極限について考察できる。
○不定形を解消するように工夫して式変形し，x→
±∞ のときの関数の極限を求めることができる。
○関数の極限が簡単に求められない場合，はさみう
ちの原理を用いて極限を求めることができる
○sinx/x  の極限を利用できるように適切に式変形
し，三角関数を含む関数の極限を求めることができ
る。，
○三角関数の極限を活用して，図形に関する極限に
ついて考察できる。
○中間値の定理を直感的に理解し，それを用いて解
の存在について考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度で学習に取
り組んでいる。

1

第４章 微分法の応用
導関数を，接線，関数の増減，グラフ
などに活用できるようにするとともに，
積極的に導関数を活用しようとする姿勢
を育てる。

第１節　導関数の応用
１．接線の方程式
２．平均値の定理
３．関数の値の変化
４．関数のグラフ

第２節　いろいろな応用
５．方程式，不等式への応用
６．速度と加速度
７．近似式

・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】
○微分係数の意味を理解しており，曲線の接線の方
程式を求めることができる。
○曲線の法線の方程式を求めることができる。
○平均値の定理の図形的な意味を理解している。
○導関数を用いて関数の増減を調べることができ
る。
○導関数を用いて関数の極値を求めることができ
る。
○関数の極値が与えられたとき，関数を決定するこ
とができる。
○関数の増減を調べて，最大値，最小値を求めるこ
とができる。
○第2次導関数の図形的な意味を理解し，曲線の凹
凸や変曲点を調べることができる。
○第2次導関数と極値の関係を理解している。
○e^x/x^(n )   や  x^n/e^x    の x→∞ のとき
の極限について，直感的に理解している。
○導関数の定義から，点の位置を表す関数の導関数
が速度を，第2次導関数が加速度を表すことを理解
している。
○直線上を運動する点の速度と加速度を求めること
ができる。
○平面上を運動する点の速さと加速度の大きさを求
めることができる。
○微分係数の意味とその図形的な意味から，関数の
近似式について理解できる。
○関数の1次の近似式を作ることができる。
【思考・判断・表現】
○曲線外の点Cから曲線に接線を引くとき，接点Aに
おける接線が点Cを通ると読み替えて，接線の方程
式を求めることができる。
○陰関数の微分を活用して，接線の方程式を求める
ことができる。
○平均値の定理を用いた不等式の証明ができる。
○数学Ⅱで学習した関数の増減や導関数との関係に
ついて，より厳密に定義し直した上で，平均値の定
理を用いて証明することができる。
○微分可能でない点でも関数が極値をもつことがあ
ることを理解し，定義をもとに極値を求めることが
できる。
○増減や凹凸，漸近線などを調べて，関数のグラフ
をかくことができる。
○不等式を関数の値域の条件として捉え，関数の増
減を用いて不等式の証明ができる。
○方程式の解を関数のグラフの交点として捉え，グ
ラフを用いて方程式の解について考察できる。
○直線上を運動する点の速度，加速度をもとに，平
面上を運動する点の速度，加速度について考察でき
る。
○関数の1次の近似式を活用して，数の近似値を求
めることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度で学習に取
り組んでいる。

○ ○ ○

○
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年間授業計画

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・
処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学のよさを認識し数学を活用しようとしたり、粘り強く
柔軟に考え数学的に論拠に基づき判断しようとしている。
問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善
したりしようとする。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学B
数学 数学B

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数列、統計的な推測についての基本的な概念や原理、法則を
体系的に理解している。事象を数学化したり、数学的に解釈
したり、数学的に表現・処理したりすることに関する技能を
身に付けている。

離散的な変化の規則性に着目し、事象を数学的に表現し考
察する力、確率分布の性質に着目し、母集団の傾向を推測
し判断したり、標本調査の方法や結果を批判的に考察した
りする力、日常の事象や社会の事象を数学化し、問題を解
決したり、解決の過程や結果を振り返って考察したりする
力を身に付けている。

数研出版　高等学校　数学B

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力、数学的な表現を
用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解決の
過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善しようとする態度や創造性の基礎を培う。

数学B

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

１
学
期

数列と一般項 数列やその一般項の表し方につい
て理解する。基本的な数列として
等差数列と等比数列を理解し、そ
れらの和を求められるようにす
る。これらの数列を様々な事象の
考察に役立てようとする姿勢を養
う。

【知識・技能】
数列の定義、表記について理解している。
【思考・判断・表現】
数の並び方からその規則性を推定して数列の
一般項を考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
数の並び方に興味をもち、その規則性を発見
しようとする。

○ ○ ○ 6

等差数列
等差数列の和
等比数列

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

等比数列の和
和の記号
階差数列

○

問題演習

○ 5

確率変数の期待値と分散
確率変数の和と積
二項分布

確率変数と確率分布について理解
し、期待値や分散、標準偏差など
を求めることを通じて、分布の特
徴を把握できるようにする。連続
型確率変数についても理解し、正
規分布を様々な日常の事象の考察
に活用できるようにする。

【知識・技能】
期待値。分散。標準偏差を求めることができ
る。
和と積の期待値を求めることができる
【思考・判断・表現】
確率分布の特徴を考察することができる。
確率変数の和の期待値を、複雑な場合に応用
する。
【主体的に学習に取り組む態度】
期待値、分散に関する公式を、既知の公式を
用いて導こうとする。
確率変数の独立について注意を向けようとす
る。

○ ○ ○ 8

数列や統計的な推測について理解
し、それらを様々な事象の考察に
役立てようとする姿勢を養う。

【知識・技能】
数列、統計的な推測についての基本的な概念
や原理、法則を体系的に理解している。事象
を数学化したり、数学的に解釈したり、数学
的に表現・処理したりすることに関する技能
を身に付けている。
【思考・判断・表現】
離散的な変化の規則性に着目し、事象を数学
的に表現し考察する力、確率分布の性質に着
目し、母集団の傾向を推測し判断したり、標
本調査の方法や結果を批判的に考察したりす
る力、日常の事象や社会の事象を数学化し、
問題を解決したり、解決の過程や結果を振り
返って考察したりする力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとした
り、粘り強く柔軟に考え数学的に論拠に基づ
き判断しようとしている。問題解決の過程を
振り返って考察を深めたり、評価・改善した
りしようとする。

○

6

合計

70

統計的な推測 確率変数と確率分布について理解
し、期待値や分散、標準偏差など
を求めることを通じて、分布の特
徴を把握できるようにする。連続
型確率変数についても理解し、正
規分布を様々な日常の事象の考察
に活用できるようにする。母集団
と標本、標本平均について理解
し、仮設検定ができるようにす
る。

【知識・技能】
日常の身近な問題を統計処理するのに、正規
分布を利用できる。
【思考・判断・表現】
正規分布を利用して現実のデータについて考
察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
様々なデータについて考察しようとする。

○ ○ ○

数列やその一般項の表し方につい
て理解する。基本的な数列として
等差数列と等比数列を理解し、そ
れらの和を求められるようにす
る。これらの数列を様々な事象の
考察に役立てようとする姿勢を養
う。

【知識・技能】
等差数列の公差、一般項を理解している。
【思考・判断・表現】
隣接する項の関係が考察できる。等差数列の
和を求める方法を工夫できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
等差数列の和の公式を自ら導こうとする。

1

いろいろな数列の和
漸化式

数列やその一般項の表し方につい
て理解する。基本的な数列として
等差数列と等比数列を理解し、そ
れらの和を求められるようにす
る。これらの数列を様々な事象の
考察に役立てようとする姿勢を養
う。

【知識・技能】
工夫をして和を求めることができる。漸化式
から一般項を求めることができる。
【思考・判断・表現】
既知の漸化式に帰着させて複雑な漸化式を考
えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
具体的な事象に漸化式を活用しようとする。

○ ○ ○

○

5

1章1節確認テスト ○

○ ○ ○ 6

5

保谷

３

学
期

○ ○

確率変数と確率分布 確率変数と確率分布について理解
し、期待値や分散、標準偏差など
を求めることを通じて、分布の特
徴を把握できるようにする。連続
型確率変数についても理解し、正
規分布を様々な日常の事象の考察
に活用できるようにする。

【知識・技能】
確率変数や確率分布について、用語の意味を
理解する。
【思考・判断・表現】
試行の結果を確率分布で表すことの意味がと
らえられている。
【主体的に学習に取り組む態度】
確率分布について積極的に考察しようとす
る。

○ ○

数列やその一般項の表し方につい
て理解する。基本的な数列として
等差数列と等比数列を理解し、そ
れらの和を求められるようにす
る。これらの数列を様々な事象の
考察に役立てようとする姿勢を養
う。

【知識・技能】
等比数列の和の公式を適切に利用して和を求
めることができる。Σの計算ができる。階差
数列を利用して一般項を求めることができ
る。
【思考・判断・表現】
等比数列の和を求める方法を工夫できる。数
列の和を記号で表して簡単に計算する方法を
工夫する。数列の規則性を発見する。
【主体的に学習に取り組む態度】
複利計算に興味・関心をもち、具体的な問題
に取り組もうとする。群数列に興味を持ち考
察しようとする。具体的な事象の考察に漸化
式を積極的に活用しようとする。

○ ○

1章3節確認テスト ○

1章2節確認テスト ○ ○ 1

2章1節確認テスト ○ ○ 1

確率変数の和と積
二項分布
正規分布

確率変数と確率分布について理解
し、期待値や分散、標準偏差など
を求めることを通じて、分布の特
徴を把握できるようにする。連続
型確率変数についても理解し、正
規分布を様々な日常の事象の考察
に活用できるようにする。

【知識・技能】
独立な確率変数の積の期待値を求めることが
できる。
二項分布に従う確率変数の期待値や分散を求
めることができる。
【思考・判断・表現】
具体的な事象を二項分布として捉え、考察す
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
二項分布のグラフに関心をもち、調べてみよ
うとする。

○ ○ ○ 8

○

16

2章2節確認テスト ○ ○ 1

２
学
期



（様式２の１）                                       

東京都立  保谷 高等学校 全日制 課程  普通 科 

 

 

１ 設置教科・科目の名称 

数学・数学演習α 

２ 設置の理由 

 ・演習を通して、個に応じた指導を充実させたい。 

・数学Ⅰと数学Ａを関連させた発展的内容について演習を行うことによって、入試に対応する力を身に付けさ

せたい。 

３ 設置教科・科目の目標 

 ・スパイラル学習により、基本的な内容の定着を図る。 

 ・具体的な事象を数学化し数学的に表現・処理するなど、問題解決の能力を身に付けさせる。 

 ・問題解決の過程を振り返って考察を深めるなどして、評価・改善しようとする態度を身に付けさせる。 

４ 設置教科・科目の学習内容 

 ・1学年で学習した内容についてポイントを押さえ復習する。 

 ・基本的問題について演習し、基礎・基本を定着させる。 

 ・標準的問題について演習し、入試に対応する力の基礎を身に付ける。 

 ・数学Ⅰと数学Ａの融合問題を含め、総合的発展的な問題について演習し、入試に対応する力を身に付け

る。 

５ 設置教科・科目の履修学年及び履修単位数 

第３学年 ３単位 

６ 担当を予定している教員の教科 

  数学 

７ 使用教科書等 

  教科書：７１３ 数研出版「高等学校数学Ⅰ」 ７１３ 数研出版「高等学校数学A」 

副教材：数研出版「4プロセス数学Ⅰ・A」  数研出版「シニア数学演習Ⅰ・Ⅱ・A・B・C（ベクトル）」



（様式２の２）〔年間指導計画〕                        

 

東京都立   保谷  高等学校 全日制 課程 普通 科 

８ 年間指導計画

(1) 授業の１単位時間：（５０）分間 

(2) 年間指導計画： 

学期 指 導 項 目 指 導 内 容 評 価 計 画 配当時間 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数と式 

 

 

 

集合と命題 

 

2次関数 

 

 

 

 

 

 

 

図形と計量 

 

 

 

 

 

式の計算 

式の値 

1次不等式 

 

集合と命題 

 

関数とグラフ 

関数の最大・最小 

 

（中間考査） 

 

2次方程式，2次不等式 

2次関数のグラフとｘ軸の共有点 

 

三角比の基本 

三角比と図形 

データの分析 

 

（期末考査） 

 

[知識・技能] 

考査 

[思考判断表現]  

考査 

[主体性] 

授業の取り組

み・提出物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

 

６ 

 

 

８ 

 

１ 

 

 

１０ 

 

 

 

１５ 

 

１ 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場合の数と確率 

 

 

 

 

 

図形の性質 

 

整数の性質 

 

 

 

 

 

 

場合の数，順列 

組合せ 

確率 

 

（中間考査） 

 

図形の性質 

 

約数と倍数 

不定方程式 

整数の種々の問題 

 

（期末考査） 

 

 

 

 

 

 

 

[知識・技能] 

考査 

[思考判断表現]  

考査 

[主体性] 

授業の取り組

み・提出物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

 

１ 

 

１０ 

 

 

 

１２ 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 



３ 

 

 

 

 

数学Ⅰ・Aのまとめ 

 

（学年末考査） 

[知識・技能] 

考査 

[思考判断表現]  

考査 

[主体性] 

授業の取り組

み・提出物 

９ 

 

１ 

配 当 時 間 合 計 １０５ 

 



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようと
する
態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
よう
とする態度、問題解決の過程を振り返って考察を
深め
たり、評価・改善しようとする態度や創造性の基
礎を
培う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関
数，三角関数及び微分・積分・数列・統計的な推
測・ベクトルの考えについての基本的な概念や原
理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数
学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表
現・処理したりする技能を身に付けるようにす
る。

数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式が成
り立つことなどについて論理的に考察する力，座
標平面上の図形について構成要素間の関係に着目
し，方程式を用いて図形を簡潔・明瞭・的確に表
現したり，図形の性質を論理的に考察したりする
力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してそ
の特徴を数学的に考察する力，関数の局所的な変
化に着目し，事象を数学的に考察したり，問題解
決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考
察したりする力,離散的な変化の規則性に着目
し、事象を数学的に表現し考察する力、確率分布
の性質に着目し、母集団の傾向を推測し判断した
り、標本調査の方法や結果を批判的に考察したり

シニア数学演習Ⅰ・Ⅱ・A・B・C

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展
的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判
断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善しようとする態度
や創造性の基礎を培う。

数学演習β

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

１

学

期

第９章
式と証明

多項式の乗法・除法及び分数式の
四則計算について理解できるよう
にする。
数の範囲や式の性質に着目し，等
式や不等式が成り立つことを証明
できるようにする。

23.恒等式、等式の証明
24.不等式の証明

・問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】
パスカルの三角形の性質を理解し，二項定理
を利用して展開式やその項の係数を求めるこ
とができる。多項式の割り算の計算ができ，
割り算で成り立つ等式を理解し利用すること
ができる。分数式の約分，四則計算ができ，
計算の結果を既約分数式または多項式の形に
して表現することができる。恒等式と方程式
の違いを理解し，恒等式となるように係数を
決定することができる。恒等式A = Bの証明
を，適切な方法で行うことができる。実数の
大小関係の基本性質に基づいて，自明な不等
式を証明したり，平方の大小関係や相加平
均・相乗平均の大小関係を利用して，不等式
を証明することができる。

【思考・判断・表現】
二項定理をパスカルの三角形と結び付けて考
えることができる。多項式の割り算の結果を
等式で表して考えることができる。分数式を
分数と同じように約分，通分して扱うことが
できる。与えられた条件式の利用方法を考
え，等式を証明することができる。差を利用
して，不等式を証明することができる。不等
式の証明に実数の性質を利用できるように，
式変形を考えることができ，等号成立につい
て考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする
態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判
断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりし
ようとする態度で学習に取り組んでいる。

○ ○ ○ 10

第10章
複素数と方程式

方程式についての理解を深め，数
の範囲を複素数まで拡張して2次方
程式を解くことができるようにす
る。
剰余の定理や因数分解を利用して
高次方程式を解くことができるよ
うにする。

○

○ ○ ○ 10

11

【知識・技能】
複素数，複素数の相等の定義を理解し，複素
数の四則計算ができる。負の数の平方根を理
解し，i を用いて処理することができる。2次
方程式の解の公式を利用して，2次方程式を解
くことができる。判別式を利用して，2次方程
式の解の種類を判別することができる。解と
係数の関係を使って，対称式の値や2次方程式
の係数を求めることができる。対称式を基本
対称式で表して，式の値を求めることができ
る。2次方程式の解を利用して，2次式を因数
分解できる。和と積が与えられた2数を，2次
方程式を解くことにより求めることができ
る。剰余の定理を利用して，余りを求めるこ
とができる。高次式を因数分解でき，その因
数分解や因数定理を利用して，高次方程式を
解くことができる。高次方程式の虚数解か
ら，方程式の係数を決定することができる。
　
【思考・判断・表現】
複素数の表記を理解し，複素数の四則計算の
結果は複素数であることを理解している。与
えられた2数を解にもつ2次方程式が1つには定
まらないことを理解している。異なる2つの実
数α，βが正の数，負の数，異符号であるこ
とを，同値な式で表現できる。2次方程式の解
の符号に関する問題を，解と係数の関係を利
用して解くことができる。高次方程式を1次方
程式や2次方程式に帰着させることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする
態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判
断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりし
ようとする態度で学習に取り組んでいる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

保谷

29.曲線と直線
30.軌跡
31.領域、図形と式の種々の問題

・問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】
与えられた条件を満たす円の方程式の求め方
を理解している。x， y の2次方程式を変形し
て，その方程式が表す図形を調べたり，3点を
通る円の方程式を求めたり，円と直線の共有
点の座標を求めることができる。円と直線の
位置関係を適切な方法で判定できる。円の接
線の公式を理解していて，円外の点から引い
た接線の方程式を求めることができる。2つの
円の位置関係と中心間の距離と半径から円の
方程式を求めることができる。2つの円の共有
点の座標を求める際に，適切な方法で文字を
消去することができる。点が満たす条件から
得られた方程式を図形として考察することが
できる。軌跡の定義を理解し，与えられた条
件を満たす点の軌跡を求めることができる。
媒介変数処理が必要な軌跡の求め方を理解し
ている。不等式や連立不等式の表す領域を図
示することができる。

25.複素数とその計算、２次方程式
の理論
26.剰余の定理・因数定理
27.種々の方程式の解法

・問題集、端末利用
・提出物、小テスト

○ ○

○

思 態

第11章
図形と方程式

座標や式を用いて，直線の性質や
関係を数学的に表現し，その有用
性を認識するとともに，事象の考
察に活用できるようにする。

数学 数学演習β
数学 数学演習β 3

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学
的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

定期考査

1

第12章
三角関数

加法定理を理解し，それらを事象
の考察に活用できるようにする。

32.三角関数（1）
33.三角関数（2）

・問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】
加法定理を利用して，種々の三角関数の値を
求めることができる。2倍角，半角の公式など
を利用して，三角関数の値を求めたり，等式
を証明したり，三角関数を含むやや複雑な方
程式・不等式を解くことができる。三角関数
の合成ができ，合成後の変数のとる値の範囲
に注意して，方程式を解いたり，関数の最大
値・最小値を求めることができる。

【思考・判断・表現】
角を弧度法で表した場合にも，加法定理が適
用できる。2倍角の公式を利用して，三角関数
を含むやや複雑な方程式・不等式の角を統一
して考えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする
態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判
断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりし
ようとする態度で学習に取り組んでいる。

○

定期考査

定期考査 ○ ○

1

〇 1

２

学

期

第13章
指数関数と対数関数

指数関数について理解し，それら
を事象の考察に活用できるように
する。
対数関数について理解し，それら
を事象の考察に活用できるように
する。

34.指数関数・対数関数（1）
35.指数関数・対数関数（2）

・問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】
指数が整数の場合指数や有理数の場合の累乗
の定義を理解し，累乗の計算や，指数法則を
利用した計算をすることができる。累乗根の
定義を理解し，累乗根の計算ができる。ま
た，累乗根を含む計算では，分数指数を利用
して計算することができる。指数が無理数の
場合の累乗根の意味を理解することができ
る。指数関数や対数関数のグラフの概形，特
徴を理解し，指数関数や対数関数を含む不等
式を解くことができる。指数と対数とを相互
に書き換えることができる。対数の定義を理
解し，対数の値を求めることができる。対数
の性質に基づいた種々の対数の値の計算がで
きる。底の変換公式を等式として利用でき
る。常用対数の定義を理解し，それに基づい
て種々の値を求めたり，桁数の問題や小数首
位問題などを解くことができる。

【思考・判断・表現】
指数法則が成り立つように，指数の範囲を正
の整数から実数にまで拡張していることを理
解している。累乗根をグラフによって考察す
ることができる。指数関数や対数関数のグラ
フの特徴を理解している。指数関数や対数関
数の増減によって，大小関係や不等式・方程
式を考察することができる。指数法則から，
対数の性質を考察することができる。対数と
指数の関係から，両者のグラフが互いに直線
y=x に関して対称であるという見方ができ関
係や方程式・不等式を考察することができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする
態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判
断しようとする態度，問題解決の過程を振り

〇 〇

第14章
微分法・積分法

微分係数や導関数の意味について
理解し，それらの有用性を認識す
るとともに，事象の考察に活用で
きるようにする。
導関数の理解を深めるとともに，
導関数の有用性を認識できるよう
にする。
積分の考えについて理解し，それ
らの有用性を認識するとともに，
事象の考察に活用できるようにす
る。

36.導関数と接線
37.関数の増減・極値
38.最大・最小（微分法）
39.方程式・不等式への応用
40.積分の計算
41.定積分で表された関数
42.面積

・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】
極限値を計算して微分係数を求めることでき
る。平均変化率，微分係数の定義を理解し，
それらを求めることができる。微分係数の図
形的意味や定義に基づいて導関数を求める方
法を理解している。導関数の性質を利用し
て，種々の導関数の計算ができる。導関数を
利用して，微分係数を求めたり，関数の増減
を調べることができる。微分係数を利用し
て，接線の方程式を求めることができる。接
線の方程式の公式を利用して，接線の方程式
を求めることができる。関数の増減や極値を
調べるのに，増減表を書いて考察し，関数の
極値を求めたり，グラフをかいたりすること
ができる。不定積分の定義や性質を理解し，
それを利用する不定積分の計算方法を理解し
ている。与えられた条件を満たす関数を，不
定積分を利用して求めることができる。定積
分の定義や性質を理解し，それを利用する定
積分の計算方法を理解している。定積分は定
数であることを理解し，それを利用して，定
積分を含む関数を求めることができる。直線
や曲線で囲まれた部分の面積，上下関係が入
れ替わる2つの曲線で囲まれた部分の面積を，
定積分で表して求めることができる。

【思考・判断・表現】
導関数を表す種々の記号を理解していて，そ
れらを適切に使うことができる。接線の傾き
で関数の増減が調べられることを理解してい
る。最大値・最小値と極大値・極小値の違い
を，意識して考察できる。方程式の実数解の
個数を，関数のグラフと x 軸の共有点の個数
に読み替えて考察できる。不等式を，関数の
グラフと x 軸との上下関係に読み替えて，考
察できる。微分法の逆演算としての不定積分
を考察することができる。定積分の性質の等
式を，左辺から右辺，右辺から左辺への変形

〇 〇

合計

105

定期考査

３

学

期

第15章
数列

数列やその一般項の表し方につい
て理解する。基本的な数列として
等差数列と等比数列を理解し、そ
れらの和を求められるようにす
る。これらの数列を様々な事象の
考察に役立てようとする姿勢を養
う。

43.等差数列・等比数列
44.種々の数列
45.漸化式と数列
46.数学的帰納法

・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】
数列の定義、表記について理解している。等
差数列の公差、一般項を理解している。等比
数列の和の公式を適切に利用して和を求める
ことができる。Σの計算ができる。階差数列
を利用して一般項を求めることができる。工
夫をして和を求めることができる。漸化式か
ら一般功を求めることができる。数学的帰納
法を用いて命題を証明できる。

【思考・判断・表現】
数の並び方からその規則性を推定して数列の
一般項を考察できる。隣接する項の関係が考
察できる。等差数列の和を求める方法を工夫
できる。等比数列の和を求める方法を工夫で
きる。数列の和を記号で表して簡単に計算す
る方法を工夫することができる。数列の規則
性を発見することができる。既知の漸化式に
帰着させて複雑な漸化式を考えることができ
る。既知の漸化式に帰着させて複雑な漸化式
を考えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする
態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判
断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりし
ようとする態度で学習に取り組んでいる。

〇 〇 〇 12

〇 〇

第17章
ベクトル

向きと大きさをもつ量としてのベ
クトルの意味およびその演算につ
いて理解し、成分表示と演算がで
きるようにする。平面上のベクト
ルの拡張として空間のベクトルを
捉え、空間図形の性質の考察など
に活用できるようにする。座標空
間における点や図形について考察
できるようにする。

49.ベクトル
50.ベクトルと平面図形
51.ベクトルと空間図形

・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】
ベクトルの定義や表し方を理解している。ベ
クトルの演算ができる。ベクトルの成分計算
と内積の計算ができる。位置ベクトルの意味
を理解し、内分点、外分点の位置ベクトル、3
点が一直線上にあることを証明できる。直線
や円のベクトル表示ができる。位置ベクトル
の定義や内分点・外分点、重心などの位置ベ
クトルを理解している。球面の方程式を求め
ることができる。

【思考・判断・表現】
ベクトルの定義を理解し、図示できる。平行
条件と垂直条件を活用して、等式の証明や図
形の問題に活用できる。位置ベクトルを活用
して図形の性質が考察できる。点Pの存在範囲
を求めることができる。空間のベクトルが3つ
のベクトルの線形和で一通りに表される理由
について説明できる。ベクトルの垂直条件が
活用できる。４点が同一平面上にある条件や
一直線上にある条件について考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする
態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判
断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりし
ようとする態度で学習に取り組んでいる。

〇 〇 〇

第16章
統計的な推測

確率変数と確率分布について理解
し、期待値や分散、標準偏差など
を求めることを通じて、分布の特
徴を把握できるようにする。連続
型確率変数についても理解し、正
規分布を様々な日常の事象の考察
に活用できるようにする。

47.確率分布
48.統計的な推測

・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】
確率変数や確率分布について、用語の意味を
理解できる。期待値、分散、標準偏差を求め
ることができる。和と積の期待値を求めるこ
とができる

【思考・判断・表現】
試行の結果を確率分布で表すことの意味がと
らえられている。確率分布の特徴を考察する
ことができる。確率変数の和の期待値を、複
雑な場合に応用する。

【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする
態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判
断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりし
ようとする態度で学習に取り組んでいる。

〇 14

〇 〇 1

〇

12

〇 9

【思考・判断・表現】
円の方程式が x， y の2次方程式で表される
ことや3点を通る円はこの3点を頂点とする三
角形の外接円であることを理解している。円
と直線の共有点の個数を，2次方程式の実数解
の個数で考察することができる。円の中心か
ら直線までの距離と円の半径の大小関係を代
数的に処理することで，円と直線の位置関係
を考察することができる。2つの円の位置関係
を，中心間の距離と半径の関係で考察するこ
とができる。平面上の点の軌跡を，座標平面
を利用して考察することができる。不等式の
満たす解を，座標平面上の点の集合としてみ
ることができる。条件の真理集合を考えるこ
とにより，命題の真偽を真理集合の包含関係

として考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする
態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判
断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりし
ようとする態度で学習に取り組んでいる。

○ ○ ○ 12

〇 11



年間授業計画

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

物理の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的に探究するために必要な観察，実験
などに関する技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

数研出版　物理７０７・７０８　総合物理

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

物理

【 知　識　及　び　技　能 】

理科 物理 6

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

60

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

保谷

３
学
期

２
学
期

第3編 波
水面波，音，光などの波動現象につ
いて観察，実験などを通して，次の
事項を身に付けることができるよう
に指導する。
ア　波について，日常生活や社会と
関連付けて，基本的な物理法則等を
理解するとともに，それらの観察，
実験などに関する技能を身に付ける
こと。
イ　波について，観察，実験などを
通して探究し，波の伝わり方，音，
光における規則性や関係性を見いだ
して表現すること。

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を
身に付けるようにする。

物理的な事物・現象に主体的に関わり，科学的
に探究しようとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 物理

大橋　義裕

○

第4編 電気と磁気
第3章 電流と地場
第4章 電磁誘導と電磁波

○

第3篇 波
第1章 波の性質
第2章 音
第3章 光

総合演習
【知識及び技能】
物理の基本的な概念や原理・法則の
理解を深め，科学的に探究するため
に必要な観察，実験などに関する技
能を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
観察，実験などを行い，科学的に探
究する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
物理的な事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度
を養う。

大学共通テスト・入試問題演習

〇 〇

○

【知識・技能】
物理の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的に探究するために必要な観察，実
験などに関する技能を身に付けるようとして
いる。
〈評価方法〉
確認テスト・ロイロドリル・定期考査

【思考・判断・表現】
観察，実験などを行い，科学的に探究しよう
としている。
〈評価方法〉
確認テスト・実験プリント・定期考査

【主体的に学習に取り組む態度】
物理的なな事物・現象に主体的に関わり，科
学的に探究しようとしている。
〈評価方法〉
確認テスト・ドリル・振り返りシート

第5編 原子
電子，原子及び原子核に関する現象
についての観察，実験などを通し
て，次の事項を身に付けることがで
きるよう指導する。
ア　原子について，基本的な物理法
則等を理解するとともに，それらの
観察，実験などに関する技能を身に
付けること。
イ　原子について，観察，実験など
を通して探究し，電子と光，原子と
原子核における規則性や関係性を見
いだして表現すること

第5編 原子
第1章 電子と光
第2章 原子と原子核

○ ○

○ ○

第4編 電気と磁気
磁気に関する現象についての観察，
実験などを通して，次の事項を身に
付けることができるように指導す
る。
ア　磁気について，日常生活や社会
と関連付けて，基本的な物理法則等
を理解するとともに，それらの観
察，実験などに関する技能を身に付
けること。
イ　磁気について，観察，実験など
を通して探究し，電気と電流におけ
る規則性や関係性を見いだして表現
すること。

第1編 力と運動
第2編 熱と気体
物体の運動についての観察，実験な
どをとおして，次の事項を身に付け
ることができるように指導する。
ア　様々な運動について，基本的な
物理法則等を理解するとともに，そ
れらの観察，実験などに関する技能
を身に付けること。
イ　様々な物体の運動について，観
察，実験などを通して探究し，平面
内の運動と剛体のつり合い，運動
量，円運動と単振動，万有引力，気
体分子の運動における規則性や関係
性を見いだして表現すること。

第1編 力と運動
第1章 剛体にはたらく力のつり合
い
第4章 運動量の保存
第5章 円運動と万有引力

第2編 熱と気体
第1章 熱と物質
第2章 気体のエネルギーと状態変
化

第4編 電気と磁気
電気に関する現象についての観察，
実験などを通して，次の事項を身に
付けることができるように指導す
る。
ア　電気について，日常生活や社会
と関連付けて，基本的な物理法則等
を理解するとともに，それらの観
察，実験などに関する技能を身に付
けること。
イ　電気について，観察，実験など
を通して探究し，電気と電流におけ
る規則性や関係性を見いだして表現
すること。

第4編 電気と磁気
第1章 電場
第2章 電流

○

【知識・技能】
物理の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的に探究するために必要な観察，実
験などに関する技能を身に付けるようとして
いる。
〈評価方法〉
確認テスト・ロイロドリル・定期考査

【思考・判断・表現】
観察，実験などを行い，科学的に探究しよう
としている。
〈評価方法〉
確認テスト・実験プリント・定期考査

【主体的に学習に取り組む態度】
物理的なな事物・現象に主体的に関わり，科
学的に探究しようとしている。
〈評価方法〉
確認テスト・ドリル・振り返りシート

【知識・技能】
物理の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的に探究するために必要な観察，実
験などに関する技能を身に付けるようとして
いる。
〈評価方法〉
確認テスト・ロイロドリル・定期考査

【思考・判断・表現】
観察，実験などを行い，科学的に探究しよう
としている。
〈評価方法〉
確認テスト・実験プリント・定期考査

【主体的に学習に取り組む態度】
物理的なな事物・現象に主体的に関わり，科
学的に探究しようとしている。
〈評価方法〉
確認テスト・ドリル・振り返りシート

○ 46

○ ○ ○ 26

〇

○ 28

○ 20

○ 30

合計

210



年間授業計画

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【知識・技能】
生物の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的に探究するために必要な観察，実
験などに関する技能を身に付けるようとして
いる。
〈評価方法〉
確認テスト・ロイロドリル・定期考査

【思考・判断・表現】
観察，実験などを行い，科学的に探究しよう
としている。
〈評価方法〉
確認テスト・実験プリント・定期考査

【主体的に学習に取り組む態度】
生物的なな事物・現象に主体的に関わり，科
学的に探究しようとしている。
〈評価方法〉
確認テスト・ドリル・振り返りシート

○ 46

○ ○ ○ 26

〇

○ 28

○ 20

○ 30

合計

210

第1章　生物の進化
第2章　細胞と分子
生物の進化についての観察，実験な
どを通して，次の事項を身に付ける
ことができ
るよう指導する。
ア　生物の進化について，次のこと
を理解するとともに，それらの観
察，実験などの
技能を身に付けること。
イ　生物の進化について，観察，実
験などを通して探究し，生物の進化
についての特
徴を見いだして表現すること

第1章　生物の進化
第2章　細胞と分子

第3章　代謝
第4章　遺伝情報の発現と発生

生命現象と物質についての観察，実
験などを通して，次の事項を身に付
けることが
できるよう指導する。
ア　生命現象と物質について，次の
ことを理解するとともに，それらの
観察，実験な
どの技能を身に付けること。
イ　生命現象と物質について，観
察，実験などを通して探究し，生命
現象と物質につ
いての特徴を見いだして表現するこ
と

第3章　代謝
第4章　遺伝情報の発現と発生

○

【知識・技能】
生物の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的に探究するために必要な観察，実
験などに関する技能を身に付けるようとして
いる。
〈評価方法〉
確認テスト・ロイロドリル・定期考査

【思考・判断・表現】
観察，実験などを行い，科学的に探究しよう
としている。
〈評価方法〉
確認テスト・実験プリント・定期考査

【主体的に学習に取り組む態度】
生物的なな事物・現象に主体的に関わり，科
学的に探究しようとしている。
〈評価方法〉
確認テスト・ドリル・振り返りシート

総合演習
【知識及び技能】
生物の基本的な概念や原理・法則の
理解を深め，科学的に探究するため
に必要な観察，実験などに関する技
能を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
観察，実験などを行い，科学的に探
究する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
生物的な事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度
を養う。

大学共通テスト・入試問題演習

○ ○

○ ○

第7章　生物群集と生態系

　生態と環境についての観察，実験
などを通して，次の事項を身に付け
ることができ
るよう指導する。
ア　生態と環境について，次のこと
を理解するとともに，それらの観
察，実験などに
関する技能を身に付けること。
イ　生態と環境について，観察，実
験などを通して探究し，生態系にお
ける，生物間
の関係性及び生物と環境との関係性
を見いだして表現すること。

保谷

３
学
期

２
学
期

第5章　動物の反応と行動
第6章　植物の環境応答

　生物の環境応答についての観察，
実験などを通して，次の事項を身に
付けることが
できるよう指導する。
ア　生物の環境応答について，次の
ことを理解するとともに，それらの
観察，実験な
どの技能を身に付けること。
イ　生物の環境応答について，観
察，実験などを通して探究し，環境
変化に対する生
物の応答の特徴を見いだして表現す
ること。

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を
身に付けるようにする。

生物的な事物・現象に主体的に関わり，科学的
に探究しようとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 生物

○

第7章　生物群集と生態系

○

60

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

第5章　動物の反応と行動
第6章　植物の環境応答

総合演習
【知識及び技能】
生物の基本的な概念や原理・法則の
理解を深め，科学的に探究するため
に必要な観察，実験などに関する技
能を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
観察，実験などを行い，科学的に探
究する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
生物的な事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度
を養う。

大学共通テスト・入試問題演習

〇 〇

○

【知識・技能】
生物の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的に探究するために必要な観察，実
験などに関する技能を身に付けるようとして
いる。
〈評価方法〉
確認テスト・ロイロドリル・定期考査

【思考・判断・表現】
観察，実験などを行い，科学的に探究しよう
としている。
〈評価方法〉
確認テスト・実験プリント・定期考査

【主体的に学習に取り組む態度】
生物的なな事物・現象に主体的に関わり，科
学的に探究しようとしている。
〈評価方法〉
確認テスト・ドリル・振り返りシート

理科 生物 6

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

生物の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的に探究するために必要な観察，実験
などに関する技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

数研出版　生物

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

生物

【 知　識　及　び　技　能 】



年間授業計画

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○ ○

○

1○ ○

【知識・技能】
日常生活や社会との関連を図りながら，物質
とその変化について理解するとともに，科学
的に探究するために必要な観察，実験などに
関する基本的な技能を身に付けるようにす
る。
〈評価方法〉
ドリル・定期考査
【思考・判断・表現】
観察，実験などを行い，科学的に探究しよう
としている。
〈評価方法〉
ドリル・実験プリント・定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
物質とその変化に主体的に関わり，科学的に
探究しようとする態度を養う。
〈評価方法〉
実験プリント・ドリル・振り返りシート

保谷

３
学
期

２
学
期

第2編　物質の変化
第1章　物質量と化学反応式
【知識及び技能】
物質量と化学反応式，化学反応，化
学が拓ひらく世界について，次のこ
とを理解するとともに，それらの観
察，実験などに関する技能を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】
物質の変化とその利用について，観
察，実験などを通して探究し，物質
の変化における規則性や関係性を見
いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
物質とその変化に主体的に関わり，
科学的に探究しようとする態度を養
う。

定期考査

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身
に付けるようにする。

物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探
究しようとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 化学基礎演習

18

1 原子量・分子量・式量
2 物質量
3 溶液の濃度
4 化学反応式と物質量

第1編　物質の構成と化学結合
　第1章　物質の構成
　第2章　物質の構成粒子
【知識及び技能】
物質の構成粒子について，次のこと
を理解すること。また，物質と化学
結合についての観察，実験などを通
して，次のことを理解するととも
に，それらの観察，実験などに関す
る技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
物質の構成について，観察，実験な
どを通して探究し，物質の構成にお
ける規則性や関係性を見いだして表
現する。
【学びに向かう力、人間性等】
物質とその変化に主体的に関わり，
科学的に探究しようとする態度を養
う。

1 純物質と混合物
2 物質とその成分
3 物質の三態と熱運動

1 原子とその構造
2 イオン
3 周期表

1

定期考査

○ 13

第2編　物質の変化
第2章　酸と塩基の反応
【知識及び技能】
物質量と化学反応式，化学反応，化
学が拓ひらく世界について，次のこ
とを理解するとともに，それらの観
察，実験などに関する技能を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】
物質の変化とその利用について，観
察，実験などを通して探究し，物質
の変化における規則性や関係性を見
いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
物質とその変化に主体的に関わり，
科学的に探究しようとする態度を養
う。

1 酸･塩基
2 水素イオン濃度とpH
3 中和反応と塩
4 中和滴定

○ ○ ○ 10

○ ○

1
定期考査

○ ○

定期考査
○ ○

理科 化学基礎演習 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

第1編　物質の構成と化学結合
　第3章　粒子の結合
【知識及び技能】
物質の構成粒子について，次のこと
を理解すること。また，物質と化学
結合についての観察，実験などを通
して，次のことを理解するととも
に，それらの観察，実験などに関す
る技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
物質の構成について，観察，実験な
どを通して探究し，物質の構成にお
ける規則性や関係性を見いだして表
現する。
【学びに向かう力、人間性等】
物質とその変化に主体的に関わり，
科学的に探究しようとする態度を養
う。

○

○

12

定期考査

1 イオン結合とイオン結晶
2 共有結合と分子
3 配位結合
4 分子間にはたらく力
5 高分子化合物
6 共有結合の結晶
7 金属結合と金属結晶

○ ○

日常生活や社会との関連を図りながら，物質と
その変化について理解するとともに，科学的に
探究するために必要な観察，実験などに関する
基本的な技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

実教出版　化基７０４　化学基礎

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

化学基礎演習

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ 1

第2編　物質の変化
第3章　酸化還元反応
【知識及び技能】
物質量と化学反応式，化学反応，化
学が拓ひらく世界について，次のこ
とを理解するとともに，それらの観
察，実験などに関する技能を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】
物質の変化とその利用について，観
察，実験などを通して探究し，物質
の変化における規則性や関係性を見
いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
物質とその変化に主体的に関わり，
科学的に探究しようとする態度を養
う。

1 酸化と還元
2 酸化剤と還元剤
3 金属の酸化還元反応
4 酸化還元反応の利用

〇 〇 〇 12

合計

70



年間授業計画

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 選択

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

保谷 理科 生物基礎演習
理科 生物基礎演習 2

高等学校　生物基礎　数研出版

理科

【 知　識　及　び　技　能 】

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

生物基礎演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日常生活や社会との関連を図りながら，生物や
生物現象について理解するととも
に，科学的に探究するために必要な観察，実験
などに関する基本的な技能を身に付
けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する
力を養う。

生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探
究しようとする態度と，生命を尊
重し，自然環境の保全に寄与する態度を養う。

1

態
配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

定期考査
○ ○

○

[知識・技能]生物の遺伝子に関する知識があ
る。またそれらを観察するための方法がわか
る。
◎評価方法
小テスト・考査
[思考判断表現]
生物の遺伝子に関する知識をもとに結果を予
想することができる。
◎評価方法
小テスト・考査
[主体性]
意欲的に遺伝子について学習を進めている
◎評価方法
授業の取り組み・提出物

○ ○ ○

10

1

２
学
期

生物の体内環境の維持 体内環境

体内環境の調節

免疫

[知識・技能]生物の恒常性についての知識が
ある。　◎評価方法・・小テスト・考査
[思考判断表現]　生物の恒常性について、自
分の言葉で説明し、表現することができる。
◎評価方法・・小テスト・考査
[主体性]生物の恒常性について意欲的に学習
を進めているか
◎評価方法・・授業の取り組み・提出物

12

生物の多様性と生態系

定期考査
○

３
学
期

生態系

バイオーム

遷移

生態系のバランス

[知識・技能]生物の多様性についての知識が
ある。
◎評価方法・・小テスト・考査
[思考判断表現]生物の多様性について、自分
の言葉で説明し、表現することができる。
◎評価方法・・小テスト・考査
[主体性]生物の多様性について意欲的に学習
を進めているか
◎評価方法・・授業の取り組み・提出物

10

合計

8

思考力問題・計算問題を重点的に
授業で取り扱う。知識に関しては
授業はじめに小テストを行うこと
で定着を図る。
問題演習ほか・・模擬試験形式で
問題演習ほか、各自の進路希望・
興味関心・到達度に応じて課題を
進める。

[知識・技能]生物基礎全般の知識が身につい
ている
◎評価方法・・小テスト・考査
[思考判断表現]生物基礎の知識をもとに、グ
ラフを読み取ったり、自分の考えを表現する
ことができる
◎評価方法・・小テスト・考査
[主体性]意欲的に生物基礎について学習を進
めている
◎評価方法・・授業の取り組み・提出物

まとめ

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるようにする。

50

生物の特徴 生物の多様性と共通性

細胞

代謝とエネルギー

[知識・技能]生物の細胞に関する知識があ
る。またそれらを観察するための方法がわか
る。　◎評価方法・・小テスト・考査
[思考判断表現]　生物の細胞に関する知識を
もとに結果を予想することができる。
◎評価方法・・小テスト・考査
[主体性]意欲的に生物の特徴について学習を
進めている
◎評価方法・・授業の取り組み・提出物

○ ○ ○ 8

遺伝子とそのはたらき 遺伝情報

タンパク質合成

複製と分化

ゲノムと遺伝子



年間授業計画

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的に探究するために必要な観察，実験
などに関する技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

数研出版　化学７０６　化学

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

化学演習

【 知　識　及　び　技　能 】

理科 化学演習 6

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

第4編　有機化合物
【知識及び技能】
有機化合物について，次のことを理
解するとともに，それらの観察，実
験などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
有機化合物について，観察，実験な
どを通して探究し，有機化合物，高
分子化合物の性質における規則性や
関係性を見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
化学的な事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度
を養う。

○

○

40

定期考査

合計

210

定期考査
○ ○

30

定期考査
○ ○ 1

○ 38

第2編　物質の変化
【知識及び技能】
化学反応とエネルギー，化学反応と
化学平衡について，次のことを理解
するとともに，それらの観察，実験
などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
物質の変化と平衡について，観察，
実験などを通して探究し，化学反応
とエネルギー，化学反応と化学平衡
における規則性や関係性を見いだし
て表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
化学的な事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度
を養う。

第1章　化学反応とエネルギー
第2章　電池と電気分解
第3章　化学反応の速さとしくみ
第4章　化学平衡

○ ○ ○ 43

○ ○

1

第1章　有機化合物の分類と分析
第2章　脂肪族炭化水素
第3章　アルコールと関連化合物
第4章　芳香族化合物

○ ○

○ ○

【知識・技能】
化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的に探究するために必要な観察，実
験などに関する技能を身に付けるようとして
いる。
〈評価方法〉
ドリル・定期考査
【思考・判断・表現】
観察，実験などを行い，科学的に探究しよう
としている。
〈評価方法〉
ドリル・実験プリント・定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
化学的な事物・現象に主体的に関わり，科学
的に探究しようとしている。
〈評価方法〉
実験プリント・ドリル・振り返りシート

第1章　高分子化合物の性質
第2章　天然高分子化合物
第3章　合成高分子化合物

終章　化学とともに歩む

○ ○ ○ 29

保谷

３
学
期

２
学
期

第1編　物質の状態
【知識及び技能】
　物質の状態とその変化，溶液と平
衡について，次のことを理解すると
ともに，それらの観察，実験などに
関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
物質の状態と平衡について，観察，
実験などを通して探究し，物質の状
態とその変化，溶液と平衡における
規則性や関係性を見いだして表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
化学的な事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度
を養う。

定期考査

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を
身に付けるようにする。

化学的な事物・現象に主体的に関わり，科学的
に探究しようとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 化学演習

26

第1章　固体の構造
第2章　物質の状態変化
第3章　気体
第4章　溶液

総合演習
【知識及び技能】
化学の基本的な概念や原理・法則の
理解を深め，科学的に探究するため
に必要な観察，実験などに関する技
能を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
観察，実験などを行い，科学的に探
究する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
化学的な事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度
を養う。

大学共通テスト・入試問題演習

〇 〇 〇

第3編　無機物質
【知識及び技能】
無機物質について，次のことを理解
するとともに，それらの観察，実験
などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
無機物質について，観察，実験など
を通して探究し，典型元素，遷移元
素の性質における規則性や関係性を
見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
化学的な事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度
を養う。

第1章　非金属元素
第2章　金属元素（I）-典型元素-
第3章　金属元素（II）-遷移元素-

○ ○ ○

○

1

第5編　高分子化合物
【知識及び技能】
高分子化合物について，次のことを
理解するとともに，それらの観察，
実験などに関する技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
高分子化合物について，観察，実験
などを通して探究し，有機化合物，
高分子化合物の性質における規則性
や関係性を見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
化学的な事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度
を養う。



年間授業計画

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的に探究するために必要な観察，実験
などに関する技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

数研出版　化学７０６　化学

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

理科演習(化学領域)

【 知　識　及　び　技　能 】

理科 理科演習(化学領域) 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

第4編　有機化合物
【知識及び技能】
有機化合物について，次のことを理
解するとともに，それらの観察，実
験などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
有機化合物について，観察，実験な
どを通して探究し，有機化合物，高
分子化合物の性質における規則性や
関係性を見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
化学的な事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度
を養う。

○

○

12

定期考査

合計

70

定期考査
○ ○

11

定期考査
○ ○ 1

○ 12

第2編　物質の変化
【知識及び技能】
化学反応とエネルギー，化学反応と
化学平衡について，次のことを理解
するとともに，それらの観察，実験
などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
物質の変化と平衡について，観察，
実験などを通して探究し，化学反応
とエネルギー，化学反応と化学平衡
における規則性や関係性を見いだし
て表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
化学的な事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度
を養う。

第1章　化学反応とエネルギー
第2章　電池と電気分解
第3章　化学反応の速さとしくみ
第4章　化学平衡

○ ○ ○ 15

○ ○

1

第1章　有機化合物の分類と分析
第2章　脂肪族炭化水素
第3章　アルコールと関連化合物
第4章　芳香族化合物

○ ○

○ ○

【知識・技能】
化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的に探究するために必要な観察，実
験などに関する技能を身に付けるようとして
いる。
〈評価方法〉
ドリル・定期考査
【思考・判断・表現】
観察，実験などを行い，科学的に探究しよう
としている。
〈評価方法〉
ドリル・実験プリント・定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
化学的な事物・現象に主体的に関わり，科学
的に探究しようとしている。
〈評価方法〉
実験プリント・ドリル・振り返りシート

第1章　高分子化合物の性質
第2章　天然高分子化合物
第3章　合成高分子化合物

終章　化学とともに歩む

○ ○ ○ 8

保谷

３
学
期

２

学
期

第1編　物質の状態
【知識及び技能】
　物質の状態とその変化，溶液と平
衡について，次のことを理解すると
ともに，それらの観察，実験などに
関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
物質の状態と平衡について，観察，
実験などを通して探究し，物質の状
態とその変化，溶液と平衡における
規則性や関係性を見いだして表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
化学的な事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度
を養う。

定期考査

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を
身に付けるようにする。

化学的な事物・現象に主体的に関わり，科学的
に探究しようとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 理科演習(化学領域)

山本　尚史

8

第1章　固体の構造
第2章　物質の状態変化
第3章　気体
第4章　溶液

総合演習
【知識及び技能】
化学の基本的な概念や原理・法則の
理解を深め，科学的に探究するため
に必要な観察，実験などに関する技
能を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
観察，実験などを行い，科学的に探
究する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
化学的な事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度
を養う。

大学共通テスト・入試問題演習

〇 〇 〇

第3編　無機物質
【知識及び技能】
無機物質について，次のことを理解
するとともに，それらの観察，実験
などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
無機物質について，観察，実験など
を通して探究し，典型元素，遷移元
素の性質における規則性や関係性を
見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
化学的な事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度
を養う。

第1章　非金属元素
第2章　金属元素（I）-典型元素-
第3章　金属元素（II）-遷移元素-

○ ○ ○

○

1

第5編　高分子化合物
【知識及び技能】
高分子化合物について，次のことを
理解するとともに，それらの観察，
実験などに関する技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
高分子化合物について，観察，実験
などを通して探究し，有機化合物，
高分子化合物の性質における規則性
や関係性を見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
化学的な事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度
を養う。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（　学年用） 教科3学年用  科目
教　科：芸術 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 2 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

46

保谷

３
学
期

E単元卒業制作　
　　
　　
　　
　　
【知識及び技能】
　今までの制作踏まえ各自テーマを
決め制作
【思考力、判断力、表現力等】　
　用途も踏まえる
【学びに向かう力、人間性等】

･指導事項　各自がテーマや技法、
素材などを元に計画立案ができ、完
成まで進めるよう個々へのアドバイ
スをしながら進める　　　　　　　　
　　　　　･素材　各自

【知識・技能】
　意図に応じて材料や用具を生かすと共に、手
順や技法を吟味し、創造的に表している。　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

２
学
期

D単元　自分のための装飾品ー鋳造
による金属加工　
【知識及び技能】
　金属の特性や技法の特色を理解
し、造形的な特徴を考え全体のイ
メージや作風などを捉え表す。
【思考力、判断力、表現力等】　
　用途と美しさの調和を考え素材や
表現の良さを生かし身近な生活の視
点に立ち発想する。
【学びに向かう力、人間性等】
　造形的な良さや美しさを感じ取り
創造活動に主体的に取り組もうとす
る

･指導事項　身につける装飾品とし
て楽しめるデザインを考え，制作過
程を理解させ技法の特色をいかした
制作を行えるようにする　　　　　　
　　　　デザイン〜原型制作~型取
り〜金属の流し込み〜磨き完成　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
･教材　粘土、石膏、ピューター、

【知識・技能】
　　鋳造技法の制作手順をを踏まえ、一つ一つ
の工程を丁寧かつ、創造的にすすめている。　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

10

E単元　原毛を使った冬のものづく
り　
　　
　　
　　
　　
　
【知識及び技能】
　素材の特性と技法の特色を理解
し、全体のイメージや作風などを捉
え造形的に表す。　　　　　　　
【思考力、判断力、表現力等】　
　用途と美しさの調和を考え素材や

･指導事項　寒い季節に使用する日
用品として楽しく使えるデザインを
考え、制作過程を理解させ技法の特
色を生かした制作がおこなえるよう
にする　　　　　デザイン~型紙制
作〜水フェルトの制作　　　　　　　
･素材　原毛

【知識・技能】
　　縮絨技法の制作方法を踏まえ、意図に応じ
て材料や用具を生かすと共に、手順や技法を吟
味し、創造的に表している。　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

10

○ 14

【知識・技能】
　対象や事象を捉える造形的な視点について理
解を深めている
【思考・判断・表現】　
　工芸や伝統と文化に対する見方や感じ方を深
めている
【主体的に学習に取り組む態度】
　工芸や工芸の伝統と文化と豊かにかかわり主
体的に取り組もうとしている

6

【知識・技能】
　対象や事象を捉える造形的な視点について理
解を深めている｡　　　シルクスクリーンの制
作方法を踏まえ、意図に応じて制作創意工夫し
た表現活動をしている。
【思考・判断・表現】　
　使用する人や場に求められる機能と美しさの
調和を考え、制作の構想を練っている。
【主体的に学習に取り組む態度】　　　　　　　
　　　　　　　　　　主体的に使用することを
考え、生活を心豊かに演出する染色や文様の表
現の創作奥活動に取り組もうとしている。

○ ○

単元の具体的な指導目標 評価規準 知 思

１
学
期

A 単元　オリエンテーション
【知識及び技能】
　工芸とは？歴史、素材、技法など
様々な視点から普段使用しているモ
ノとの関わりを通して理解する
【思考力、判断力、表現力等】　
　生活との関わり、機能と造形の関
わりなどに着目し、工芸品に対する
見方や感じ方を深める。

・指導事項　「工芸」について　　　
　　　　　　　　基本的な造形の構
成について考える~点･線･面の構
成、染色体験（絞り染め）
・教材　　教科書「工芸Ⅰ」　染色
用具

【知識・技能】
　対象や事象を捉える造形的な視点について理
解を深めている
【思考・判断・表現】　
　工芸や伝統と文化に対する見方や感じ方を深
めている
【主体的に学習に取り組む態度】
　工芸や工芸の伝統と文化と豊かにかかわり主
体的に取り組もう　　　としている

○

B 単元リモート学習[模様(文様）に
ついて考える　　　　　Cしルクス
クリーンプリントのデザイン　
　
【知識及び技能】
　身近な視点に立った発想や構想を
基に歴史を踏まえ考察する
【思考力、判断力、表現力等】　
　生活との関わり、自然や風土との
関わり
【学びに向かう力、人間性等】
　多様な美意識からの成りたちC単元　シルクススクリーンプリン
トによる使うものの制作
【知識及び技能】
　シルクスクリーンや染色の技法の
技法を理解して 　丁寧に制作を進
める
【思考力、判断力、表現力等】　
　使用する人や場など求められる機
能と美しさや技法の特性をいかし、
構想を練リデザインする
【学びに向かう力、人間性等】
　制作過程における工夫や技法など
について考え、主体的に取り組もう
とする。

･指導事項　Bから引き続きデザイン
画制作と版の制作〜染色、プリント　
、まとめ　　　　　　　　･教材　　
シルクスクリーンカットシート，染
料、プリントインク，エコアック、
Tシャツ、手拭いなど

･指導事項　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　課題Ⅰ「模様（文
様）について考える」　　　　　　　
課題２「シルクスクリーンプリント
のデザイン」　･素材　筆記用具、
タブレット端末など ○ ○ ○ 4

配当
時数

○ ○ 2

態

教科　芸術 工芸
工芸 2

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

主体的に工芸の幅広い創造活動に取り組み，学
びに向かう力、生涯
 にわたり工芸を愛好する心情を育むとともに　
，感性、人間性等を高め，工芸の伝統と文化に
親しみ，生活や社会を

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理解
を深めるとともに，意図に応じて制作方法を創
意工夫し，創造的に表すことができるようにす
る。

造形的なよさや美しさ，表現の意図と創意工
夫，工芸の働きなどについて考え，思考力，判
断力， 思いや願いなどから心豊かに発想し構
想を練ったり，価値意識をもって工芸や工芸の
伝統と文化に対する見方や感じ方を深めたりす

日本文教出版　工芸Ⅰ

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を養う

工芸

【 知　識　及　び　技　能 】



週ごとの指導計画（単元指導計画）

高等学校 令和６年度(3学年用)  教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年　音楽表現選択者

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

題材の評価規準：

歌 器 創
組 組 組 組 組 組

表現

指導項目・内容

声楽の基礎
呼吸法、発声法
コンコーネ、コールユーブンゲン
楽典、ソルフェージュ、器楽合奏

器楽合奏の楽曲決定、練習

声楽の基礎
呼吸法、発声法の工夫
ソルフェージュ
二重唱曲の歌唱、器楽合唱

【知識・技能】
音楽の特徴と他の芸術と
の関わりについて理解し
ている。
【思考・判断・表現】
曲や演奏に対する評価と
その根拠につい
て考え，音楽のよさや美
しさを自ら味わって聴い
ている。
【主体的に学習に取り組
む態度】
音楽の特徴と他の芸術と
の関わりに関心をもち，
主体的・協働的に鑑賞の
学習活動に取り組もうと
している。

○

4/16,23,5/7

5/14,28,
6/4,11,18,
25

9/3,17,24,
10/8,10/22.
29,11/5,12

11/26,12/3

1/14,21

【思考・判断・表現】

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫する
ことや、音楽を評価しながらよさや美しさを自ら
味わって聴くことが出来るようになる。

【主体的に学習に取り組む態度】

主体的、協働的に音楽の幅広い活動に取り組
み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むと
ともに、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽
によって生活や社会を明るく豊かにしていく態
度を養う。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを味わうことができる。

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○

【知識・技能】
きちんとした発声を意識
しているか。
【思考・判断・表現】
曲想に合った音色で歌っ
ているか。
【主体的に学習に取り組
む態度】
主体的・協働的に歌唱の
学習活動に取り組もうと
している。

○

【知識・技能】
曲にふさわしい奏法，身
体の使い方などの技能，
及び他者との調和を意識
して演奏する技能を身に
付け，表している。
【思考・判断・表現】
音色，リズム，速度，テ
クスチュア，強弱，形
式，構成を知覚し，それ
らの働きを感受しなが
ら，知覚したことと感受
したこととの関わりにつ
いて考え，どのように演
奏するかについて表現意
図をもっている。
【主体的に学習に取り組
む態度】
曲想と手拍子や足踏み，
音色や奏法との関わり，
及び他者との調和を意識
して演奏することに関心
をもち，主体的・協働的
に器楽の学習活動に取り
組もうとしている。

○ ○ ○

○

3
学
期

○

鑑賞 ミュージカル

○○

歌唱

器楽 器楽合奏の練習

器楽

○ ○○

2
学
期

【知識・技能】
きちんとした発声を意識
しているか。
【思考・判断・表現】
曲想に合った音色で歌っ
ているか。
【主体的に学習に取り組
む態度】
主体的・協働的に歌唱の
学習活動に取り組もうと
している。

保谷 芸術科

鑑
賞

芸術に関する特質について理解し、表現するための技能を身に付ける。

評価の方法知 思 態

○

【知識・技能】
曲にふさわしい奏法，身
体の使い方などの技能，
及び他者との調和を意識
して演奏する技能を身に
付け，表している。
【思考・判断・表現】
音色，リズム，速度，テ
クスチュア，強弱，形
式，構成を知覚し，それ
らの働きを感受しなが
ら，知覚したことと感受
したこととの関わりにつ
いて考え，どのように演
奏するかについて表現意
図をもっている。
【主体的に学習に取り組
む態度】
曲想と手拍子や足踏み，
音色や奏法との関わり，
及び他者との調和を意識
して演奏することに関心
をもち，主体的・協働的
に器楽の学習活動に取り
組もうとしている。

実績(実施日）

○ ○

○

音楽表現
2

1
学
期

芸術科 音楽表現

互いの存在、表現を認め合い、高め合う力を育成する。

【知識・技能】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などと
の関わり及び音楽の多様性について理解すると
ともに、創意工夫を生かした音楽表現をするた
めに必要な技能を身に付ける。

○

具体的な指導目標

歌唱



年間授業計画

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

美術表現芸術

２
学
期

「自画像デッサン」
【知識・技能】
意図に応じて材料や用具の特性を生
かす。
【思考・判断・表現】
 表現形式の特性を生かし，形体や
色彩，構成などについて考え，創造
的な表現の構想を練る。
【主体的に学びに向かう態度】
 主体的に美術の幅広い創造活動に
取り組み，生涯にわたり美術を愛好
する心情を育むとともに，感性を高
め，美術文化に親しみ，心豊かな生
活や社会を創造していく態度を養
う。

・デッサンという方法で自己を表す
ことに関心を持ち，自分を見つめ感
じ取ったことから主題を生成する。
・主題をもとに，作品形態や表現方
法，用具の使い方などの構想を練
る。
・用具の特性を生かして制作する。
・完成作品を鑑賞しあい，意図や工
夫を感じ取り，話合う。

〇

「友人デッサン」
【知識・技能】
意図に応じて材料や用具の特性を生
かす。
【思考・判断・表現】
 表現形式の特性を生かし，形体や
色彩，構成などについて考え，創造
的な表現の構想を練る。
【主体的に学びに向かう態度】
 主体的に美術の幅広い創造活動に
取り組み，生涯にわたり美術を愛好
する心情を育むとともに，感性を高
め，美術文化に親しみ，心豊かな生
活や社会を創造していく態度を養
う。

・デッサンという方法で他者を表す
ことに関心を持ち，友人を見つめ感
じ取ったことから主題を生成する。
・主題をもとに，作品形態や表現方
法，用具の使い方などの構想を練
る。
・用具の特性を生かして制作する。
・完成作品を鑑賞しあい，意図や工
夫を感じ取り，話合う。

〇

３
学
期

「作家の生涯と作品～パブロ・ピカ
ソ」
【知識・技能】
造形の要素の働きを理解する
【思考・判断・表現】
・日本及び諸外国の美術作品や文化
遺産などから美意識や創造性などを
感じ取り，日本の美術の歴史や表現
の特質，それぞれの国の美術文化に
ついて考え，見方や感じ方を深め
る。
【主体的に学ぶ姿勢】
 主体的に美術の幅広い創造活動に
取り組み，生涯にわたり美術を愛好
する心情を育むとともに，感性を高
め，美術文化に親しみ，心豊かな生
活や社会を創造していく態度を養
う。

〇ピカソの生涯と作品に関心をおも
ち，さまざまに作風を変化させなが
ら新たな表現を追求した姿勢を感じ
取る。
〇感じたことや考えたことを話し合
い，他者の考えに関心を持ち，作家
や作品の見方や感じ方を深める。

【 知　識　及　び　技　能 】

〇

〇形や色，材料などから感情にもたらす効果
や，造形的な特徴などをもとに，自己を表した
作品を，全体のイメージや作風などえ捉えるこ
とを理解している。
〇自己を見つめ，感じ取ったことやから主題を
生成し，単純化や省略，強調，材料の質感や量
感をいかした表現などについて考え、創造的な
表現の構想を練っている。
〇主体的に自己を見つめ，感じ取ったことや考
えたことをもとにした表現の創造活動に取り組
もうとしている。

○ ○ ○ 10

18

○ ○ 2

16

〇

〇形や色，材料などが感情にもたらす効果や，
造形的な特徴などをもとに，ピカソの生涯との
関りから，作品を，全体のイメージや作風など
で捉えることを理解している。
〇ピカソの作品の造形的なよさや美しさを感じ
取るとともに，その生涯や心情と創造的な表現
の工夫などについて考え，見方や感じ方を深め
ている。
〇主体的にピカソの作品の造形的なよさや美し
さを感じ取り，その生涯や心情と作品との関係
などについて考える鑑賞の創造活動に取り組も
うとしている、

○

〇

〇形や色，材料などから感情にもたらす効果
や，造形的な特徴などをもとに，他者を表した
作品を，全体のイメージや作風などえ捉えるこ
とを理解している。
〇他者を見つめ，感じ取ったことやから主題を
生成し，単純化や省略，強調，材料の質感や量
感をいかした表現などについて考え、創造的な
表現の構想を練っている。
〇主体的に他者を見つめ，感じ取ったことや考
えたことをもとにした表現の創造活動に取り組
もうとしている

○ ○ ○

合
計

46

〇形や色，材料，光などが感情にもたらす効果
や，配色や構成などの造形的な特徴などをもと
に，効果的な伝達のデザインを，全体のイメー
ジや作風で捉えることを理解している。
〇内容や伝える相手などから主題を生成し，効
果的な表現形態や文字の配置，構成，配色など
について考え，創造的な表現の構想を練ってい
る。
〇内容や伝える相手について考え，効果的に内
容を伝えるデザインを工夫する表現の創造活動
に取り組もうとしている、

○ ○ ○

美術表現

思 態

【学びに向かう力、人間性等】

美術や美術文化と豊かに関り主体的に表現及び鑑賞の創造活動に取り組もうとしている。

配
当
時
数

１
学
期

A 「文化祭ポスターデザイン」
【知識及び技能】
意図に応じて材料や用具の特性を生
かす。
【思考力、判断力、表現力等】
 目的や条件，美しさなどを考え，
主題を生成する。
【学びに向かう力、人間性等】
 主体的に伝える表現活動に取り組
み，見方や感じ方を深める。

・デザインに関心を持ち,伝える相
手などから主題を生成する。
・主題をもとに，作品形態や表現方
法，配色や構成などの構想を練る。
・形や色，構成などを工夫して制作
する。
・完成作品を鑑賞しあい，意図や工
夫を感じ取り，話し合う。

〇 ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知

保谷
芸術 美術表現 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めている。創造的な美術の表現をするために必要な技術を身に付け，意図に応じて表現方法えお創意工夫し，表している。造形的な良さや美しさ，表現の意図と創造的な工夫，美術の働きなどについて考えるとともに，主題を生成し発想や構想を練ったり，美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりしている、

美術１

芸術

創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い，豊かな情操を培う。



（様式２の１）                                       

東京都立  保谷 高等学校 全日制 課程  普通 科 

 

 

１ 設置教科・科目の名称 

  芸術・趣味書道 

２ 設置の理由 

 IT化が進み手書きの機会や需要がうすれてゆく中、文字を一番書いているこの時期に今一度書の基本の書き方

や書式、文化や伝統に目を向けて生涯にわたり書を愛好する心情を育てられるよう本科目を「趣味書道」の名称

で設置する。 

 

３ 設置教科・科目の目標 

書道の幅広い活動を通して、書に関する見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の文字や書、書の伝統

と文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

 

(ア) 書の表現の方法や形式、多様性などについて幅広く理解するとともに、書写能力の向上を図り、書の

伝統に基づき、効果的に表現するための基礎的な技能を身に付けるようにする。 

 

(イ) 書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて構想し表現を工夫したり、作品や書の伝統と文化の意味

や価値を考え、書の美を味わい捉えたりすることができるようにする。 

 

(ウ) 主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、

書の伝統と文化に親しみ、書を通して心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 

 

 

４ 設置教科・科目の学習内容 

  《目標（ア）において》 
・漢字および仮名の古典の臨書をとおして、文字の構成や用筆を学ぶ。 
・漢字、ひらがな、カタカナの基礎的な書き方を学ぶ。 
 
《目標（イ）において》 
・古典作品を鑑賞し作品の特性、価値、表現効果などを味わう。 
・臨書で学んだ表現方法を活かして創作作品を作る。 
・生徒同士で作品を鑑賞し合いそのよさや表現を味わう。 
 
《目標（ウ）において》 
・生活の中の書や実用的な書の書き方を学ぶ。 
・用具用材の正しい使い方を学び、目的に合った道具をみずから選び表現に工夫をする。 

 
 

５ 設置教科・科目の履修学年及び履修単位数 



  第３学年 ２単位 

６ 担当を予定している教員の教科 

   芸術 書道 

 

７ 使用教科書等 

   光村図書「書Ⅰ」 ３８ 光村 書Ⅰ ７０５ 

 

８ 年間指導計画（様式２の２） 

 

 

記入上の注意 
 

（１）「３ 設置教科・科目の目標」については、箇条書きで具体的に記入する。 

（２）「４ 設置教科・科目の学習内容」については、大項目、中項目等を箇条書きで具体的に記入する。 

（３）「６ 担当を予定している教員の教科」については、「学校設定科目」の場合には当該教科の名称

を、「学校設定教科」の場合には担当を予定している教員が取得している免許状の教科の名称を記入

する。 

（４）「７ 使用教科書等」については、教科用図書の他に副読本等を含むものとする。 

（５）「８ 年間指導計画」については「様式２の２」に、指導項目、指導内容及び配当時間等を詳細に記

入する。 

    その際、評価計画については、評価の観点及び評価方法を記入する。また、配当時間については、

１単位当たりの授業時数が３５単位時間となるように年間指導計画を作成する。 



（様式２の２）〔年間指導計画〕                        

 

東京都立   保谷  高等学校 全日制 課程 普通 科 

８ 年間指導計画

(1) 授業の１単位時間：（５０）分間 

(2) 年間指導計画： 

学期 指 導 項 目 指 導 内 容 評 価 計 画 配当時間 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

基礎的な字形の学習 

 

文字を美しく（正しく整え

て）書くためのポイント 

 ●漢字 

 ●ひらがな 

 ●カタカナ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暮らしの中の書 

 ●うちわ作り 

和紙を板締め絞りの手

法を使って染め、文字を

書く 

 

 

 

 

漢字かな交じりの書 

 ●（半紙）詩文 

 ●（半切）自分の用意し

た言葉で書く 

 

 

 

臨書 

 

・普段の自身が書く文字の癖を把握させる 

 

・活字との違いや本来の手書き(書写体)の美し

い字形とはどういうものか、毛筆と硬筆両方を

使って確認させる 

 

・字母を知ることによって、より正しい形を理解

させる 

 

・誤りやすい形を確認 

 

・漢字、ひらがな、カタカナの違いとそれぞれの

特徴を理解させる 

 

・ワークシートにポイントを各自まとめさせる 

 

 

 

 

 

 

 

・うちわに書く文字と色との調和を考えさせる 

 

・伝統的な和紙の染め方で色付けさせる 

  

・歳時記より夏の言葉を選び、表現にあった書

体と大きさで書かせる 

 

 

 
・五體字類を使って字調べさせる 
 
・文字の大きさ、行間、余白、書体、落款に留意
し、表現方法に合った用具・用材を決めさせる 
 
・構成に工夫し作品を書かせる 
 
 
 
 
・古典の特徴を捉えるとともに、配置と大きさに留

三観点すべて 

※1提出された作品 

※２ワークシート 

（文字の丁寧さ含

む） 

により評価する 

 

(１)知識技能 

①書写能力 

②用具用材の効果

的な使い方 

 

(２)思考判断表現 

①活字との違いを

理解している 

②基礎知識からの

応用ができている

か 

 

(３)主体的に学習に

取り組む態度 

①ワークシートに

要点をまとめる 

 

 

※１ 

(１) ①②  

(２) 

③文字の大きさ 

④余白などの配置 

(３) 

⑤一つ一つの工程

の作業の丁寧さ 

 

※１および※２ 

(１) ①② 

(２) ③④ 

(３) 

⑥工夫して取り組

む姿勢 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●古典を自ら選び臨書

する 

 

 ●表装をする 

 

 

 

 

 

 

実用書（ペン字） 

 ●履歴書 

 ●往復はがき 

 

 

 

 

小品作り 

 ●大色紙、紙コースタ

ー、和紙を使って卓上も

しくは壁掛けにする小作

品を作る 

 

 

 

大字 

 ●自分の今年一年を

表す漢字 

（全紙二分の一） 

 

 

 

 

くらしの中の書 

（筆ペン） 

 ●金封の表書き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意して作品を書かせる 
 
 
・表装機を使って裏打ちをすることで表具の大切
さを理解させる 
 
 
 
 
 
 
 
 
・定型書式の正しい書き方や決まりを理解し、さら
に美しく読みやすくみえるように工夫して書かせ
る 

 

 

 

 

 
・文字決めから書体、使用する用具用材の正しい
使い方を理解させる 
 
・文字に合った表装を考え、自分らしい作品を制
作させる 
 
・生徒同士で鑑賞させる（鑑賞ワークシート） 
 

 

 
・文字を決め、紙のサイズに合った太さと大きさで
書かせる（半紙に書くときとの違いを知る） 
 
・本文に調和した落款を考え、書かせる 

 (位置および大きさ) 

  

 

 

・表書きの決まりを理解させる 

 

・大きさ、位置に留意しながら書かせる 

 

・実際の金封を使って書かせる 

 

 

 

 

 

 

※１ 

(１) 

 

⑦古典の書風の理

解および用筆、運

筆の技能 

(２) ③④ 

(３) ⑤ 

 

 

※１ 

(１) ①② 

(２) ③④ 

(３) ⑤ 

 

 

 

※１および※２ 

(１) ①②  

(２) ③④ 

(３) ⑤⑥ 

 

 

 

 

※１ 

(１) ①②  

(２) ③④ 

(３) ⑤⑥ 

 

 

 

 

※１ 

(１) ①② 

(２) ①③④ 

(３) ⑤ 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

８ 

配 当 時 間 合 計 
７０ 

 

 

 

 

３ 



年間授業計画

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

3

学

期

7

定期考査 ○ ○ 1

○

○

○

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合う
ために必要となる論理の構成や展開及び
表現等を理解している。
技能 日本とアメリカの課外活動につい
て，自分の意見や主張などを，論理の構
成や展開を工夫して詳しく話したりかい
たりして伝え合う技能を身に付けてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
日本とアメリカの課外活動の比較につい
て，相手に理解してもらえるように，複
数の資料を活用しながら，自分の意見や
主張などを，論理の構成や展開を工夫し
て詳しく話したり書いたりして伝え合っ
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
日本とアメリカの課外活動の比較につい
て，相手に理解してもらえるように，複
数の資料を活用しながら，自分の意見や
主張などを，論理の構成や展開を工夫し

○ ○

What do you do after school?
メール交換
アメリカの部活動と日本の部活
動の違いを比較する。

○ ○ 7

○ ○

○

6

○ ○ 6

○

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合う
ために必要となる論理の構成や展開及び
表現等を理解している。
技能 オンライン診療と対面診療につい
て，自分の意見や主張などを，論理の構
成や展開を工夫して詳しく話したり書い
たりして伝え合う技能を身に付けてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
オンライン診療と対面診療の利点につい
て，相手に理解してもらえるように，複
数の資料を活用しながら，自分の意見や
主張などを，論理の構成や展開を工夫し
て詳しく話したり書いたりして伝え合っ
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
オンライン診療と対面診療の利点につい
て，相手に理解してもらえるように，複
数の資料を活用しながら，自分の意見や
主張などを，論理の構成や展開を工夫し

○ ○

1

○

保谷
外国語 論理・表現Ⅲ 2

Lesson7
【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うため
に必要となる論理の構成や展開及び表現等
を理解する。
技能 日本とアメリカの課外活動について，
自分の意見や主張などを，論理の構成や展
開を工夫して詳しく話したりかいたりして
伝え合う技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
日本とアメリカの課外活動の比較につい
て，相手に理解してもらえるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主張
などを，論理の構成や展開を工夫して詳し
く話したり書いたりして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
日本とアメリカの課外活動の比較につい
て，相手に理解してもらえるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主張
などを，論理の構成や展開を工夫して詳し
く話したり書いたりして伝え合う。Leson8
【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うため
に必要となる論理の構成や展開及び表現等
を理解する。
技能 コミュニケーションスタイルの比較に
ついて，自分の意見や主張などを，論理の
構成や展開を工夫して詳しく話したり書い
たりして伝え合う技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
コミュニケーションスタイルの比較につい
て，相手に理解してもらえるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主張
などを，論理の構成や展開を工夫して詳し
く話したり書いたりして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
コミュニケーションスタイルの比較につい
て，相手に理解してもらえるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主張
などを，論理の構成や展開を工夫して詳し
く話したり書いたりして伝え合う。

2

学

期

Lesson5
【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うため
に必要となる論理の構成や展開及び表現等
を理解する。
技能 オンライン診療と対面診療について，
自分の意見や主張などを，論理の構成や展
開を工夫して詳しく話したり書いたりして
伝え合う技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
オンライン診療と対面診療の利点につい
て，相手に理解してもらえるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主張
などを，論理の構成や展開を工夫して詳し
く話したり書いたりして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
オンライン診療と対面診療の利点につい
て，相手に理解してもらえるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主張
などを，論理の構成や展開を工夫して詳し
く話したり書いたりして伝え合う。

Online doctor consultations
ウェブサイト
オンライン診療と通常の対面診
療を比較して、それぞれの利点
を考える。

○ ○ ○

Direct and indirect ways of
communication
オンライン講義
日本のコミュニケーションズ・
スタイルに関するオンライン講
義を受け、「ハイ・コンテクス
ト」と「ロー・コンテクスト」
のスタイルの特徴について学
び、レポートを書く。

○ ○

Lesson6
【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うため
に必要となる論理の構成や展開及び表現等
を理解する。
技能 生活スタイルの改善について，自分の
意見や主張などを，論理の構成や展開を工
夫して詳しく話したり書いたりして伝え合
う技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
友達に生活スタイルの改善を助言できるよ
うに，複数の資料を活用しながら，自分の
意見や主張などを，論理の構成や展開を工
夫して詳しく話したり書いたりして伝え合
う。
【学びに向かう力、人間性等】
友達に生活スタイルの改善を助言できるよ
うに，複数の資料を活用しながら，自分の
意見や主張などを，論理の構成や展開を工
夫して詳しく話したり書いたりして伝え合

Healthy lifestyle
友達同士の会話
クラスメートのジェイクの健康
状態を気に掛け、生活スタイル
を改善するためのアドバイスを
する。

英語の特徴やきまりに関する事項及びその働きや役割を
理解できるようにする。
目的や場面，状況に応じて，自分の意見や主張などを論
理の構成や展開を工夫して，詳しく話したり書いたりし
て伝え合うことができる技能を身に付けるようにする。

目的や場面，状況に応じて，自分の意見や主張
などを論理の構成や展開を工夫して，詳しく話
したり書いたりして伝え合う力を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙,表現,文法,言語の働きなどの理解を深めるとともに,これらの知識を,聞くこと,読むこと,話す
こと,書くことによる実際のコミュニケーションにおいて,目的や場面,状況などに応じて適切に活用できる技能を身
に付けるようにする。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め,聞き手,読み手,話し手,書き手に配慮しながら,主体的,自律的に外国
語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

論理・表現Ⅲ

１

学

期

Lesson1
【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うため
に必要となる論理の構成や展開及び表現等
を理解する。
技能 問題の解決策を助言するために，自分
の意見や主張などを，論理の構成や展開を
工夫して詳しく話したり書いたりして伝え
合う技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
問題の解決策を助言できるように，複数の
資料を活用しながら，自分の意見や主張な
どを，論理の構成や展開を工夫して詳しく
話したり書いたりして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
問題の解決策を助言できるように，複数の
資料を活用しながら，自分の意見や主張な
どを，論理の構成や展開を工夫して詳しく
話したり書いたりして伝え合う。

Friendship and improvement
相談メール
アメリカに留学中の二人の日本
人学生の悩みを解決するため
に、スクールカウンセラーとし
てEメールでアドバイスを送る。

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

○ ○

Lesson3
【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うため
に必要となる論理の構成や展開及び表現等
を理解する。
技能 自分の性格の変化について，自分の意
見や主張などを，論理の構成や展開を工夫
して詳しく書いたり話したりして伝え合う
技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の性格の変化について，相手に理解し
てもらえるように，複数の資料を活用しな
がら，自分の意見や主張などを，論理の構
成や展開を工夫して詳しく書いたり話した
りして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の性格の変化について，相手に理解し
てもらえるように，複数の資料を活用しな
がら，自分の意見や主張などを，論理の構
成や展開を工夫して詳しく話したり書いた
りして伝え合う。

定期考査

定期考査

知

【学びに向かう力、人間性等】

Lesson2
【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うため
に必要となる論理の構成や展開及び表現等
を理解する。
技能 初級の言語学習者が使うべき辞書の種
類について，自分の意見や主張などを，論
理の構成や展開を工夫して詳しく話したり
書いたりして伝え合う技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
初級の言語学習者が使うべき辞書の種類を
助言できるように，複数の資料を活用しな
がら，自分の意見や主張などを，論理の構
成や展開を工夫して詳しく話したり書いた
りして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
初級の言語学習者が使うべき辞書の種類を
助言できるように，複数の資料を活用しな
がら，自分の意見や主張などを，論理の構
成や展開を工夫して詳しく話したり書いた
りして伝え合う。

Which is better, a paper or
an electronic dictionary?
書店での商品説明
クラスでのプレゼンテーション
の準備のために、書店で紙の辞
書と電子辞書の説明を聞き、そ
れぞれの辞書の良い点と辞書を
使う際の留意点をまとめる。

○ ○ ○

定期考査

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

Leson4
【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うため
に必要となる論理の構成や展開及び表現等
を理解する。
技能 今までの重要な決断について，自分の
意見や主張などを，論理の構成や展開を工
夫して詳しく話したり書いたりして伝え合
う技能を身に付けてる。
【思考力、判断力、表現力等】
今までの重要な決断について，相手に理解
してもらえるように，複数の資料を活用し
ながら，自分の意見や主張などを，論理の
構成や展開を工夫して詳しく話したり書い
たりして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
今までの重要な決断について，相手に理解
してもらえるように，複数の資料を活用し
ながら，自分の意見や主張などを，論理の
構成や展開を工夫して詳しく話したり書い
たりして伝え合う。

Vision Quest English Logic and ExpressionⅢ

外国語

コミュニケーションを行う目的や場面,状況などに応じて,日常的な話題や社会的な話題について,外国語で情報や考
えなどの概要や要点,詳細,話し手や書き手の意図などを的確に理解したり,これらを活用して適切に表現したり伝え
合ったりすることができる力を養う。

○

態

How do we make decisions?
講義
心理学のクラスで「意思決定」
に関する授業に出席し、講義や
議論の後、授業レポートを書
く。

○ ○ ○

Can you change your
ersonality?
新聞の悩み相談コラム
新聞の悩み相談コラムで「性格
は変えられるのか」という記事
を読んで、このコラムに自信の
考えや経験について投稿する。

○○

○ ○

○○

○

○

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，
聞き手・読み手など他者に配慮しながら，主体
的・自律的に表現しようとする態度を養う。

○

○

○

領域

○

○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合う
ために必要となる論理の構成や展開及び
表現等を理解している。
技能 生活スタイルの改善について，自
分の意見や主張などを，論理の構成や展
開を工夫して詳しく話したり書いたりし
て伝え合う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
友達に生活スタイルの改善を助言できる
ように，複数の資料を活用しながら，自
分の意見や主張などを，論理の構成や展
開を工夫して詳しく話したり書いたりし
て伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
友達に生活スタイルの改善を助言できる
ように，複数の資料を活用しながら，自
分の意見や主張などを，論理の構成や展
開を工夫して詳しく話したり書いたりし
て伝え合おうとしている。

○

Lesson10
【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うため
に必要となる論理の構成や展開及び表現等
を理解する。
技能 ソーシャルメディア上で起こり得る問
題と回避策について，自分の意見や主張な
どを，論理の構成や展開を工夫して詳しく
話したり書いたりして伝え合う技能を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
ソーシャルメディア上で起こり得る問題と
回避策について，相手に理解してもらえる
ように，複数の資料を活用しながら，自分
の意見や主張などを，論理の構成や展開を
工夫して詳しく話したり書いたりして伝え
合う。
【学びに向かう力、人間性等】
ソーシャルメディア上で起こり得る問題と
回避策について，相手に理解してもらえる
ように，複数の資料を活用しながら，自分

Are you a good user of social
media?
講義
学生に起こり得るソーシャルメ
ディア・トラブルについて注意
を喚起するため、自分のソー
シャルメディアにコメントを投
稿する。

○ ○ ○

Lesson9
【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うため
に必要となる論理の構成や展開及び表現等
を理解する。
技能 高校生のSNS利用について，自分の意
見や主張などを，論理の構成や展開を工夫
して詳しく話したり書いたりして伝え合う
技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
高校生のSNS利用の利点と欠点について，相
手に理解してもらえるように，複数の資料
を活用しながら，自分の意見や主張など
を，論理の構成や展開を工夫して詳しく話
したり書いたりして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
高校生のSNS利用の利点と欠点について，相
手に理解してもらえるように，複数の資料
を活用しながら，自分の意見や主張など
を，論理の構成や展開を工夫して詳しく話
したり書いたりして伝え合おう。

Should we use social media?
記事
ソーシャルメディアの良い面と
悪い面が書かれた記事を読み、
高校生にとってのソーシャルメ
ディアについて意見を述べる。

○ ○

外国語

6

6

1

7

7

○

○

○

○

○ ○

○ ○

評価規準

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合う
ために必要となる論理の構成や展開及び
表現等を理解している。
技能 問題の解決策を助言するために，
自分の意見や主張などを，論理の構成や
展開を工夫して詳しく話したり書いたり
して伝え合う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
問題の解決策を助言できるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主
張などを，論理の構成や展開を工夫して
詳しく話したり書いたりして伝え合って
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
問題の解決策を助言できるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主
張などを，論理の構成や展開を工夫して
詳しく話したり書いたりして伝え合おう
【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合う
ために必要となる論理の構成や展開及び
表現等を理解している。
技能 初級の言語学習者が使うべき辞書
の種類について，自分の意見や主張など
を，論理の構成や展開を工夫して詳しく
話して伝え合う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
初級の言語学習者が使うべき辞書の種類
を助言できるように，複数の資料を活用
しながら，自分の意見や主張などを，論
理の構成や展開を工夫して詳しく話した
り書いたりして伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
初級の言語学習者が使うべき辞書の種類
を助言できるように，複数の資料を活用
しながら，自分の意見や主張などを，論
理の構成や展開を工夫して詳しく話した
り書いたりして伝え合おうとしている。

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合う
ために必要となる論理の構成や展開及び
表現等を理解している。
技能 自分の性格の変化について，自分
の意見や主張などを，論理の構成や展開
を工夫して詳しく書いたり話したりして
伝え合う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の性格の変化について，相手に理解
してもらえるように，複数の資料を活用
しながら，自分の意見や主張などを，論
理の構成や展開を工夫して詳しく書いた
り話したりして伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の性格の変化について，相手に理解
してもらえるように，複数の資料を活用
しながら，自分の意見や主張などを，論
理の構成や展開を工夫して詳しく話した
り書いたりして伝え合おうとしている。

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合う
ために必要となる論理の構成や展開及び
表現等を理解している。
技能 今までの重要な決断について，自
分の意見や主張などを，論理の構成や展
開を工夫して詳しく話したり書いたりし
て伝え合う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
今までの重要な決断について，相手に理
解してもらえるように，複数の資料を活
用しながら，自分の意見や主張などを，
論理の構成や展開を工夫して詳しく話し
たり書いたりして伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
今までの重要な決断について，相手に理
解してもらえるように，複数の資料を活
用しながら，自分の意見や主張などを，
論理の構成や展開を工夫して詳しく話し
たり書いたりして伝え合おうとしてい
る。

配

当

時

数

論理・表現Ⅲ

思

○

○

○

○ ○

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合う
ために必要となる論理の構成や展開及び
表現等を理解している。
技能 高校生のSNS利用について，自分の
意見や主張などを，論理の構成や展開を
工夫して詳しく話したり書いたりして伝
え合う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
高校生のSNS利用の利点と欠点につい
て，相手に理解してもらえるように，複
数の資料を活用しながら，自分の意見や
主張などを，論理の構成や展開を工夫し
て詳しく話したり書いたりして伝え合っ
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
高校生のSNS利用の利点と欠点につい
て，相手に理解してもらえるように，複
数の資料を活用しながら，自分の意見や
主張などを，論理の構成や展開を工夫し
て詳しく話したり書いたりして伝え合お
【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合う
ために必要となる論理の構成や展開及び
表現等を理解している。
技能 ソーシャルメディア上で起こり得
る問題と回避策について，自分の意見や
主張などを，論理の構成や展開を工夫し
て詳しく話したり書いたりして伝え合う
技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
ソーシャルメディア上で起こり得る問題
と回避策について，相手に理解してもら
えるように，複数の資料を活用しなが
ら，自分の意見や主張などを，論理の構
成や展開を工夫して詳しく話したり書い
たりして伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
ソーシャルメディア上で起こり得る問題
と回避策について，相手に理解してもら
えるように，複数の資料を活用しなが
ら，自分の意見や主張などを，論理の構

○

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合う
ために必要となる論理の構成や展開及び
表現等を理解している。
技能 コミュニケーションスタイルの比
較について，自分の意見や主張などを，
論理の構成や展開を工夫して詳しく話し
たり書いたりして伝え合う技能を身に付
けている。
【思考力、判断力、表現力等】
コミュニケーションスタイルの比較につ
いて，相手に理解してもらえるように，
複数の資料を活用しながら，自分の意見
や主張などを，論理の構成や展開を工夫
して詳しく話したり書いたりして伝え
合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
コミュニケーションスタイルの比較につ
いて，相手に理解してもらえるように，
複数の資料を活用しながら，自分の意見
や主張などを，論理の構成や展開を工夫

○ ○ ○

1
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7○ ○

○ ○

○



年間授業計画

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 選択

使用教科書：

教科

家庭・衣食住・消費・住居等々について理解し、それらに関わる技能の習得。

【思考力、判断力、表現力等】 家庭や社会生活の中の問題点を見いだし、解決策を模索し、論理的に表現する。

【学びに向かう力、人間性等】 協議を通し、よりよい社会構築に向けて、実践しようとする。

科目 の目標：

Ｂ単元　食文化食生活
【知識及び技能】
旬の食材を活用した栄養バランスの
良い献立作成と調理。
【思考力、判断力、表現力等】
世界の食文化の考察。
【学びに向かう力、人間性等】
青年期の昼食に必要な栄養素につい
て理解する。

・指導事項　栄養・食品の知識をも
とに、バランスのよい食事計画をさ
せる。世界の食文化に触れさせる。
・教材　教科書
・一人１台端末の活用
・調理実習

【知識・技能】
栄養・食品の知識をもとに、バランスのとれ
た献立作成ができる。世界の食文化を理解す
る。
【思考・判断・表現】
食品の特性と調理との関係を理解し、実際の
食事作りに向けての判断ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
調理実習に積極的に参加し取り組む。

〇 〇 〇 13

保谷 家庭科 家庭基礎演習
家庭 家庭基礎演習 2

A単元　自立と共生
【知識及び技能】
職業を選択し、自立した一人暮らし
について考える。
【思考力、判断力、表現力等】
職業調査の発表。一人暮らしの経済
について考える。
【学びに向かう力、人間性等】
職業調べ、住宅物件選び等を自主的
に行い、発表・質疑応答を通して多
面的な視野を獲得する。

・指導事項　職業調査・求人票の読
み方・一人立ちの住宅探し
・教材　　　教科書・副教材「これ
であなたもひとり立ち」・プリン
ト・DVD
・一人１台端末の活用
・レポート・発表

【知識・技能】
各分野の仕事に関心を持ち、自分の進路につ
なげようとする取り組みができる。
【思考・判断・表現】
住宅物件情報を読み取り、住トラブル、環境
に配慮した住生活に関心を持つことができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
職業調査・選択、住宅物件選びなどを自主的
に行い、適格に発表することができる。

○ ○

家庭基礎演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

自立に必要な調理技術や、縫製技術等の基礎技
術等の知識を会得し、生活の中での実践につな
げる。

学習した内容を理解し、自己の生活課題や社的
課題を見つけ、解決方法を模索し、適格な表現
でまとめることができる。

家族・子供、経済等に関する制度や法律に関心
を持ち、他者との関係の中で、住みやすい社会
を築き上げる視点を持つ。

家庭基礎　気づく力　築く未来（実教出版）　副教材　これであなたもひとり立ち

家庭基礎演習の目標：

【 知識及び技能 】

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

○ 12

　

Ｂ単元　ホームプロジェクト
【知識及び技能】
生活しやすさの基本を知り、改善に
つなげる。
【思考力、判断力、表現力等】
生活を見直し、解決策を検討する。
【学びに向かう力、人間性等】
家族の生活時間や、衣食住に関する
事に関心を持ち、一人で取り組むだ
けでなく、協働することの意義を探
る。

13

1定期考査 ○ ○

態 配当
時数

・指導事項　自らの生活を見直し、
充実向上・改善を必要とする生活課
題を発見させる。
・教材　教科書
・一人１台端末の活用
・レポート・発表

【知識・技能】
写真・資料・実験・調査結果などの記録をも
とに、結果をまとめることができる。
【思考・判断・表現】
自らの生活基盤である家庭内での生活向上を
目指し、創意工夫につなげることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
家族の協力も得て改善したプロセスを報告書
にまとめ、家族・友達等の評価を受ける。

○ ○ ○

３
学
期

２
学
期

11〇〇

【知識・技能】
ミシンを使った縫製技術を身につける。

【思考・判断・表現】
防災グッズについての確認をしながら、作品
の制作に取り組む。

【主体的に学習に取り組む態度】
ボタンや刺繍などの手芸を用いて作品を発展
させる。

・指導事項　小・中学校で学習した
ミシンの使い方を復習しながら発展
させる。
・教材　教科書
・ミシン

Ⅽ単元　被服製作
【知識及び技能】
ミシンを使用し防災リュックを作製
する。

【思考力、判断力、表現力等】
防災に対しての関心を深め、非難時
に必要な品が入るバッグを考える。
【学びに向かう力、人間性等】
防災リュックを製作することによ
り、防災意識を高めながら、物作り
に興味・関心を持つ。

A単元　保育
【知識及び技能】
身の周りの材料を用いた玩具や、お
やつ作りの演習を通じて、子供の遊
び・食生活についての理解を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
２年次に学習した内容を踏まえ、子
供を取り巻く環境の様々な課題につ
いて考えさせる。子供の発達を促す
遊びの演習をする。
【学びに向かう力、人間性等】
児童文化財や、伝承遊びについて調
べ、素朴な遊びを体験する。

・指導事項　子供を取り巻く環境に
ついて考察させる。様々な角度から
の子供の遊びを考えさせる。
・教材　教科書・図書館での文献
・一人１台端末の活用
・グループ研究・発表

【知識・技能】
子供の発達を理解し、成長に合ったおやつや
玩具が作製できる。
【思考・判断・表現】
子供を取り巻く様々な環境や社会状況を理解
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
子供を楽しませる遊びの実践ができる。 〇 〇 〇 10

合計

70

・指導事項
将来の自立に向けて、授業で学んだ
技術や知識を確認させ、これからの
人生設計につなげる。
・教材　教科書
・一人１台端末の活用

A単元　生活設計
【知識及び技能】
精神的な自立、経済的な自立、生活
的自立、性的自立に向けて、これま
での家庭基礎で学んだ技術や知識を
確認し、これからの人生を設計する
力をつけさせる。

【思考力、判断力、表現力等】
生涯の生活設計、課題の解決につい
て主体的に取り組み、自分や家庭・
社会がよりよくなるための目標につ
いて考えさせる。

【学びに向かう力、人間性等】
人生をデザインするうえで必要な準
備を考え、シュミレーションさせ
る。

【知識・技能】
自立の種類とそれぞれの具体的な内容を把握
する事ができる。

【思考・判断・表現】
男女共同参画社会の実現をめざす歩みと社会
的背景について理解し、どのような生き方を
したいのかを考えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
未来の自分自身と社会のあり方を考えようと
する姿勢がある。

〇 〇 〇
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